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紅霞後宮物語　第二幕

あとがき









　文ぶん林りんは玉座に座りながら、眼下の光景を眺めていた。

　これから行われる血なまぐさい見世物を、楽しもうとしているわけではないが、微に入り細にわたって見守るつもりではあった。自分と今は亡き「彼」の満足のために。

　目の前では一人の男が地に引き倒されている。羅ら義ぎ龍りゆうという男だ。先々帝の御み代よから仕えていた高官だった。先日までは。

　そして今日は彼の処刑が執行される日だ。

　彼の協力者は軒並み捕らえられ、もう刑が執行されている。彼だけ文武百官の前で処刑されるというのは、特別なことだ。本来ならば処刑場で、あるいは牢ろうで、尊厳を守るような死なせ方をする。特に彼は罪を犯したとはいえ、高い位を持ち、家柄もよかった。このような者を衆目にさらして、しかも斬ざん首しゆで死なせるということはめったにない。

　つまり、これは見せしめなのだ。大逆の罪を犯した者が、どうなるのかということを知らしめるためのもの。それは、この場にいる誰もがわかっていることだった。

　誰もが──その中に、文林の正妻である関かん小しよう玉ぎよくがいる。彼女は皇后としてではなく、武官としての姿で場に並んでいた。冑かぶとを小脇に抱えて佇たたずんでいるその姿は、昔から変わらない。彼女も凪ないだ眼まな差ざしで、地に這はう義龍を見下ろしていた。

　やがて処刑開始を示す合図の札が場に投げ出される。それを見た執行人が一つ頷うなずき、大きな刀を振り下ろした。

　首が飛ぶ。

　文官たちの一部は目をそらしたり、口元を押さえたりする。武官たちの大部分は無感動にその光景を見下ろす。それぞれの特性に見合った方向での反応が見られ……それでこの件は終わった。実にあっけないものだなと、文林は転がった首を見下ろしながら思った。縛り上げているので抵抗しようもないのだが、それだとしても義龍はすんなりと死んでいった。

　逆賊。

　彼のことは正史にそうとだけ刻まれる。一連の出来事の裏に絡んでいた様々な事情や思惑、彼が今日ここに至るまでの生き方など、そこには一切反映させられない。文林がそうさせない。だから文林が今思っていることも、どこにも残らないのだ。

　──彼と自分は似ている。

　文林は、たった今亡き人になった義龍を見ながら、そう考えていた。

　彼のことを理解できないわけではなかった。もしかしたら近しいとさえいえるかもしれない精神構造をしている。

　ある種の感慨を込めて義龍をひとしきり眺めてから、文林は立ち上がった。最後に首を一いち瞥べつしてその場から去る。臣下たちが一斉に礼をとって、皇帝の退出を見送る。

　ふと、立ち止まって振り返る。小玉のほうを見た。彼女も礼をとりながら、文林のほうを見ていた。その肩口で切りそろえた髪が、風に吹かれてふわりと広がる。

　既視感を覚えた。

　自分はかつて同じような光景を見た。そのときは自分も彼女も土ぼこりと血にまみれていた。視界に入るものすべてがまるで美しくなかった。そして本当になんでもない瞬間だった。

　それでも、人生の最後まで残しておける記憶を一つしか選べないのならば、自分はその光景を選ぶという確信がある。




　　　　※




　話は十ヶ月ほど前にさかのぼる。




　この立場になるまで知らなかったが、皇后業というのは実に肩が凝るものだと、皇后本人である小玉は最近感じるようになった。それは精神的に窮屈だからというものではなく、肉体的な問題によるものだった。まず着るものが重い。頭も髪を結い上げる上に、色々と飾りが追加されるのだから言うまでもない。

　武官としての仕事もあれはあれでたいそう疲れるものだが、その疲労とはまた趣が違う。しかも、現在だって武官としての仕事は継続しているのだから、皇后としての疲労と武官としての疲労の両方が小玉にのしかかるわけだ。兼業ってこういうものなのだろうか。そして疲労の原因が加齢のせいであるかもしれないという悲しい可能性は、なるべく考えないようにしている。

　それはともかく、現状積もっている疲労の解消をどうすればよいか。

　手っ取り早い対応策として、小玉は今、自分の夫であり、この国の皇帝でもある文林に肩をもんでもらっている。

「あーそこ！　そこいいわー！」

　心の底から絶賛する小玉に対し、文林は浮かない顔をしている……といっても、背後からもんでもらっているので実際に顔は見えないが、気配が浮かないのはなんとなくわかる。あと声も。

「お前なあ……もう最後だから言いたいことがあるんだが」

「なによその態度。肩もみ五回までは、黙ってやるって約束したでしょ」

　以前、文林が小玉にとって不本意なこと──皇后業のお勉強会──を半強制的に実行するにあたって、小玉が出した条件は肩もみ五回だった。その五回目の権利を行使しているだけだ。まったく後ろ暗くない取引だったと小玉は自負しているし、こんなにこちら側が譲歩してやったことなんだから、文句言わずやれと掛け値なしに思う。少なくとも今回までは。

「あーほら、次の……六回目からはちゃんと金払うから」

「おい、六回目以降もやらせるつもりか。あと、金はいらん。お前、俺をなんだと思ってるんだ。仮にも皇帝だぞ……別にな、今やってることについては、やぶさかではないんだが、もう少し……なんというか、なんだかな……」

　文林の語尾はあいまいなまま途切れた。そこを濁されても、全然わからない。小玉は真顔で口を開いた。

「文林、悪いけどあたし、それで察する女じゃない」

「知ってる」

　だろうな。

　この男相手に今更取り繕うつもりなどない小玉は、うんうんと満足げに頷いた。さすが長いつきあいなだけあって、大たい家かにおかれましては皇后のことをよくご存じでいらっしゃる。

「で、なにが言いたいの」

「お前、肩もんでるとき、やたらとおっさんくさく呻うめくのやめてくれ」




　…………。




　確かに、「[image: う゛][image: あ゛][image: あ゛]」とか「[image: お゛][image: お゛][image: う゛]」とか、母音にやたらと濁点をつけながら声を上げた自覚はあるし、それが女性らしいからしくないかでいえば、確実に後者であることもわかる。

「……駄目？」

「駄目」

　くるっと振り返って文林の顔を見ると、文林は若干悲壮ささえにじみ出る真剣さで頷いてきた。

「ずっと聞いていると、心の奥底になにかがじわじわと降り積もっていく感がある。さながら粉雪のような」

「そっか……ごめん」

　小玉は素直に謝った。妙に詩的な表現まで駆使する文林に、そこまで言うかとは思ったが、言いかえればそこまで言うほど嫌なのだろう。人が嫌がっていることは、やっちゃいけない。

　とはいえ、可愛く呻くなどという、ある種形容矛盾した芸当が自分にできるとも思えない。だから小玉はしばらく無言のまま肩をもんでもらい、きりのいいところでそっと切り上げた。

「もういいのか？」

「うん、いい。あんたそろそろ、自分の宮に戻らなくちゃいけないんじゃない？」

「まだ少しは大丈夫だが」

　常ならば泊まっていく文林だったが、今日は自分の宮に戻ることになっていた。明日の朝一番で、大きめの行事があるのだ。だから今日はいつもより早く来て、ひととおり用をすませた後、帰る手はずになっていた。

　そんなふうにいつもと違う動きをしていたら、中途半端に時間が余ったので、ついでに肩をもんでもらったという次第である。

「そう、じゃあ鴻こうの顔でも見てきなさいよ。起きてる時間だし、ちょうど元気いっぱいなはずだから」

　むしろ元気すぎるほどである。もうすぐ二歳になる文林の三男で、小玉の義理の息子でもある鴻は、最近とにかくちょろちょろと動き回っている。

「そうか。手を煩わせていないか」

「まあ、この時期はね、色々あるわ」

　なんでもやだやだと言い始める時期に、鴻はそろそろ入り始めている。よくある話であるよと、子守経験者である小玉は特に動じていない。ただ、乳母は大変そうである。なんといっても相手は皇子なので、場合によっては強硬手段に出られないことがあるのだ。そういうときは小玉が動くことにしていた。

　文林はやや考えてから、一つ頷いた。

「……少し、様子を見に行くか」

「あらそう」

　自分から提案しておきつつもそれに乗ってきた文林を珍しいと思うあたり、この男の父親らしさに対する期待は、下限値に到達しているんだなと実感する。しかも息子のほうも、父を慕っていないを通り越して、だいぶ嫌いなので始末に負えない。以前文林が鴻のことをつねって起こしたことがあったが、それ以来鴻は文林のことを「いやなおじさん」と認識しているのだ。そしてそれを改めるための努力をするどころか、必要だとも思いすらしない文林。父と息子の関係は成立してからわずか二年目で、悪い意味で行き着くところまで行き着いている。

　この件に関して、小玉は自分の無力さを日々痛感している。同時に自分の力不足だけが問題ではないとも思っている。要するに大部分は文林が悪いと思っているし、その認識はきっと間違っていない。

「だからあんた、もうちょっと鴻のこと、愛してあげなさいよ、この人でなし」

　そしてその感想を自分の胸だけに秘めておくような小玉ではない。鴻のところに向かいながら、小玉は文林を容赦なくこきおろしていた。そして文林もまた、その非難で心を動かされるような男ではない。つまり傷つくわけでもないが、悔い改めるようなこともない。

「だいぶ愛しているつもりだがな」

「いけしゃあしゃあと、まあ……」

　文林の言いぐさに、小玉は目をつり上げて更に言いつのろうとし……次の彼の言葉に口をつぐんだ。




「他の子に比べて」

　他の子──胸によぎるものがあった。




　彼の子どもは他に二人……だった。過去形だ。一人はもう死んだ。産みの母親が殺し、その母親は自分が殺した。

「……どうした？」

　黙り込んだ小玉をいぶかしげに文林が見る。彼は今の発言に含みを持たせていないのだ。それはつまり、含みを持たずに言えるほど、彼にとって死んだ母子はどうでもいいことなのだ。部分的にとはいえ、それに安あん堵どする自分を怖いと思う。

　母子の死は今でも小玉の胸に重くのしかかる事柄だ。それを抱えていくことをためらいはしない。だからその「怖さ」はまったく別の問題だ。

　文林にとってどうでもいいことだということは、つまり文林がそのことに傷ついていないということだ。彼に対してだいぶ割り切ったとはいえ、そういう面に思うところは今でもある。同時に、彼が傷ついていなくてよかったと思う自分がいる。そういう自分に対する「怖さ」。

　結局、自分はこの男が大切なのだ。こういうろくでもない瞬間にそれを自覚する。それはかすかな感情を伴う。それは落胆であり、どこか絶望に似ている。

　小玉は苦笑いして、文林に返した。

「……なんでもないわ」

　──自分にがっかりしてるだけ。







「あっちゃっちゃなのー！」

　そんなやりとりをしたせいで、夫婦の間には妙に暗い雰囲気が漂い始めた。それを吹き飛ばしたのは、やってきた二人を見るなり、鴻が発したよくわからない叫びだった。

　鴻の部屋の入り口で、小玉は文林と顔を見合わせる。

「……なにを言ってるんだ、こいつは」

「ごめん、わかんない」

　さすがにいつも一緒にいるだけあって、鴻の言っていることはだいたいわかる小玉だが、今言っている「あっちゃっちゃなの」がなにを表すのかは、見当もつかなかった。なにせ初めて聞いたからだ。

「ねえ、『あっちゃっちゃなの』って、なんだかわかる？」

「申し訳ございません。わたくしどもも初めて伺いました……」

　自分よりも鴻と一緒にいることの多い乳母に聞いてみるが、乳母も困ったように首をかしげるのみだった。そんな大人たちをよそに、鴻は再び謎の言葉を発する。なんだか張り切った様子である。

「あっちゃっちゃなの！　あっちゃっち！」

「『あっちゃっち』……そこで切るのか。そこは文節なのか」

　なにやらうんうんと頷うなずきながら、文林が分析し始める。そんな彼に小玉は驚いた。文林が、ここまで鴻に関心を持つとは。これはもしかしたら、父子の関係改善の一歩が今踏み出されたのではないだろうか。もうこの際、「あっちゃっちゃなの」の意味はどうでもいい。なんとか両者の間に立ち、関係改善の歩みを一歩といわず、二歩三歩と進めなければならない。

　小玉はちょっとうわずった声で、口を挟む。

「こ、鴻ね。だいぶ話せるようになったの」

「そうだな。動物らしさがなくなってきた」

　それは褒め言葉なのか……いやしかし、今日はそんなことを口に出して、話の腰を折ったりはしまい。考えようによれば、現在と比較できる程度には、以前の我が子の様子を文林が覚えていたということである。今日はもう極力彼をよいほうに考えよう……と、思っていたのだが。




　張り切りすぎて鴻が泣いた。

　幼児が絡む事柄が、思い通りになるわけがない。




「うん、まあ……鴻くーん、はいもう泣かないでー」

　べえべえ泣く鴻を腕に抱えて、小玉はあやす。視界の隅には、なにやらつまらなそうにしている文林。せっかくのいい機会だったのになと残念には思うが、急せいては事をし損じるものだ。文林の時間の余裕ももうないことだし、今日はこれが潮時だろう。

「文林。そろそろ時間でしょ。今日はもう帰ったら？」

「そうだな」

　小玉の促しに彼はあっさり頷いて、踵きびすを返しかけ、

「じゃあ鴻、一緒にお風ふ呂ろ入ろうね」

　……続く小玉の言葉に足を止めた。驚きよう愕がくを顔に貼り付けて振り返る。

「……なんだと？」

「ん？　だから、鴻とお風呂入るの」

　なぜ彼がそこに反応したのかはわからなかったが、小玉は素直に反復した。そういえば彼はいつも、小玉が湯を使ってからここに来る。だからそういうことをしていると、教える機会がなかった。

　もうすぐ二歳の鴻は、市井の子より発育は遅いが、情緒面ではそうとう先を行っているのか、元々顕著だった好き嫌いが極端に発揮されるようになってきた。一番困った発揮がされているのは、風呂である。なぜか頭を洗うのはいいのだが、足を洗うのは嫌だという偏った嗜し好こうを発揮している。

　普通嫌がるんだったら目に水が入る頭だよねーと大人としては思うのだが、子どもにそういう理屈が通じないのもわかっているので、色々と手段を講じた結果、小玉が一緒に風呂に入ることになった。赤子の頃から小玉のことが大好きだった鴻は、小玉と一緒に風呂に入ればご機嫌のまま全身洗われてくれるのだ。

　それ以外のことについても小玉がついていれば、鴻はいい子で色々とこなすようだが、あまり小玉がついていてやると、「ぐずれば一緒にいてくれる」と変な学習をしてしまうから……ということで、基本的には風呂のみ一緒に入っている。子育てって難しいものだ。

　小玉にしても、鴻と一緒に風呂に入ることについて否やはない。生なさぬ仲とはいえ、そこまで好かれると、こちらとしても可愛くて可愛くて仕方がない。

　それから、これは小玉の側付きにしても好都合らしい。いつもからすの行水な娘じよう子しがゆっくり湯に浸つかってくれるから……という思いは、直接小玉の耳には入ってこないが、なんとなくわかる。だがどんな思惑があるにせよ、みんなが幸せになるなら、それでいい。目の前に一人、幸せなんだかそうでないんだかわからない者がいるが。

「風呂ってお前……風呂だぞ」

「うん、まあ、そうね。風呂は、風呂だね」

　むしろ風呂が風呂ではなかったことがあるのか……いや、あるな。風呂桶おけはたまに棺桶の代わりになる。頑張れば他にもなにかに使えるかもしれない。

　そしてそんな会話から、どう行き着いたものか、最終的に、その幸せなのかわからない者と、鴻がなぜか一緒に風呂に入ることになった。

　風呂場についていた宦かん官がんによると、鴻は最後まで「あっちゃっちゃなのー！」と絶叫していたらしい。「あっちゃっちゃなの」がどういう意味なのかますますわからないが、その意味が今はどうでもいいという思いもますます強くなった。だってあの父子が一緒に風呂に入ったのだ。あの、文林と、鴻が。今日はもう、関係改善の歩みが二歩、三歩どころか練兵場一周くらいはしたのではないだろうか。

　結局、髪を乾かす時間がなくて、濡ぬれた頭のままで文林は戻っていったが、そんな彼を馬鹿だと思うことすらしない。今日の彼は素晴らしかった。「風邪引かないでね」と送り出した自分の声は、我ながら真しん摯しなものだったと小玉は思っている。

「今日は……いい日だった……」

　遠ざかる夫の輿こしを見送りながら感に堪えない様子で呟つぶやく小玉に、彼女付きの宦官である清せい喜きが、おそるおそるというように問いかけてきた。

「娘子、本気でそう思ってるんですか……？」

「あの二人……さすが親子よね。よく似てるわよね」

「そうですね。不機嫌そうな顔は本当に……本当にそっくりでしたね」

　その不機嫌そうな片割れである鴻は、今頃乳母たちによって湯冷ましを飲ませてもらっているはずである。

「いい日だった……いい夢見そう」

　そんなふうにしみじみとしている小玉は、清喜の言葉をもちろん聞いていない。次に発せられる言葉までは。

「そうですか。明日の行事が終わるまで、その気分、持続させてくださいね」

「なんで思い出させるかな、あんた！」

　文林が早めに来て、早めに帰った理由である行事、実は皇后である小玉も参加しなくてはならないものであった。




　　　　※




　翌朝、小玉は一人には広すぎる寝台で、いつもより少し早く目を覚ました。

　小玉は三日に一日は一人で目が覚める。つまり、三日に二日は誰かと一緒に寝ているわけだ。夫とか、義理の息子とか。

　今日はその三日に一度の日だった。体を起こし、片手で目を少しこすっていると、遠くで鐘の音が響いた。女官の梅ばい花かが入ってくる。

「おはようございます、娘子」

「はい、おはよう」

　二、三言葉を交わしていると、女官たちがどやどやと入ってきて、部屋の中が一気に慌ただしくなる。今日の行事に伴う、小玉の身支度のためだ。

　衣装をずらりと並べ、年若い女官が問いかけてくる。

「娘子、今日のお召し物はどれになさいますか」

　小玉は、こういう質問にはいつも困っている。わりとどうでもいいからだ。しかし、

「どれでもいい」

　と任せると、ああでもないこうでもないと、真剣な討論が始まるし、

「じゃあ手前ので」

　と最も手近なものを選ぼうとすると、「娘子はいつもそうおっしゃって！」と、小玉のお目付役でもある梅花が憤慨するので、小玉はあるものに頼っている……正義の味方、賽子さいころである。

　さすがに女官たちの前で振ってしまうと顰ひん蹙しゆくを買うので、前日の夜に振っておいて、その番号を覚えておくのだ。

「右から三番目ので……」

　と言いながら、そこにある衣装を見て、「あ、しまった」と内心で舌打ちをした。今日は少し失敗した。よく見ずに番号だけ言ってしまったため、なんというか薄桃色に金糸で縁取りした、かなり華やいだ衣装を選んでしまった。ふだんだったらそんなものは並べられることもないので、油断していた。

　たまにあるのだ、こういう派手な衣装が混入することが。女官たちは駄目で元々のつもりで並べているのだろう。もちろんそんなもの、常の小玉ならば自主的には選ばない。だが、賽子に頼っていると不幸な巡り合わせで、今日みたいなことになってしまうことがたまにある。こういうとき、賽子は小玉にとって正義の味方ではなく、悪の使徒となるが、それはもちろん全部、小玉の都合である。

「まあ、娘子、珍しいですわね」

　そんな事情をつゆ知らず、女官の声が一気に明るくなった。

　今更嫌とは言えず、女官たちが髪飾りはどれにしよう、いや生花のほうが、帯留めとどう合わせようなどと話し合うのを「あーあ……」と思いながら眺める。が、やめさせることはしない。

　彼女たちは、女主人に飾り気がないことをいつも嘆いており、隙あらば着飾らせようとする。それは小玉の素材がよいからというわけではなく、楽しみがあまりにも少ないからなのだという。数少ない娯楽がこれとはかわいそうすぎる。

　だから、こうなった日は、腹をくくって、女官たちへの日頃の感謝を込めて、おとなしく着せ替え人形になることにしていた。

　遠い眼まな差ざしでされるがままの小玉だったが、やがて女官たちが一仕事終えたという達成感に満ちた様子で着付けを終えると、我が身をじっくり検分し、一言。

「うん……」

　なにがどう「うん」なのか、自分でも説明できないが、とりあえず「うん」。

「大家もお喜びになりますわ」

　いえ、お笑いになりますわ。言葉には出さず、用意された輿に乗って、文林のところに向かう。

　ここまで仰々しく準備して向かう行事。大切ななにかのように思えるが、あっさり説明すると、皇后以下妃ひ嬪ひんたちが順番に皇帝に挨あい拶さつをするという、ただそれだけの行事である。こういうもののご多分にもれず、伝統だけはある。

　なんのために行うのか色々と説明されたが、要約すると「威儀のため」である。そういう理由をくだらない……と思いたかったが思えない。戦に置き換えれば、はったりということなのだから、それは大切なことなのだ。だから挨拶のためだけに着飾るというのは、正直もったいない上に面倒くさいが、仕方がない。

　そう考えている小玉は、常々文林に、「お前さ、なんでも軍事に結びつけるのやめろよ。本当に仕事人間だよな」と言われている。あの男は、人生を畑か軍に費やしてきた女になにを求めているのだろう。腹が立ったので、雑穀の生長と結びつけて話したら、「軍事でいい……」とがっかりされた。それもそれで腹が立つ。

　そんなことを思い返していたら、目的地についた。のそのそ降りて、お付きの宦官である清喜を引き連れて文林のところへ行く。すると、彼は小玉の姿を見て笑うどころか不思議そうな顔をした。

「どうした。お前のわりにずいぶん可愛いな」

「それは、今年から四捨五入して四十になる女に言うべきことじゃないわね」

「なんであえて四捨五入するんだ。本来の年齢で生きろよ」

「本来の年齢にしたって、あんた」

　四捨五入しなくても、三十五である。この国では孫がいたってまったくおかしくない年齢である。

「梅花あたりに着せられたのか？」

「うん……」

　そういうことにしておく。実際、着るという行為自体は女官たちにされたので、噓ではない。

　小玉はとりあえず、その場にしゃがみこんで額ぬかずく。

「おはようございます大家。大家の御み代よの万歳長久をお祈り申し上げております」

「立つがよい」

「ありがたき幸せ」

　立ち上がって、文林の隣に座る。

「花、ゆがんだぞ」

「いいよ、別に」

「他の妃に馬鹿にされるぞ、隙を作るな」

　文林が手を伸ばし、小玉の頭に飾られた生花の位置を直す。

　それと同時に先触れの声が聞こえる。文林の長男とその生母である司し馬ば淑しゆ妃くひが来たのだ。彼女たちの挨拶を、彼の正妻として小玉も共に受けなくてはならない。

　現れた淑妃は、小玉が健康を害することのほうを願ってやみませんという目で、こちらを見ている。

「大家、娘子のご健康をご祈念申し上げます」

　相変わらず、いっそ小気味がいいくらいわかりやすく、小玉のことを嫌っている。そしてそんな彼女に対し、文林も苛いら立だたしさを感じていることが、隣からの気配でよくわかる。最低限の態度を取り繕うところまではできているんだから、別にいいだろと当事者は思うのだが。

　しかもこの男のわけがわからないところは、小玉に好意的な妃嬪が来ても、上機嫌にはならないところである。

　淑妃の次に来たのは、九嬪の筆頭である昭しよう儀ぎの位を持つ李り真しん桂けいだった。彼女とは特に後宮で親交がある。彼女が才人の位だった頃からのつきあいで、自分で言うのもなんだが、よく懐かれていると思う。

「大家、娘子のご健康をご祈念申し上げます」

　こちらは本当に親身に心配しています、というふうに声をかけてくる。そして小玉の隣では依然、苛立ちの気配。なんなんだ。




　　　　※




　──疲れた。

　主観的には心なしかよろよろしながら、それでも傍はた目めにはしゃんと背筋が伸びた様子で、小玉は文林の前を辞去した。どんな妃嬪が来ても、夫が常に不機嫌で、もう本当にこいつはなんなんだと思い続けるだけの時間だった。

　外に出ると春の日差しが目を洗うようだった。目をすがめながら先を眺めると、華やかな衣装が群がっているのが見えた。年若い妃嬪たちだ。挨拶を終えた後、立ち話を始めたのか、絹張りの団扇うちわをもてあそびながら笑いさざめいている。その身にふりそそぐ春光を吸い取ってから、自身の体内からも発しているかのような眩まぶしい光景だった。

　要するに、若いっていいなってことである。

　清喜を連れてそちらのほうに歩み寄る──通り道なので──と、彼女たちは顔をこちらに向け、跪ひざまずいた。小玉が近づくと、一斉に声を上げる。

「娘じよう子し、ご機嫌うるわしゅう」

　先ほど挨拶を受けたばかりであるが、後宮の儀礼上、それはそれ、これはこれなのである。

「楽にしなさい」

「感謝いたします」

　小玉の答礼に、また一斉に返し、立ち上がる。ここまでの動き、まさに「一糸乱れぬ」という言葉のお手本のような揃いっぷりである。この練度、素晴らしい。うちの部隊に入ってくれないだろうか。

「娘子」

　武官目線で妃嬪たちを見ている小玉に、彼女たちの一人──李真桂が、親しげに声をかけてきた。

「お話しできるかと思って、わたくしたち、お待ち申し上げておりましたのよ」

　それを皮切りに、他の娘たちも華やいだ声を出す。

「そうですわ」

「最近、お姉さまとお会いできなくて、とてもさみしくて……」

「そ、そう……」

　お姉さま。

　彼女たちが小玉のことをお姉さまと呼ぶことは、別におかしいことではない。小玉は文林の正妻であり、彼女たちは文林の側室である。要するに全員文林の妻だ。この国では妻同士がお互いを姉妹と呼び習わす慣習がある。後宮の場合、全員が位を持つのでその位に名字をつけて呼ぶほうが多いが、妃嬪が皇后を「姉」と呼ぶことは、誰も文句を言わないくらい当たり前のことである。もちろんそれは小玉にとっても。

　だから、文句を言うつもりはないのだが……なぜだろう。変な世界に強制的に足を踏み入れさせられている気がするのは。

　だいたい、「お姉さま」という言葉に猛烈に違和感を覚える。ここにいる娘たちはほぼ全員が十代後半。小玉の甥おいが彼女たちと同じ年頃で、彼は小玉と同い年の幼なじみであった兄嫁が産んだのでお姉さまというより……いや、もういい。

　勝手にうちひしがれている小玉に、真桂が立礼しながら言った。彼女の髪飾りがしゃらりと音を立てる。

「わたくしの宮で昼ちゆう餐さんの用意ができておりますわ。ぜひとも陪食の栄に浴させていただきたく存じます。どうかわたくしめどもの願いを聞き入れてくださいませ」

　それに続いて、他の妃嬪たちが「お願い申し上げます」と唱和する。

　小難しく言っているが、要するに、「お昼ご飯、一緒に食べましょ！」というお誘いである。いつもならば否やはないが……。

「あー……あなたたち……」

　口を開いた小玉がふと言葉を止めたのは、言いよどんだからではない。足音がこちらに向かってきたからだ。それも駆け足。とかくゆったりとした動きがよしとされる後宮という場で、このような音を聞くことは珍しい。




　といっても、自分はよく走っているが。それにつきあって真桂も走っているが。




　そちらのほうに顔を向けると、それにつられて妃嬪たちもそのほうを向く。やがて姿を見せたのは一人の宦かん官がんだった。小玉は目を見開く。

「閣かつ下か」

　小玉の口の中だけの呟つぶやきと同時に、彼がその場に平伏する。小玉のあまりにも小さい声を聞いたからではないだろう。なぜなら彼の立場では、皇后の前で必ずそうしなくてはならないからだ。小玉は慌てて彼を立ち上がらせた。

「お立ちください、沈しん太たい監かん。あなたがそれほど急ぐということは、よほどのことのはず」

「お慈悲に感謝申し上げます。このまま退出する無礼をお許しください」

　彼は口早に述べると、また足早に去り、建物の中へ消えていった。小玉は眉まゆをひそめてその後ろ姿を見送る。なにかがあったのだろう。

　沈太監こと、沈しん賢けん恭きようは小玉が十代の頃、従卒として仕えていた相手だった。つまり彼もまた武官である。側近くで世話をしていただけに、その人となりはよく知っている。きわめて冷静沈着な人という印象をその頃持ったし、今に至るまでその印象を覆すようなことは起こっていない。つまり今日、彼がらしからぬ振る舞いをしているということは、緊急事態なのだ。

　清喜もなんとなくそちらのほうを見ている。これは同じ宦官として、なんとなく気になるからだろう。

「娘子はお優しすぎますわ」

　沈賢恭のことを知らない若い妃嬪たちは、礼がおざなりであると憤慨する。そんな彼女たちに小玉は苦笑した。だからといって、そういった機微を彼女たちに説明する気にはなれない。誰彼かまわずに言いたいような事柄ではなかった。それはたとえ後ろ暗くない部分のことであったとしても、文林と自分が昔どういう関係だったのか、誰にも説明したくないのと同じようなものとして、小玉の心の中に分類されている。

「あなたたち、先ほどの件なのですが」

　説明する代わりに、彼女たちの気をそらすことにした。言いかけていたこともあることだし。

「大変残念なのだけれど、今日わたくしは所用があります」

「さようでございますか……」

　小玉の謝絶に、彼女たちは傍目にもがっかりしたようだったが、こればかりは仕方のないことだ。「また今度」と言って、小玉が立ち去ろうとしたとき、先ほど沈賢恭が消えた建物のほうで、急に人の気配が騒がしくなってきた。なんだなんだと振り返ると、文林が供を引き連れて出てきた。輿こしにも乗らず、足早にこちらのほうに向かってくる。礼をとる小玉と、慌ててそれに倣う妃ひ嬪ひんたちに一いち瞥べつもせず、彼は去っていった。方向から察するに、朝堂に向かっているのだろう。

　それにしても、文林まであのようにいつもと違う様子であるということは、なるほど、本当に緊急事態らしい。

　さすがに妃嬪たちも、常とは違うなにかが起こっていることは察しているのか、当惑したように目と目を見交わしている。悪い娘たちではないが、軽はずみになにかを触れ回られても困る。小玉は先手を打った。

「特に心配には及びませんよ。そういえば大家はなにやら午後、ご用事があったとか。先ほどの宦官は、迎えに参ったのでしょう」

　大噓である。さらりと彼女たちをだますことについて、後ろめたさを感じない程度には面の皮の厚さは増している。これこそ年の功というものだろう。

「さ、あなたたち。このままだと日に焼けてしまいますよ。そろそろお戻りなさい」

　小玉が促すと、彼女たちは口々に、明るく返事をした。

「それではわたくしめどもは失礼いたします」

　一同を代表して、真桂が辞去の挨あい拶さつをする。文林が出てきたときもさほど動じていなかった彼女は、顔を上げたときに、こちらに目配せしてきた。詳しい事情を知らなくても、なにかが起こっていることと、そして自分がどう振る舞えばいいかをわかっている目だ。相変わらず実に聡さとい娘だ。そして彼女なら、他の妃嬪たちが変にちょろちょろ動く前に手を回してくれるだろう。ありがたいことだ。

　彼女たちが立ち去るのを見届けてから、小玉は「さて」と言った。

「どうなさいますか、娘子」

　他の妃嬪たちの前でははばかっていた清喜が、ここで初めて口を開く。

「とりあえず、着替えて、練兵に行く」

　問いかけにきっぱりと答えた小玉に、彼は一拍沈黙してから、少し驚いた声を出した。

「……当初の予定どおりなんですね」

「うん。なんか他にあった？」

　小玉は小玉で彼の反応に驚いた。今日は他になにも予定を入れてないつもりだったのだが、自分はなにか忘れているのだろうか。そう思ったが、次の清喜の言葉に、なんだ……と肩から力を抜く。

「なにが起こってるのか探りに行くのかなって、ちょっと思ってました」

「行くわけないでしょ。あたしが知っとくべきことなら、文林が教えてくれる」

「まあ、それは……そうですがね」

　なんとなく含みのある様子の清喜に、もう一つ理由を付け加える。

「あと、面倒くさい」

「あっ、なるほどー！」

　納得してくれて嬉うれしいが、そこまですっきりした顔になるほど、今の理由は心打たれるものなのではないぞとも思う。

　そんなふうに、清喜とやいのやいのと言い合ってから自分の宮に戻った小玉は、渋る女官に手伝わせながら、衣服を改めた。

「わたくしたちめの大作が……」

「……なんと儚はかない命でございましたことか」

「あの、急いで。一人じゃ脱げないの」

　そっと目頭を押さえる女官たちを急せかす。着たときよりも長い時間をかけて服を脱がされたのは、より手順が煩雑になったからというわけでもなさそうだ。

　服を脱いだら、髪を外す。「髪を外す」というのも、面めん妖ような表現だが、小玉の場合は付け毛なので、文字どおり「外す」のである。

　もはやそうしないと落ち着かないくらいの習慣になってしまったことだが、小玉は戦の前にはばっさり髪を切り落とす。

　別の言い方をすると、そういう機会でもない限り、髪を切らない。だからしばらく伸びるに任せていたのだが、去年たまたまばっさり切った結果、今は肩を越すあたりで揃えている。今つけている付け毛は、去年切り落としたものを流用したものだ。後宮に入ってから美容については手厚く処置された結果、自分でもびっくりするくらいつややかになってしまったので品質はいいし、元は自前の髪なので、頭に載せていても見た目まったく違和感がない。したがって小玉はここ最近、公的な場では付け毛をつけて生活しているが、これがけっこう快適だったりする。だって、日常生活で頭が軽い。その分、皇后業に従事している最中の頭の重さが際立つのだが。

　そういう恨みも込めて、ばさばさ音を立てながら付け毛を外す小玉に、梅花が苦言を呈する。

「もう少し、丁寧に扱ってくださいませ」

「あっ、はい」

　小玉は素直に従う。彼女が怖いからというわけではなく、怒りすぎた彼女の頭に血が上って倒れるのが心配なのだ……一度卒倒させたことがあるので、特に。反省しています。







　すごくがっかりした様子の女官たちを置いて、小玉は予定どおり出かけた。後宮を出ると肩からやや力が抜ける。こう表現すると不謹慎かもしれないが、武官としての仕事のほうが気楽なのである。それは慣れている仕事だからということもあるが、やることが単純であるからというのがなにより大きい。

　日々練兵、練兵、軍議、練兵、なんてったって練兵、ひたすら練兵……。

　別に皇后である小玉が軍事の一切を取り仕切るというわけではなく、ある部隊の統率を任されているというだけのことなので、やっていることは指揮官の裁量の範はん疇ちゆうから大して逸脱していない。

　ただ、大将軍や軍事を統率する文官たちの会議にも、顧問のような立ち位置で参加することはしているし、望めばこの国の軍事に関する情報はいくらでも得ることはできる。だが、そんなところまでは特に必要ないと思うのだ。

　自分、実は一指揮官としての能力しか持っていないと思うんだよね、というのが小玉の自己評価である。

　それに「皇后」という立場の者の振る舞いについて、思うところがある。




　──牝ひん鶏けい晨あしたす。




　女が実権を握ると国が衰えるという意味である。過去女帝が即位することもあったこの国ではそれほどでもないが、他国では人口に膾かい炙しやする言葉である。

　一介の武官であった頃は、なんかちょっとひっかかる言葉だなあで終わらせていた言葉だが、今の小玉は、一面の真理があると思って自己を律する材料としている。女だから云うん々ぬんということではなく、命令の系統を一本に絞らないと痛い目見るぞという点で。

　皇后というのは、あくまで皇帝に仕える存在であるが、皇帝に準じる権利を持つ存在だ。したがって臣下たちは、基本的に皇后の命令には従わなくてはならない。これが、皇帝と完全に反対の命令を下したのであればまだいいのである。なぜなら臣下側から、大家のご意向に背きますという口実で拒否できるからだ。なお一介の官吏たちが実際に皇后相手に逆らえるのかどうかという点は、この際考えないとする。

　だが皇后が、皇帝の意向に半端に沿った形で、独自判断で動いてしまった場合、臣下はそれに従わなくてはならないし、場合によってはそれを皇帝の意図どおりだと疑問すら持たないかもしれない。そうなればとんでもない混乱を招くのは自明の理だ。政治も軍事もそんなことがあってはならない。

　だから牡皇鶏帝がいるのに、ほぼ同じ格の牝皇鶏后が鳴いてはいけないのだ。自分という牝鶏は、常に牡おん鶏どりの意向どおりに動くつもりだし、勝手に動くつもりはない。動きたいことがあれば、必ず文林に確認をしなくてはならない。彼自身の身に危険が迫っていない限りは。

　そういう考えがあるから、小玉は、今この宮城のどこかで起こっているであろう緊急事態について、探りを入れようとはしない。自分が知る必要のあることならば文林は教えてくるし、必要のないことならば彼は教えてこない──この一年で、彼のことをそう信じていられるようになった。

　それでつまらなくないのかと言われれば、別につまらなくなんかない。

　今の立場、あり方に納得している。納得できないことに対して反論することは大切だ。しかしそれは、よく考えれば納得できることにまで反発してもいいこととは結びつかないはずだ。

　それに最近は、やりがいのある仕事にも携わっている。自身の経験を踏まえて、若い段階から系統立てた教育を行って兵を育てるという部署を作ろうとしているのだ。小玉本人が徴兵されてからそのように育てられたおかげで、後で他の衛にいってもなんとかやれたので、それを組織的にできないかと思っている。そしてそこで育てる者たちを将官の候補にしたい。これまで武官の登用はけっこう問題を抱えていたので、そこを解消したいという思いをかねてから持っていた。

　文官だけではなく、武官の世界にも科挙という官僚登用試験がある。これを武科挙、あるいは武科という。しかし、これが見事に実情にそぐわない。射的はともかく、剣舞と重量挙げと筆記試験（しかも単なる暗記）の、実務に役に立たないありさまと来たら、「あれなんのためにあるんだ？」と、重量挙げ以外は好成績で合格した者が疑問を抱くくらいである。

　ちなみに、その合格者は文林である。彼は十代の頃に民間人として武科挙に臨み、武官になったという来歴の持ち主である。

　そういうわけで、元当事者である彼は小玉の提案には積極的に乗ってくれた。

　試験内容が本人の実力を見るのに適当かどうかという点はさておき、武科挙の合格者は、単に個人の力量が優れているというだけにすぎない。それはそれで素晴らしいことなのだが、軍というものは命令系統の整備によってなりたっている。指揮する部分の能力を保証してくれないという点で武科挙は心こころ許もとない。それが、以前からの小玉の見解だったし、文林もそれに同意した。

　実際、武科挙出身者は出世面ではある程度優遇され、地位こそそれなりに上がるが、おおむね名誉職扱いになる。それはよほどのことがない限り、兵卒が叩たたき上げの将軍のほうを信頼したり、その指揮下でよく動いたりするからだ。長い目で見ると、叩き上げで頭角を現した者のほうが重んじられるし、出世もする。戦時下は特にそうで、小玉はその好例である。

　ただ、だからといって文林が出世できなかったというわけでもない。それどころか彼は、武科挙合格者の中では成功したほうなのである。途中で皇帝になるため抜けてしまいさえしなければ、もっとそうなっていたであろう。小玉が出世し、それに引っ張り上げられるように、副官であった文林もまた出世していった。そのときのことを、小玉は懐かしく思い出す。

　思えば自分たちはなかなか面白い組み合わせだった。叩き上げの女将官と、武科挙出身の副官と……その記憶をたどるのは、小玉にとってなかなかに楽しいことだった。

　──いい時代だった。国は大変だったけど、みんないて、充実してた。

　少し感傷的な気持ちになっている自分を認め、小玉は苦笑した。思い出に浸りそうになるのを、振り切る。自分がらしくなく感傷的になるとろくなことが起こらない。たとえばうっかり皇后になってしまうなど。

　思いを振り切った理由は他にもある……というか今発生した。

　小玉は足を止めた。

　視界に広がる光景、鼻をくすぐる匂い。小玉は立ち止まったまま、目前の事態をまじまじと観察した。




　目の前で女の子三人が芋、焼いてる。




　しかも見知った顔で、ここで見るわけがないはずの顔である。これはもう、思い出に浸るどころの話ではない。なんでいるの彼女たち。単純にそれが気になる。










「こんにちは」

　小玉が声をかけると、少女たちが全員振り返った。びっくりした目をしながらも、全員口をもぐもぐさせる動きは止めようともしない。実に健康的な光景だ。小玉はそのうちの二人に見覚えがあった。また、その二人も小玉を見て、目を見開いた。

「大たい花かさん！」

　髪を高い位置で結んだ少女が大声を上げる。口の中のものを飲み込まないうちに。

　そして惨劇が起こる。

「……ちょっと、汚い！」

「……ないわ！　それはないわ！」

　他の二人は芋を飲み込んでから、盛大に非難する。左右にごめんごめんと謝った後、芋を吹き出した少女──確か千せん姫きといったか──が、小玉のところに駆け寄ってきた。

「大花さん、会えてよかった！　あの後どうなったのか、わたしたち、全然わからなくって」

　あの後──ああ、あの後ねと、小玉は遠い目で彼女たちと別れたときのことを思い出す。去年あった馬球の御前試合のときだ。失恋のち下痢が理由で出場できなくなった娘の代わりに、小玉が参加した一件である。もちろん各方面に無断で行ったため、発覚した後は大変な騒ぎになり、そのまま小玉は丁重に連行された。考えてみればあれは、彼女たちにしてみると、手伝ってくれた人がいきなり囲まれて、どこかに引っ立てられていったようにしか見えなかったはずだ。

　だから小玉がどこかに連れていかれたことについて、彼女たちは彼女たちなりに心配していたのだという。あんな異様な去られ方をしたら、誰だって心配するだろう。そういえばそのあたりのことは、全然考えていなかった。

「隊たい正せいさまに聞いても教えてくれなくって」

　ふくれた顔で言う千姫に、そりゃそうだろうなと小玉は思う。隊正といってもたかだか五十人くらいの兵を率いる程度の階級だ。そのくらいの立場ならば、知らされてすらいない可能性のほうが高い。仮に知らされていたとしても、あんな事態、説明のしようがない。どちらにしろごめんね、と小玉は心の底から思った。目の前の娘たちにではなく、彼女たちから質問攻めをされたであろう隊正に。なんて名前なんだろう。

「……あなたたちは鷹よう揚よう衛えいの人たちだったっけ」

　ちょっと聞いてみることにした小玉だったが、返答に顔を強こわばらせた。

「あっ、いえ、この春から、武ぶ威い衛えいに異動になったんですよー」

　勘弁してくれ。

　隊正のことを聞くのも忘れ、内心で小玉は呻うめいた。要するに、小玉が関わっているところである。つまり彼女たちはもしかしたら小玉の部下になっているのかもしれない……いや、まさか。その可能性を内心で否定しつつも、兵卒級の異動についてまでは一々報告が上がって来ないから、否定を裏付ける材料を小玉は持ち合わせていなかった。

　それにしても、兵卒の段階での衛から衛への異動なんて珍しい。小玉自身それを経験したことがあるが、当時も散々珍しがられたものだ。

　いや、そんなことは今どうでもいい。彼女たちが小玉の部下になっているかどうかも、実はどうでもいい。問題はもっと手前のところにある。去年は自分と関わりがなさそうだからと、馬球の試合に出る際に遠慮なく噓をついてしまった。しかし彼女たちが小玉と同じところに来たのならば、遅かれ早かれ、小玉の立場に気づくだろう。そうなったとき、意外に行動的な彼女たちは、これはどういうことなのかと騒ぐ可能性がある。その際、皇后が勝手に馬球の試合に出てしまったという醜聞が広まるかもしれないし、それを広めたとして彼女たちが罰せられるかもしれない。

　どうすればいいだろう……などと、そういうことで悩むような小玉ではない。後で混乱を招くよりはと、ずばっと自分から言うことにした。この前名乗った偽名を訂正しておくついでに。

「そうそう、本当はあたし大花って名前じゃなくて、小玉なの。で、実は皇后なの」

「ええー、それおもしろーい」

　で、見事に信じてもらえなかった。

　まあいい。自分は自分なりに、真実を伝える義務だとか誠意だとかは遂行した。

　自分の言葉を信じてもらえなかったことに、さして怒りを抱くでもなく、小玉は少女たちに促されるままに、芋をもらって、火を囲む輪の中に入った。これで名前の訂正まで受け入れてもらえなかったら困るところだったが、幸いそこは信じてもらえたのでよしとする。「小玉」が皇后の名だと気づかないのは不思議だったが、考えてみれば無理もない。そういえば皇后以下妃ひ嬪ひんは、名字はともかく名前は公開されないものだから、仕方あるまい。

　仮に彼女たちが、後で小玉の言っているとおりだとわかって騒いだとしても、自分は身近にいるのだからそれなりに手は打てるだろうし、彼女たちのことも守ってやれるだろう、多分。

「小玉さんは、どうしてここにいるんですか？　剣持ってるってことは、武官だったんですね！」

「じゃあ、わたしたちよりずっと偉い人なんですか！　だから勝手に試合出て怒られちゃったんだ！」

　もそもそと芋を食べながらそんなことを考える小玉に、少女たちは口々に話しかけてくる。推測はずいぶん正しい。正しいが……。

　最近の若い子ってずいぶんぐいぐい来るなあと、小玉は若干引き気味に受け答える。意外に行動的じゃないかとは思っていたが、これはちょっと初めて経験する押しの強さだ。もしかして隊正にもこの勢いで問い詰めたから、異動させられたのだろうか、この娘たち。ますます彼女たちの元上官に申し訳なく思う。

　当惑して目を巡らせると、一人、黙って芋をもぐもぐし続ける娘がいる。小玉と目が合うと、ちょっとびっくりした様子でぺこりと頭を下げてきた。

「あなたが、雪せつ苑えん？」

「はい！」

　そうか、この子が……と、妙に感慨深い。失恋が原因で御前試合前日に腹を下したのがこの子か。しかし、色恋沙ざ汰たで（ある意味）修羅場に陥ったわりに、予想していたより顔立ちはあどけない。くりっとした目と、芋を両手で抱えている仕草が、なんとなく栗り鼠すっぽい。

「二人よりも、ちょっと年下なの？」

「いいえ？　わたし、十七歳です」

「ああ、そうなの。というか、他の二人も十七歳なんだ？」

「はい」

　そんなふうに話している小玉は、自分の用事を当然忘れてしまっていた。

　その結果、なかなか来ない小玉を迎えに来た部下たちは、芋を食べながら火を囲む謎の四人組を発見することになる。

　なお発見者の一人である、小玉の副官の鄭てい綵さいは怒り、小玉の片腕である張ちよう明めい慧けいは大笑いした。ついでにそのやりとりの中で、小玉が皇后であると三人娘たちがようやく納得してくれた。

　また、小玉は小玉で、予想が的中したことを知る。つまり三人娘たちは、下っ端ではあるものの小玉の直属の部下になったのである。とりあえずなんというか……頑張ってくださいとしか言いようがない。




　　　　※




「……そういうことがあったの」

　その日の夜。小玉は自分の宮の寝台に横たわりながら、同じく隣に寝転がる文林に、今日の午後に起こった事柄を説明していた。

　文林が泊まりに来たときは、こういうふうに今日一日にあったことを報告することにしている。なんだか幼児が母親に対するみたいだなと思っているが、そういう状況も含めて、小玉はこの時間をけっこう楽しんでいる。おそらく文林もそうだろう。だってさっきから彼の笑いが止まらない。

　文林は片手で顔を覆い、しばらく肩を震わせていたが、ふと笑うのをやめた。

「十七か……若いな」

　話に出ていた少女たちの年齢のことだ。同意見だったので、相づちを打つ。

「そうね、若いね」

　文林が更に言う。

「十七か……」

　そこまで繰り返すほど、十七歳というのは重要な年頃だっただろうかと思ったところで、彼が軍に入ったとき──つまり、初めて会ったとき──彼はちょうどその年齢だったことを思い出した。

「昔のこと、思い出してるの？」

「ああ」

「あっという間だったね。もう十五年経たつ」

　なんとなくしんみりとした雰囲気が漂う。このままなら、昔語りが始まるところだったが……。

「俺が十七歳で、お前が二十歳だったか……正直、あの頃から今日に至るまで、お前のことを年上だと思えたことが一回もない」

「おいこら」

　しんみりした空気を、唐突に、かつ絶妙に塗り替えてきやがった、この男。

　おかげで話を続ける気にはなれなくなり、小玉はばさばさと掛布を引っ張り出した。

「もう寝るよ。あんた朝早いんだから」

「そうだな」

　今日に限らず、皇帝はよほどのことがない限り朝が早いものだ。というか、宮城全体の朝が早い。なにせ夜明け前後に朝ちよう衙がという、「職場の朝礼」の一言ですませるにはあまりにも大規模すぎる全体集会があるからだ。これは文武百官が、非番だろうがなんだろうがこの時間だけは必ず出仕していなければならないという、難儀な代物である。

　当然皇帝である文林もその朝衙に出なくてはならない。いわゆる暗君という類たぐいの皇帝であればこれを怠るのだが、当代に関していえば皇帝の出御がなかったということは、これまで一度もなかった。

　唯一これに拘束されないのは後宮で、妃嬪たちは朝寝をしていてもなんの問題もない。ただし小玉に関していえば、つい数年前まで武官だったときの習慣が抜けないせいで、合図の太鼓の音が響くと目が覚めてしまう。そのせいで、この紅こう霞か宮きゆうだけ他の宮に比べると異様に早い時間から動き始めるのだが、働いている者も皆もう慣れきっている。

　もしかしたら文林が、ずっとこの宮にだけ来るのはそのせいもあるのかもしれない。彼にしてみると、ここで寝ていたら、絶対に時間どおりに起きることができるのだから。

　枕元の灯あかりを消そうとする小玉に、文林が声をかけてくる。

「なあ、小玉」

「なに？」

「多分お前は薄々察していると思うが、今、ちょっと問題が起こっている」

「うん」

「今はまだ話せない。近く、話すかもしれない……そのうち勝手に耳に入るかもしれないが」

「うん」

　小玉は手を止めず、ただ相づちを打つ。そう、こういうやりとりがありさえすれば、それで自分は納得するのだ。

「おやすみ、小玉」

「おやすみなさい」




　　　　※




　数日後、文林は一つの話し合いに参加していた。老いも若きも、男も女も揃っている。共通するのは皆、同じ血が流れていることだ。そして最もその血が薄いのは自分だ。

　そのため、自分はこの場でも最も位が高いが、最も発言する権利を持たない。特に、自分自身に関することについては。

　主要な皇族が一堂に会する会議。往事の数を考えると、十数名という人数はずいぶん少ない。今の人数にまで減ったのは、数年前に、まだ存命だった先帝による粛清があったからだ。

　五十代の男が深刻そうな顔で言う。文林にとっては、年上の甥おいにあたる男だ。

「……畏おそれ多くも先帝には御子がいらっしゃらなかったゆえに、この仕儀となったのだ。しかし、このようなことになったのであれば、今一度帝位について考え直してみるべきでは」

　それに対して、ひときわ若い女が、淡々と反はん駁ばくする。これも文林の姪めいだ。こちらは一応文林よりも年下ではあるが、年齢差は十ほどしかない。そして、この場で最も発言権を持つのは、自分ではなく、彼女だ。

「……どれほど血が確かであろうと、現実に当今が御位におわすのであれば、それは天意によるもの。ましてや大家のご即位は、先帝陛下のご指名によるということ、皆お忘れではありますまい。どのような者が来ようとも、この場で取りざたするべきことではないはずですわ」

「しかし、雯ぶん凰おう」

　なにか言おうとする男を、彼女は眼まな差ざしだけで黙らせ、言葉を続ける。

「呼び捨てにしないでいただけます？　そもそも血筋の確かさで言うならば、『その者』に比べたとしても、わたくしとわたくしの子らに及ぶ者はいないはず。つまり、わたくしが我が子に帝位をと言えばよいのでしょうか？　そしてわたくしが簒さん奪だつの疑いで大逆の罪を得て、処刑されればよいと？」

　彼女の言い分はきわめて正しかった。三代前の、しかも他家に嫁したとはいえ、皇帝の嫡女である彼女は、そうであるがゆえにこの場の誰よりも立場が強かった。実際、彼女の血筋を考えて、彼女の夫を皇帝にし、彼女を皇后にしてはどうかという意見もかつては出ていたくらいだ。

　もっとも、その話が本格化する前に夫が病没してしまったため、その意見はないものとして消えていった。ただ、そういう話があった名残として、彼女は「幻の皇后」と呼ばれることがある。

　それほどの相手に、そこまで言われ、男の声に動揺が混じる。

「そ、そのようなことは言っておらぬ。しかし、朝廷のほうから声がな……」

「朝廷？」

　政治の中心である機関、またその構成員である官吏たちからの声は確かに上がってきている。しかし、雯鳳こと、馮ふう王家の王太妃はその事実に一切ひるむことなく、それどころか声にせせら笑いを混じらせた。

「彼らはこの大宸しん帝国の臣下であり、この国は我らが一族のもの。つまり彼らは、しょせん我が家の家人にすぎません。家人が我が家の相続に、口出しをするべきいわれはないはずですわ」

　それがこの話題の決め手となった。







　会議の後、文林の宮で、王太妃が自らの首飾りにほっそりとした指を絡ませながら言った。

「このようなことで呼び出されるのは、不愉快ですこと」

　言葉どおり不愉快そうな態度を隠そうともしない。しかし文林は、それをたしなめる気にならなかった。

　彼女の不満は至極当然のことだ。所要時間たかが数刻の会議のために、遠方から大急ぎで来させられたのだから。しかもその議題が、本人にとっては語るに及ばぬことであるときては。しかも結果的に、彼女の発言が文林の立場を擁護することになったのである。彼女の立場になって考えてみると、気の毒なくらい彼女自身にうまみがない。

　彼女は文林のことを嫌っていて、文林も彼女のことを嫌っている。文林からしてみると、彼女の発言が自分のことを擁護することになったので特に文句は言わないが、自身の政治方針からしてあの言い分はいかがなものだろうと思っている。

　したがって、やりとりはこのように殺伐としたものとなる。

「感謝の言葉は述べない」

「当然ですわ。わたくしは大家のために、あの場であのようなことを申したわけではございませんから」

　王太妃は冷ややかに言った。その態度を快く思うことはもちろんないが、不愉快に思うこともまたない。お互い相手を嫌いな者同士、そういう点で気が合うところは、かえって話が楽でいい。この点については、王太妃もそう思っているはずだった。

　王太妃が優雅にあくびをしながら言う。

「まあこうなりましたからには、あの老害どもはわたくしが押さえておきます。大家は朝廷の動きを、どうにかなさってくださいませ」

「ああ」

「それにしても……」

　ふと、彼女の表情が真剣なものになる。

「まことに先帝陛下の御子ですの？」

「……今調べている最中だ」

　このような騒ぎになった理由は至極単純なものだった。先帝の遺児を名乗る子どもが現れたのである。通常であれば若干の醜聞にはなるが、それほど問題にはならない。しかし現在、玉座を取り巻く環境はいささか普通ではなかった。

　先帝は子を残さず、数代前の皇帝の庶子を後継者に指名して世を去った。要するに文林である。しかし文林は市井で育ったという、庶出の皇子の中でも特に重んじられていない存在であった。先ほどの皇族会議に参加していた面々も、文林が後継者に指名されるまで彼の存在すら知らなかったはずである。彼が即位できたのは、先帝の指名と、皇族が極端に減少したという事情によるものだ。

　そういう危うい事情のもと、文林の即位は成立し、今頃になってそれが脅かされている……名乗りを上げた子どもが本当に、名乗りどおりの立場であるなら。

「確認にそうとう手間取っていてな」

　今はその遺児を「保護」という形で宮城に留とどめ、彼が生まれた前後の事情を調査している。そして見事に滞っている。

「まあ大変……思えば、わたくしの祖父君のなさりようは、確認という点のみは、楽でございましたのね」

　彼女がなにげなく発した言葉に、文林は苦笑した。王太妃の祖父こと文林の父はとにかく女好きで、在位中、後宮には女があふれかえっていた。また今の状態からはとうてい信じられないが、当時宮城は男児も女児も多く……むしろ供給過多で財政が逼ひつ迫ぱくした結果、何度か人員整理を行うことになった。そのときに後宮を出されたのは、まだ皇帝の手がついていない女ではなく、すでに懐妊しているとわかっている、身分が低めの女たちであった。そのうちの一人の産んだ子が文林である。

　なぜそういう形式での人員整理をしたのかというと、そこには非常にばかばかしい思惑があった。

　妊娠していることがわかりきっている女たちであれば、宮城側で把握していない皇子・帝てい姫きたちが発生することはない。また生まれた子どもは女たちの実家で世話をすれば、余分な金を使うこともないし、その子らが帝位を狙うほど実家に力はない。それにそういう女たちは、皇帝にとってもう飽きている存在なので、出ていっても問題はない。そういう考えによるものだった。

　そういう経緯があったため、市井で生まれた文林のことも、きちんと皇統譜には記録されている。したがって、彼が皇帝の庶子であること自体は、誰も疑いを挟んだことがない。

　だが、それらの事情は文林の父にのみ都合のいいことで、女たちからしてみると、腹に子を抱え、他の家に嫁ぐこともできない状態で、実家に帰るはめになったのである。そういう女と、それに育てられた子の精神状態はどうなることか、想像に難くない。文林にしてみると、想像どころか実体験である。

「……この件に関して申し上げれば、大家に嫌みを申し上げるつもりは、ございませんのよ」

　さすがに王太妃が、後ろめたそうに言う。彼女にとっても、あまり触れてはならないことに触れたという認識があったようだった。そして、いつも嫌みを言っている自覚もあったようだ。

　それら二つのことについて、文林は軽く手を振って気にしていないことを伝える。

「いや、かまわない」

　それは王太妃への気遣いによるものではない。実際のところ文林は、自分がまだましなほうであると思っていた。幼少時に母が亡くなったせいで、憎悪を浴びながら育つ生活は早くに終わったし、自分を養育した祖父母も腫はれ物に触るようではあるが、彼らなりに文林を愛してくれていた。ただ同時に、自分がまっとうな精神構造の持ち主に育たなかった自覚もあった。

　それでも、そういう彼の生い立ちのほの暗いところに触れられても、苦笑できるくらいにはなったのだ。昔の自分自身を思うと、信じられない変化だ。

「……わたくし、そろそろおいとまいたしますわ」

　おそらく会話の接ぎ穂に困ったのと、単純に文林と一緒にいたくないのと両方の事情で、王太妃が辞去しようとする。出された茶に一切口をつけていない。

「ああ、待て」

　それを呼び止めると、彼女は「まだなにかあるの？」という表情を作った。

「申し訳ございませんが、急ぎますの」

「いや、皇后がな……」

「考えてみれば、それほど急ぐこともなかったような気がいたしますわ」

　文林が言いかけたところで、見事に手のひらが返された。この姪は大した人物だと、文林は部分的に感心する。なにも理由づけをせずに、ただがらりと意見だけ変えるというのは勇気が必要な行為なのに、それをなんのためらいもなくできるのだから。

「それで、娘じよう子しがどうなさいましたの？」

「硯すずりの件で、直接謝罪と礼をしたいと言っていてな。先だって割ってしまったものの代わりを贈ってくれただろう」

「ああ……」

　王太妃がなんでもないことのように笑う。かかっているであろう手間と金のことを、まったくうかがわせない様子だ。

　先日、刺客と小玉がやりあう事件が起こり、王太妃が小玉に贈った硯が鈍器代わりに使われた。そのため、硯にはひびが入って使い物にならなくなり、それを知った王太妃が同じものを贈ってくれたのである。

「娘子のお命を守ったのであれば、硯としても本望でしょう」

「……そうだな」

　厳密にいえば硯が守ったのは文林の命で、しかも小玉本人は命を失いかけたのだが、そこのあたりは完全に伝わっていないらしい。文林もあえて言わないでおく。それを知ったらこの姪めいがなにをするかわからないからだ。

　その代わりにその硯が高級品であることも、小玉には言わないでおいてやろうと思っている。どうやらそれが王太妃の望みらしいので。

「娘子のお気に召したのでしょうか？」

「書き物のときには使っているから、おそらくはな……それで、今から皇后のもとへ行けるか」

「もちろんですわ。元々ご機嫌伺いに参ろうと思っておりました」

　王太妃はついさっき、「もう帰る」と言ったはずである。矛盾したその発言に、言った側も聞いた側も気づいているが、双方まるで気にしてはいなかった。気心の知れた関係というのは、こういうところで便利である。たとえ悪い意味での気心の知れ方であったとしても。

「そうか、では早めに行ってくれ。皇后は、自分から出向くと言い出してな」

　文林の言葉に、王太妃は眉まゆをひそめた。

「まあ、そんな……娘子はもう少しご自分のお立場を理解なさらなくては」

　今朝の小玉は、王太妃が来ると知り、「詫わびと礼だったら、こっちが行くのが筋でしょ！」と言いはって聞かなかった。彼女の言っていることは人間的には正しいが、別の面で正しくない場合がままある。そのあたりの折り合いをつけさせるのが、教師としての文林の目下の課題である……早々に解決しないと、梅花の心労が募る一方なので、気の毒で仕方がない。今頃彼女は、小玉をなんとか宮に留めるために、持てる能力の限りを尽くしていることであろう。

「そうだな。ついでに言ってやってくれ。本人からの言葉であれば、皇后も納得するだろう」

「御意……ところで、今日、わたくしがこちらに参上した理由は、娘子のお耳には入れぬおつもりですか？」

「いや。こちらからそのうち話すつもりではあったが、話題の中で触れたとしても、特にかまわない」

「さようでございますか」

　一礼して、王太妃はいそいそと文林の前から去っていった。それを見送り、さて、と文林も立ち上がる。これから廷臣たちとやりあわねばならないのだ……といっても、自分はしばらく静観するのだが。




　　　　※




　叔お父じと姪の冷ややかな交流会からしばらくして、その姪本人と義理の叔母である小玉との交流はなんとも和やかに終わった。

「基本に忠実な展開ですね」

「まあ、こういう事態は、あってもおかしくないわよね」

　小玉のところにご機嫌伺いに来た王太妃とは話が弾んで、お互い三杯のお茶を干したところで彼女は帰っていった。彼女が去った後、小玉は清喜を相手に、先ほど知った情報について、ほとんど同じ感想を言い合う。

　知った情報──なんか文林の帝位が脅かされているっぽいということについて、双方、驚きはまったくなかった。

　文林が即位した事情を小玉は知らないが、よほどややこしい事情がない限り、彼の立場が帝位から遠かったであろうということは、よくわかっているからだ。四代前の文林の父から始まり、三代前に文林の異母兄、二代前にその長男である文林の甥おい、更に一代前にその長男である文林の甥孫……ときて、いきなり数代前の皇帝の庶子である文林の即位である。この一族の血縁関係は今でもよくわかっていないが、この即位の流れはどう考えたっておかしいということは、さすがの小玉でも理解していた。またそれは、彼の位がいつどうなってもおかしくないということと、同義であるとも思っていた。

「いい方向に行けば、文林の帝位据え置き。落としどころとしては、その子を立太子する。悪くすると、文林が譲位。そんなところかな」

　小玉は可能性のある展開を次々にあげ……ふと思った。それは本当によくて、そして悪いことなのだろうか。だって文林は今の立場に疲労しきっている。むしろこっちが肩をもんでやりたいくらい、彼の仕事は激務だ。小玉は文林の選択を尊重しているが、だからといって彼を心配していないというわけではない。

　だから、もし譲位ということになれば、彼の選択した結果ではないにせよ、それはそれでいいことなのではないかという気がしてならない。

　ふむ……と考え込む小玉に、清喜がそっと声をかけてくる。

「娘子、お茶のお代わりいかがですか？」

「いや、いい。さすがに四杯目はね……」

　おなかの中で、たっぷんたっぷん音がしているような気がする。帰っていった王太妃は大丈夫なんだろうか。

　腹をさする小玉に、清喜が不満げに言ってくる。

「ええー、まだこんなにお湯残ってるんですよ」

「わざとこの状況で言ってきたのか、あんた」

　てへっと、十代の少女にしか許されないような仕草を平気でする清喜を、小玉はじとっとねめつける。小玉が生返事するのを期待して、なみなみと注ぐつもりだったらしい。油断も隙もない男だ。

「まあいいわ。いくらでも注いでいいから、あんたちょっと頼まれてくれる？」

「はい、なんですか？」

　清喜が返事をする。言質を取ったと言わんばかりに、茶ちや碗わんに勢いよく茶を注ぎながら。本当にいい根性している。

　しかし、そんないい根性の清喜も、次の小玉の一言で激しく動揺した。

「家出の準備」

「はぁ!?」

「あ、こぼれた」

　その結果、卓上に茶がぶちまけられた。

　清喜が濡ぬれた卓上をあわあわと拭ふきながら、問い詰めてくる。

「えっ、えっ、なにがどうして、今の話題からそういう発想になるんですかね！　ちょっとお兄さんに聞かせてください！　違った、弟さんだ！」

「落ち着け」

　だいたい、「弟さん」ってなんなんだ。確かに小玉より年下だから「お兄さん」という表現は不適当だが。

「ついに大家に愛想つかしましたか!?」

「なんでよ。あいつがあたしに愛想つかすんならともかく」

　小玉の反応に、ふと清喜の動揺が静まる。真顔で言ってきた。

「娘子って……ほんとーに、自己評価案外低いですし、自分が受けてる仕打ちに対して鈍いですよね」

「どういう意味よ」

「そのまんまな意味です。いやでも、娘子が行くところだったら、僕、どこまでもお供しますから」

　うん、そうだろうなと、言葉には出さず心中でのみ呟つぶやく。自主的に去勢してまで小玉についてきた男の言葉には、抜群の説得力があった。それどころか、彼が自分で言い出す前から、こいつはついてくるだろうなと確信していた。そんな自分に、実はちょっとびっくりしている。清喜の存在は小玉の無意識にまですり込まれているらしい。なんとも恐ろしい男である。

「でも、大家の追跡が怖いですねえ」

　うーんと窓の外を向いて悩む様子の清喜に、小玉は目をぱちくりさせて言った。

「なに言ってんの、あいつも連れていくのよ」

　たっぷり十数えるくらいの間、清喜は固まって……やがて、すごくぎこちない仕草で首を小玉のほうに向けた。

「……僕のような凡人では、娘子のお言葉の意味がわかりません。この迷える仔こ犬いぬにもわかるように説明してくださいませんか？」

　恥ずかしげもなく自分を仔犬に喩たとえるこの二十代の男、どうしてくれようと思いながら、小玉は自分の考えを詳しく説明し始めた。

「だから、文林がさ、譲位したからって、それではいおしまいなんてことないでしょ。下手すれば命狙われるじゃない？　それだったら文林と鴻、一緒に連れて逃げて、どこかで畑耕して養おうって思って」

　小玉は色々なことに疎い女だが、政治と、そこで生きる際の身の処し方については、ある程度の理解を持っていた。政治は軍事と密接に結びついており、だからこそ武官もまた、官僚の一つなのである。その武官として、戦時下で政治も荒れている時期に成り上がる過程で、小玉がそれらのことに触れずにいられるわけはなかった。

　だから、正確にわかっている。下手をすれば文林も、鴻も殺されるかもしれないということを。そしてそれは、自分にはなんとかできることなのである。

　……なお、その「なんとか」が、あくまで小玉流でしかないという自覚は小玉本人にない。

「……以上、どう？」

「とりあえず……娘じよう子しが男前な精神をお持ちだということがよくわかりました」

　両手を胸の前で組む清喜に、小玉はこいつふざけてんのかと思ったが、彼の顔は感に堪えないという表情で彩られていたので、どうやら本気のようだった。

「なにそれ」

「なにそれもなにも……僕、娘子だったらある日いきなり性転換しても、みんなあっさり受け入れると思いますよ。あと明慧さんも」

「あんた子持ちの人妻に失礼！」

　十じゆう六ろく衛えい随一の好漢という異名を持つ女性に対する物言いを、小玉はさすがにたしなめた。半ば身内みたいなものなので、小玉自身に対することなら人前でない限り別にかまわないが、他人のことについてはいけない。

「確かに失礼なのは否定しませんし、報いも甘んじて受けますが、明慧さんが子持ちの人妻になったとき、僕たち心の大事なところが傷つきましたからね。それは紛れもない事実として受け入れたいです。でもごめんなさい」

　開き直りと素直な謝罪を適度に織り交ぜてくる清喜は、やはり屈折した性格の持ち主である。

「……あんた今度、明慧に稽けい古こつけてもらって、心も体もぎったぎたに叩たたきのめしてもらいなさい」

「ええっ、遺書が必要になるじゃないですか」

　今、報いは甘んじて受けるとか言った口で、これである。

「そんなもん、いらないいらない。明慧優しいから、致命傷にはならないわよ。せいぜい肋ろつ骨こつ折られるくらい」

「娘子、生殺しって言葉ご存じですか？　一応この言葉、『殺』って字入ってるんですけど」

「『生』だからいいじゃない」

　そう、彼女なら、味方の手足を折って戦力減というようなことはしない。うっかりやっちゃった場合を除いて。

「で、そのときに後宮の外に出る許可出すから、あたしの実家に行ってから動いてちょうだい」

「……あっ、いきなり家出計画の話に戻ったんですね？」

「うん、そう。丙へいからお金受け取ってね」

　唐突な話の転換に清喜は一瞬「ん？」という顔になるが、すぐに察したようだった。さすがにつきあいが長いだけある。

　実家といっても、小玉の生家ではない。小玉生誕の地は、帝都から一週間は軽くかかるところにあり、生家はもうとうの昔に引き払っている。今頃は朽ちて自然に帰っているだろう。

　小玉の言う「実家」は武官になって出世した後に買った、城下にある家である。現在、甥が一人で住んでいる……というか、小玉に管理を任されている。小玉が皇后になる前に稼いだ財産と一緒に。

「なんだかんだで全然減らないし、この際使ってやりましょ。丙も嫌みたいだし」

　この叔母と甥との間では、金銭が関わる熾し烈れつな戦いが数年前勃ぼつ発ぱつしていた。もちろん、言葉どおりの意味ではない。

　十代から軍に入り、出世と比例して俸ほう禄ろくも大量にもらっていた小玉だが、ほとんど使うことがなかったので、貯まる一方であった。後宮入りに伴い、その貯まった金の大半は丙にあげ……たかったのだが、「そんな大金持つの怖いからやだ」とのたまった彼のせいで、その野望は潰ついえた。そこから始まった家族会議（構成員二名）は熾烈を極めたが、小玉の後宮入りの日限が迫ったせいで決着はつかなかった。

　結局折衷案として、丙が金を管理し、その手数料として月にこれくらいまでなら使ってもよいという枠を設定することになったのだが……。

「あいつがこの三年であたしの金から使ったの、友達の結婚祝いに贈った鍋なべの代金だけだからね」

「わあ、堅実」

「しかも、半額分だけ」

「本当は全額自分で払いたかったんでしょうね」

　丙くん偉いなーと感心している清喜に対し、小玉は少し怒っている。

「下手に見み栄え張らないで、全額あたしのから使えばよかったのに。それで自分の金からお玉買って一緒につけてあげればよかったのに」

「まあまあ」

　ただしその怒りはどちらかというと、小玉の金をあまり使わなかったことに対するものではなく、鍋とお玉を揃えて贈らなかったという、贈答品の選択に対するものになっている。

「そういうわけだから、ここらでぱーっと使おうと思う。とりあえず逃げる経路の確保と、隠れ家の準備ね。最悪国外に逃げなくちゃいけないから、そこらへんのつなぎ、あんたに頼んでもいいわね？」

「もちろんです」

「あんたの実家近辺がいいと思うな」

　立地上都合がいいし、清喜をここから出す口実の上でも、彼には一度実家に帰ってもらう必要がある。

「ついでにあんた、兄ちゃんの墓参り行っといで。しばらく行ってないでしょ」

「あー、そうですねー」

「あたしの分も、お参りよろしく」

　亡き清喜の兄は、小玉にとって思い出深い人物だった。

「いやあ、兄さんのところ行くのもそうですが、丙くんに会うのも久しぶりだなー」

「ついでに、丙にも夜逃げの勧告しといて」

「はい」

　文林が逃げだすような状況になった場合、その正妻である小玉の身内にも累が及ぶはずだ。もう成人している甥おいは小玉にとって保護対象ではないため、積極的に連れていくつもりはない。ただ、本人にそのつもりがあるなら、小玉は丙も連れていこうと思っていた。

「じゃあ、これからちょっと、明慧んとこ行ってくるわ」

「あっ、僕をぎたぎたに叩きのめす許可を出しに行くんですね？」

　立ち上がる小玉に、清喜が明るく嫌みを言ってくる。それに片手をひらひら振りながら、否定した。

「いや、あたしが稽古つけてもらうの。やっぱね、いざとなったら文林背負って走れるくらいにはなんないとね」

「その気遣いはさすがに気の毒！　いくら手負いになったとしても、自分で走らせてあげてください！」

　小玉の決意に、清喜が待ったをかける。

「なんで『けが人走らせるほうが優しい』みたいなこと言ってんの」

「男の沽こ券けんの問題なんですって！」

　……そういうものなのだろうか。なにその複雑怪奇な代物。




　　　　※




　小玉と清喜が永遠のすれちがいを感じているまさにそのとき、文林は言葉の定義について考えていた。眼前で廷臣たちの議論が繰り広げられている。その様子を表現するものとしては、「侃かん々かん諤がく々がく」と「喧けん々けん囂ごう々ごう」のどちらが適当であろうか。発言者はわりと他者の意見を聞いておらず、好き勝手な物言いをしているから……多分後者だ。

　言葉とは奥が深いものだと、議論の内容とはまったく関係ない感慨を抱く文林は、若干他ひ人と事ごととして現状をとらえていた。

　なぜなら、彼らがなにをどれほど言ったとしても、自分はどう動くか決めているからだ。

　場を見渡す。三十名ほどしかいないが、その彼らがこの国の頭脳である。この国の政治を動かしているのが彼らだということに、部分的にがっかりする。

　この国の政治機構は三省六部から成立している。三省は三つの機関で構成されており、鳳ほう閣かく、鸞らん台だい、文ぶん昌しよう台だいという、やたらときらきらしいが体を表していない名前がつけられている。

　なお、鳳閣は、皇帝に計画や案を提案して、皇帝とともに検討・起草する機関である。また鸞台はその起草された内容を審議し、良しとした場合は文昌台にそれを伝える。文昌台はその内容を、実務機関である六りく部ぶを使って執行する。

　なお、鳳も鸞も伝説の鳥の名前なのだが、鳳閣も鸞台もその鳥とはまったく関係がない業務内容である。その点、特にそういう漢字が含まれていない文昌台は、まだましではある。

　この文昌台の下に六部が所属し、それぞれ文部、民部、礼部、兵部、刑部、工部という名がつけられている。こちらは実情に沿った質実剛健な命名である。

　三省と六部で命名の方向性が妙にちぐはぐになったのは、四代前の皇帝──要するに文林の父の治世下で、ある年におめでたい亀が現れたということに端を発する。縁起を担ぐ文林の父は、それを理由に各機関の名称をいきなり変更したのである。三省の名前はその名残であり、六部も禁軍の十六衛も当時名称変更をかけられた。こちらもなかなか美しい字面である。

　美しさにはなんの問題もない。実をいうと文林自身もその言葉選び自体は嫌いではなかった。忌々しいことに、自分と父親は文学的感受性は似通ったところを持っているようだった。

　また、字面優先の名称であったとしても、それはそれで定着すればなんの問題もなく機能したはずだった。しかし、文林の父は事前も事後も定着させる努力をしなかったため、職掌が部分的に重なることもある六部の間では混乱が起こった。

　そして、その混乱が問題であるとして、文林の異母兄の代でこれまたいきなり六部だけ名称が戻ったのである。いきなりというところは父を踏襲しないでいただきたかったが、先帝のつけを支払ったところは評価できる行いである。

　しかし、それだけならよかったのだが、それだけでは終わらなかったところが、父に負けず劣らず「いきあたりばったりの駄目な皇帝」という異名を誇る、文林の異母兄の真骨頂である。彼は六部の名前を戻したときに一部だけ更に改称するという、わけのわからないことを行った。

　なぜそのようなことをしたのか、当時働いていた文官ですらわからないというのだから、終わっている。おかげで混乱はますます激化し、文林の甥である先々帝の時代までその問題は持ち越された。

　たかが名前だけでと思われるかもしれないが、そういうことをやる連中が名前だけですませるわけがなく、多方面でやらかしてしまったため、そういう些さ細さいな問題も長期間引きずってしまったのである。

　結局、亀で三代。

　そういう混乱を知ってから、文林は少し亀が嫌いになった。亀がめでたいと騒ぐ輩やからの頭の中身のほうが、よっぽどおめでたいと思っている。実はこの前、文林にも「おめでたい亀」が献上されたのだが、どう見てもちょっと大きい変な亀でしかなかった。結局、その亀は皇后に下賜するという形で、小玉の宮の池に放流した。亀としてもそのほうが幸せに違いない。

「皆様、いかがお思いか！」

　不意に発せられた叫びが、亀に対する苦々しい思いから、文林を現実に引き戻す。

　礼部の尚書である羅義龍が、眼光鋭くこちらを見ている。今回の一件で、文林に先陣切って「敵対」している男だ。つまり、先日現れた先帝の遺児とやらを囲い込んで担ぎ上げ、帝位につけようとしている。

　彼がそういう立場になったのは、打算によるものではない。礼部のいくつもある職掌の一つが、宗そう廟びようの管理も含めた社しや稷しよくの祭さい祀しであり、その長である彼は「正統な血筋」に皇統を戻すことにやっきになっているのだ。

　仕事熱心なことだなと、彼を見る文林の目は冷めている。単純に職務に忠実であるならば、それは文林の好む人間であるが、彼の場合の熱心さはとても原理主義、形式主義にすぎるからだ。つまり、実情にそぐわない。

　だいたい、直近のことを言えば、六代ほど前に当時の皇族により簒さん奪だつが行われている以上、今いる皇族は文林も含め、全員が僭せん主しゆの血統になる。更にさかのぼれば、この国自体、皇統の正統性が、実はない。その理由は、歴史に依拠する。

　この宸帝国は一度滅び、百年ほど後に宸帝国の後こう裔えいを名乗る者によって復興している。しかし、二度目の宸を興した皇帝本人は、実は宸帝国の血を引いていない可能性が高いというのは、この国の歴史をかじった者ならば誰でも知っている事実である。もっとも、この皇帝は自分の妃や子どもの配偶者は皆前王朝の子孫で固めたので、それ以降の子孫が血を引いているのも間違いないのではあるが。

　そういう事情を背景に、脈々と受け継がれてきた血筋の行き着いた先が、文林である。その彼からしてみると、義龍の鼻息の荒さにばかばかしさしか感じないのだ。しかし彼は、自他共に認める重鎮であり、彼なりに職務に忠実ではあった。そんな彼に、工部尚書が冷ややかに言う。

「『いかが』と申すが……それはつまり、先帝陛下の聖旨をないがしろにせよということか」

　先にも述べたように、文林は先帝の指名を受けて即位した。それに対してどうこう言うということは、皇帝の意向を無視するということである。

「そ、そのようなことは、申してはおらぬ。しかし……」

　なお、彼らのこのやりとり、すでに数回繰り広げられている。もうとっくの昔に飽きてしまった。

　工部尚書のほうは一応文林の肩を持っているが、こちらは完全に打算で動いているので、ありがたみはまったくない。

「おそれながら」

　これまで黙っていた兵部侍じ郎ろうが、ここでそっと手をあげ、年配の女性らしい落ち着いた声で意見を述べ始めた。全員が彼女の声に黙って耳を傾ける。軍政の総轄や武官の任免を司つかさどる機関の高官という立場にそぐわない雰囲気を持つ彼女だが、とてつもなく有能であることはこの場にいる誰もが知っている。

　この国では武官より文官のほうが女性の登用が盛んである。この場にいるのは彼女ともう一人だけであることからわかるように、確かに男性に比べると数は少ない。だが、全体数の中にそうとう女性の姿が交じるくらいにはいるのである。

「羅礼部殿は、宗廟のことが気がかりなようでございますが、そもそも大家が即位した段階で、大家は『先帝陛下の御子』というお立場になり、子としての礼を尽くして祭祀に臨んでおいでのはずです」

　事実である。先帝の後を継いだ時点で、彼は文林の「父」ということになった。したがって、文林にとって父として祀まつる相手は彼である。甥孫を「父」とするのは、誰から見てもいびつなことだが、文林本人としては、あの実父を祀るくらいならば彼のほうがはるかにましなので、抵抗はまったくない。

　それでもそれは、どこまでいっても実の親子にはなりようもない。だから反論としては成立があやしいものであったが、義龍はうっと詰まった。なるほど、体裁を重んじる者は反論内容が体裁がらみのことであれば通じるようだった。




　──そろそろ終わらせるか。




「さて、余の見解を述べよう」

　文林が口を開くと、とたんに皆が口を閉ざす。皇帝の言葉を遮ることは許されないからだ。

「今、兵部侍郎が申したとおり、先帝陛下の祭祀は滞りなく余が行っている。また、例の遺児についてだが、確かに『証拠』は揃っている。そうであるならば、先帝陛下は彼の存在をご存じであったということである。ご存じであるにもかかわらずご遺言に残さなかったということは……つまりどういうことか、その方らよく考えよ」

　はっと息をのむ音が聞こえた。それは「そういえば！」というような、目から鱗うろこが落ちるような意見を聞いたから……ということによるものではない。

　文林が今言っていることは、この場にいる人間ならば誰でも行き着くであろう発想だ。頭の中が残念な者も一部いるとはいえ、彼らはやはりこの国有数の頭脳の持ち主であり、この程度のことに気づかないはずはない。

　だから気づくのである。文林があえてこの場でそれを口に出した理由を。




　先帝が我が子のことを知っていて、遺言に残さなかった。




　そうなった可能性としては二つある。まず文林が言ったとおりの意味で、先帝が帝位を継承させる意思がなかったということ。もう一つは、『証拠』そのものが偽物だということである。

　そして今文林は、後者であるという見解を支持する方針を、言外に打ち出したのである。

　皇族の僭称は重罪である。それが確定した場合、遺児と……それを擁立しようとしている者が罪を得る。要するに羅義龍。

　自分の立場が危うくなったことに気づいた彼の顔が、恐怖ではなく怒りに赤らみ、わなわなと震え出した。彼はあくまでも自分の意見の正当性を信じているのだ。それでも彼は依然、皇帝の言葉に口を挟むような無礼を働くことはない。さすがは官僚の礼儀作法の一切も取り仕切る機関の長である。そこは文林も感心するところであった。

「ではな。追って沙さ汰たあると心得よ」

　最後に言い放って、文林は席を立つ。官吏たちが慌てて拱きよう手しゆし、唱和した。

「お見送りいたします」

　一瞬、もの言いたげな兵部侍郎と目が合ったのを感じたが、特に目配せをするわけでもなく、文林はごく自然に目をそらし、場を退出した。

　歩きながら思う。多分、遺児は本当に先帝の子だろうと。実をいうと文林には確信があった。あえていうならば、「彼」──先帝が、遺児の存在自体を自分に知らせなかったことが気にかかるものの。自分の知っている「彼」ならば、きっと自分に伝えて死んだだろうというくらいの関係は築いていた。

　しかしそういうひっかかりを無視できる程度に、遺児が「彼」の子だという確信もある。なぜなら出された「証拠」とやらに、文林は心当たりがあったからだ。

　そう、遺児はきっと「彼」の子だ……追跡調査については羅義龍に妨害されているせいか滞っているが、きっと。けれどもあの「証拠」を自分は噓とした。つまり、彼の死を望んでいる。

　帝位に、執着があるわけではない。

　実をいうと、誰に譲ってもいいのだ。自分が生きている限りは自分がその座を温めなくてはならないが、自分の死後は条件を満たしさえすれば次に渡す相手は誰でもいい。それが「彼」との約束だった。だから、「彼」の子が現れたと知ったとき、それこそ世継ぎに推してもよいと思ったのだ。実際に会うまでは。




　才さい気き煥かん発ぱつな子どもに見えた。

　だから、駄目だと思った。それこそ「彼」の意向に背く。だから死んでもらう。名乗り出たのが不運だったのだ。




　そうやって色々なものを切り捨てる決定をするたびに、心のどこかが痛覚をなくしていくのを感じる。最初は針の先ほどの場所だったはずが、痛くないところがどんどん広がっていく。

　──だいじょうぶ、いたくない、いたくない。

　幼い頃のある日、気まぐれのように優しかった母のことを思い出す。痛くないことは本当に「大丈夫」なのだろうか。

　いや……と自じ嘲ちようする。先ほどの話し合い、実り少ないものではあったが、実をいうと文林にとっては有意義なものだった。あれを有意義と思えるような心のありようは、この世界で生きていく分には「大丈夫」なのだ。







　　　　※




　七日ほど後のことだった。

「ま、まだ……」

　練兵場で清喜がよろめきながら立ち上がる。木剣はもはや振るうためのものではなく、杖つえにするためのものになっている。

「まだ！」

　そんな彼に対し、明慧はそう言い放つと、片手に持った木剣でなぎ倒した。こちらはきちんと本来の用途どおりに使っている。

　腕を振り切ってから、再び構える。たとえ相手の体の至るところがぼろぼろで、顔も若干整形されていたとしても、油断はしないのが明慧の信条である。

「ま、だ……」

　果たせるかな、清喜は再び立ち上がった。それどころか、杖代わりにしていた木剣を構えようとし……取り落とす。彼を根気強く待っている明慧の視界の片隅には、夫である樹じゆ華かと、上官でありついでに皇后でもある小玉が映っている。

　おや、と思って意識を少しそちらに向ける。小玉が夫になにやら話しかけ、夫がそれに笑顔で口を開く。すると小玉は、なんともいえぬ慈愛に満ちた笑みを浮かべて、うんうんと頷うなずきながら彼から三歩ほど離れた。二人がなにを話したのか、妻でなくとも気になる光景である。

　そうこう思っているうちに、清喜が無事に構え終わった。明慧は夫たちに向けていた意識を、こちらに戻す。

「うわああああ！」

　すると清喜は悲鳴のような気合と共に明慧に突撃し……明慧の剛腕で見事に弾はじき飛ばされた。

「ふんッ！」

　どばーん！　という謎の擬音と共に、清喜が軽やかに宙を舞う。

「あああ……！」

　さっきの悲鳴のような声の延長で、今度は混じりけなしの悲鳴を上げながら、清喜はべしゃっと地に伏した。

「よぉし！」

　構えを解いて、両手をぐっと握り一礼する明慧に、期せずして一斉に拍手が巻き起こる。小玉も拍手しながらこちらに近づいてきて、潰つぶれている清喜の前にかがみ込んで声をかける。

「あんたなに無理してんのよ。ちょっと、もう」

「じょ、娘じよう子し……」

　清喜が呻うめく。

「ちょっと手当てしてきなさい。多分しばらく使い物になんないと思うけど、診断次第ではしばらく里に帰っていいから。梅花にはあたしから話しとく」

　とても自然な物言いだった。明慧はこの状況が、仕組まれたものだと知っており、今たこ殴りにされた清喜も同様だった。ちなみに先ほど二人の言っていた「まだ」とは、それぞれ「まだ（続けるんですか僕もう死にそうなんですけど）」、「まだ（足りないよもっと全身全霊で死にかけるんだ）」という意味である。第三者には、清喜が根性見せたように見えただろう。

　そんな仕組まれた状況の片棒を担いだ明慧たちからしても、小玉に不自然なところはまるで見えない。呆あきれと心配が混ざった、まさにこの場で持つべき感情だけを持って動いている姿だった。

「あ、ありがとうございます……？」

　若干疑問形で感謝を述べると、清喜はそのまま意識を失った。小玉は周囲のものに声をかけ、清喜を医者のもとに運ばせる。命じられた者たちはどこか潤んだ目で、「無茶しやがって……！」とか、「あの明慧にここまで……お前も漢おとこだ」などと言いながら、丁重に彼を運んでいく。なぜか清喜を抱えていないものまでその後に粛々とついていっている。それはまるで捧ささげ物を祭壇に供える行列のように荘厳だった。彼らの中で清喜に対する評価はうなぎのぼりのようだった。

　実をいうと、明慧はなぜ小玉がこんな事態を仕組んだのかまでは知らない。なぜなら、




　──清喜ちょっと外に出したいから、再起不能直前まで叩たたきのめして。

　──よしわかった。

　──あと清喜、明慧が性転換してもびっくりしないって言ってたから。

　──よしわかった！




　このやりとりだけで今日に至ったからである。

　なお、清喜を叩きのめすときに私し怨えんは混じってない……などと格好をつけたことを言うつもりはない。すごく混じっている。だからあまり深く考えず遠慮なくやらせていただいたのだが、運ばれる清喜を見送る小玉に、明慧はこれが深刻な事態だと判断した。不自然なところが依然ないのだ。それは今日、明慧と清喜が手合わせをする流れに持っていく時点から変わりない。

　いつもの彼女なら「わーせいき、だいじょうぶなのー」などと、絶妙な棒読みだっただろう。しかし今日はそんなところが一切ない。

　理由はわかっている。明慧とて彼女とだてに二十年近くつきあっているわけではない。緊急事態だと判断すればするほど、色んなところが冴さえ渡るこの女の特性を、よく理解していた。

　それがどんな事情なのかは見当もつかないが、多分彼女の夫絡みなのだろう。そしてその夫は、今彼女が緊急事態だと判断して動いていることを理解しているのやら、いないのやら。

　詮せん索さくするのは趣味ではない。どうしたものかと思いながら、明慧はにこにこしながら近づいてきた夫になんとなく話しかけた。

「小玉となに話してたんだい？」

「うむ。亡命してきた折のことを、ご下問あそばしてな」

「…………」




　察した。




　樹華は数年前に、隣国から亡命してきた武将である。この国ではどこか違和感を覚える詩的な名前は、外国人だからだ。それにしても彼が亡命したときの様子を聞くということは……。

　そのつもりがないのに、結果的に詮索してしまった自分になんだか複雑な思いを抱きながらも、どうせ乗りかかった船である。こういうところであっさり割り切る明慧は、更に聞くことにした。

「質問の内容は？」

　樹華は明慧の様子になんの疑問も持たないようで、立派な髭ひげを手でしごきながら素直に答える。

「なにが一番大変だったのかとのことであった」

「その回答は？」

　明慧の再度の問いに、樹華はぐっと胸を張った。誇らしげに言う。

「むろん、筋肉が衰えないようにすることと、折れぬ心を保つこと」

「……そうかい」

　明慧は、さっきの小玉と同じ笑みを浮かべている自分を感じた。全然参考にならない。樹華という人物を理解する役にしか立たない情報である。

　彼は強い者が大好きで、明慧と結婚したのも、その好よしみによるものである。雑に経緯をまとめると、以前戦場で刃やいばを交わした相手が忘れられないと思って、その国に亡命したら実はその相手が女だったので、運命を感じて求婚したとのことだった。

　つくづく思うのだが、自分たち夫婦のなれそめだけで、一つの物語が構築できるのではないだろうか。しかしそれを実際に口にしたら、明慧の同僚で小玉の現副官である鄭綵が、悲壮な顔で首を横に振るのである。そういう本が大好きな彼女がそういう反応を示すということは、どこかに問題があるのだろう……自分でも理由はわかっているが。自分と夫の体格とか、夫の髭面とか。そこは脚色でなんとかすればいいのに。

　ともあれ、小玉がどう動こうとしているかは察した。裏にどういう事情があるのかはわからないが、最近まことしやかに噂が流れている、先帝の遺児云うん々ぬんあたりが絡んでいるのだろう。

　しかし、なにかしようとは思わなかった。小玉にとってそうするべきときが来たら自分は嫌でも知るし、自分が知らないということは……つまりそういうことなのだ。それは彼女が自分を信頼している、いないということとは、また違う話のはずだった。

　ただ一つ気になることは、小玉が今計画しているであろうことに、彼女の夫であり、明慧の元同僚であり、ついでに現在皇帝をやっている文林が、どう絡んでいるのかということだった。事と次第によってはとんでもないことが起こる……そのとき、自分は間違いなく小玉の味方をする。「するだろう」ではなく、「する」。

　正直いって、明慧は文林のことが好きではない。

　彼自身の人間性はそうではないが、小玉への接し方が嫌いである……それはそうとうに昔からのことだった。

　もちろん、彼が小玉に対しておろそかな態度をとっていたからではない。出会った当初、小玉と三日に一回怒鳴り合うくらいに不仲だった頃から、彼は常に職務に誠実だった。むしろそのままのほうが、小玉にとってはよかったのだと明慧は思っている。それでも、いつしか彼の小玉への感情が心酔に変わったのも、無理はないと思っている。側近くに仕えればそうならずにはいられないほど、彼女は人を惹ひきつける。

　ただ、文林が抱いた感情の質がよろしくなかった。そしてそれはいつか、小玉を痛めつけるのではないかと、明慧はずっと思っていた。

　そういう危き惧ぐを抱くに至ったのは、今からかなり前に起こった出来事による。







　あれは文林が小玉の部下になってほどない頃であった。ある位の高い文官が彼に目をつけた。それは「あいつ生意気」とかではなく、色恋沙ざ汰たの方面である。ついでにその高官も男である。世の中女はいくらでもいるのに、なんで……と、軍においては数少ない女同士、小玉と黄昏たそがれたものである。

　ただ二人とも、文林という男が女好きの男でさえよろめきかねないような美び貌ぼうの持ち主である点は、正しく認識していた。また軍という男社会に生きて、女が足りないあまり男に走る連中も嫌というほど見ていて、感覚もほどほどに麻ま痺ひしていた。だからもし自由恋愛ならば、別にいいだろ、というかどうでもいいだろと黙って放置していたであろうが、その文官、なぜか文林の直接の上官であった小玉に、彼を差し出せと迫ってきた。




　──順番間違ってるよね？

　──うん。

　──いや、順番以前のものを色々と間違ってると思う。




　当時、自分と小玉ともう一人──まだ存命だった清喜の恋人とで交わした会話である。その場に文林がいないのはもちろんのことだ。

　当時文林と限りなく不仲であり、それほど位が高くない頃だったが、小玉は彼にはなにも言わずにかばった。彼女曰いわく、「それはそれ、これはこれ」とのことだった。もっともな言い分である。

　ともあれ、高官の命令を拒んだせいで、小玉はそいつの恨みを買い、嫌がらせを受けた。相手側としては、根負けした小玉が文林を差し出すだろうという思惑があったのだろうが、小玉はあまりへこたれなかった。

　手始めとして、戦果を上げたのに昇進しなかったという件──本人の性格からして気にするわけがない。

　続いて、栄転と称した後宮への事実上の左遷──有事の際にはきちんと活躍し、しかも後に皇族の重鎮となる帝てい姫きのお気に入りになるという事態。

　ある程度の馬鹿ならば、この後も色々と失敗を重ねるのだろうが、さすがに宮中であくどく立ち回る輩やからは二回で方向性を変えた。すなわち、小玉と文林を距離的に引き離す方向に。

　小玉本人にちょっかいをかけ続けるのは危険だと判断したのだろう。なにしろ小玉は、一部とはいえ、当時から軍上層部の人間に目をかけられていた。特に、かつて従卒として仕えていたという相手、沈賢恭は彼女の身の危険を隠然とだが排除していた。しかも宦かん官がんという立場として後宮に長く勤めていたため、暗いところから明るいところまでの人脈を持っており、その高官も彼を敵に回したくなかったのであろう。

　だから、ちまちました嫌がらせをするよりはと、思い切って小玉を田舎にどかんと飛ばしたのだ。

　高官本人にしてみると、けっこう思い切った措置だったのだろう。下手をすると沈賢恭が牙きばを剝むく。だが、小玉はその話にかなり喜んで乗り、現地で元気に土木工事をしたり、楽しく漬け物を作ったり、ついでに楊よう清喜と出会ったりしていたわけなので、本人としてはなかなかに充実していたようである。

　そして高官にしてみると、あとは、文林を手に入れるだけだったのであろうが、ここにきて、初めて事情を知った当の本人が牙を剝いた。

　文林にしてみると、とてつもなく屈辱的だっただろうなと明慧は冷静に思う。守るべき姫君のように大事にされていたのだ。そして、自分だけ除のけ者にされていたのだ。

　だから、彼に当たり散らされても、明慧は当然のことだと思った。特に驚きもしなかった……が、直後その高官が不自然なくらいの早さで失脚し、本人およびその下で甘い汁を吸っていた輩が皆処刑されたとき、うそ寒いものを感じた。

　時期を考えると、文林がなんらかの手を回したに違いない。しかし、当時の彼はあくまで帝都でも有数の豪商の出という立場でしかなかったため、彼がどのような伝つ手てを持っているのか、わからなかった。今は察しがつくものの。

　ともあれ、当時でさえわかったことがある。文林は、明慧が思っている以上に底が知れない男であることだ。そして、小玉に執着していること。けれどもそれは、小玉の意思にただついていく類たぐいのものではない。そのときに、思ったのだ。

　──文林はもしかしたら、彼の中の理想の小玉のために、彼女を窮地に追い込むかもしれない。そのとき、自分はどうするだろうか。

　そのとき、結論は出なかった。文林にどこか危険なものを感じながらも、それでも彼は小玉にとって得がたい人材だった。恐ろしいほど彼は小玉の補佐に長たけていた。あの天才の挙動を、抑えるべきところは抑え、後押しするべきところは後押しする。それを彼ほどどころか、彼の半分もこなせる人間は他にいなかった。

　だが今、もしかしたら結論を出す必要があるのかもしれない……そんな彼女の思考を中断させたのは、小玉の声だった。

「明慧。今度はあたしと」

　槍やりを片手に持った彼女が明慧に近づいてきていた。隣で夫が目を輝かせる。くどいようだが彼は強い者が好きで、そういう者たちが戦うのを見るのも好きであった。

　かといって、弱い奴は死ねなどというとんだ性格でもない。弱くても強い者に立ち向かっていく者も好きなので、先ほどの清喜との一戦も、彼としてはたいそう楽しいものであったはずだ。つまり彼にとって軍は好きなものに満ちあふれている。彼が「幸せな人」と呼ばれる所以ゆえんである。

「今日は槍か」

「うん」

　最近、彼女は明慧相手に、一から鍛え直しているのではないかというくらい、小玉個人の白兵戦の能力を磨いている。それはきっと、今日明慧に清喜を叩たたきのめさせたのと同じ事情によるものなのだろう。

　小玉が強いか強くないかでいえば、実は一言で説明するのは難しい。彼女の用兵の技量に関していえば、「そりゃもうすごい」で終わらせられるが、明慧と小玉が個人的に戦った場合、三本に一本、あるいはそれ以下くらいしか小玉は明慧に勝てない。それでも大したものであるということは、たった今なすすべなく明慧に叩きのめされた清喜と比較すればわかるが。

　どの武器を扱わせても標準以上に戦える女。

　彼女の真価を端的に説明すれば、そうなる。もちろんそれは、突出したものがないということであるが、実戦ではそれはなかなかの強みだ。

　武芸者と呼ばれる者たちは、往々にして、得手とする得物に特化しているものである。明慧も武芸道場の末娘として生まれ、色々と叩き込まれはしたものの、特定のいくつかの武器の扱い方を深めるような育てられ方をした。

　対して十五歳まで武器に触れずに育った小玉は、軍内でそういう教育を受けた際に、当時仕えていた上官の方針もあって、武器はひととおり扱えるよう仕込まれた。

　だから小玉は武器に執着しない。戦場では武器が破損したり、血と脂で使用に耐えられなくなったりすることはざらにあるし、そういうときは誰でもすぐに持ち替えるものだが、小玉は特にその傾向が顕著である。

　使えなくなったと少しでも判断したら、平然と手持ちの武器を投げ捨て、そこらへんから拾ったり、敵兵から奪ったりしたもので戦うし、それで戦闘能力が格段に落ちるということもない。自分にはできないことだけに、明慧はそれをすごいと手放しで思っている。極端な話、小玉はくわやすきでも剣と同じくらい戦えるはずである。明慧からしても、農具で戦う皇后はいくらなんでもまずいだろうとは思うが、武器の中には農具から派生したものもあるので、理論上はそれで戦ってもおかしくはない。

　そういう安定的な強さは、実は得がたい。小玉が今、組織的にそういう人材を育てようとしていると聞き、明慧としては全面的に応援するつもりである。うまくいけば、小玉のように、用兵の能力を兼ね備えて、個人的にも安定的に強い指揮官が誕生する。もちろん、小玉一人だけを見て、そういう人間が育てられるのだと安直に考えてしまってはいけないのはわかっている。他にも判断材料があるのだ。

　実は小玉の他にも、彼女と同時期に同じ教育を受けた者は十数人いる。存命の者は小玉ほどではないが皆それなりに出世しているので、ある程度の効果は保証されている養成法と明慧は見ている。

　さて、武器の扱いに関していえば器用貧乏ともとられかねない小玉だが、本人が比較的得意としているものがある。それは槍や棍こんなどの、長めの武器である。女性ならではの非力さや小柄さを補うことを考え、本人も特にこれらの扱いの習熟に力を注いだのだという。ついでにいうと、明慧の得手も槍である。

　これはもう、全力でお相手するしかないではないか。

「樹華」

「うむ」

　夫に声をかけると、彼は心得たというように、明慧愛用の槍を手渡してくる。ちょっと離れたところに立てかけておいたはずなのに、いつの間に持ってきたのであろうかという突っ込みは入れない。今に始まったことではなく、彼はこういうことに関しては、恐ろしく素早く、かつ気が利く男だった。そんな夫を明慧はもちろん愛している。結婚してよかった。

　小玉と向き合って構える。ざわざわとしていた周囲が静かになって、二人に視線が集中し、そして合図の声が響いた。

「なにやってんですか！」

　……わけではなかった。

　横から割り込んできた声に、二人の勝負はいきなり中断された。そちらのほうを見ると、本日非番のはずの綵が猛烈な勢いで走ってくる。ずどどどどという、若い女子らしさのかけらもない音を立てて。多分そうとう慌てているのだろうが、そういうときでも無表情なのが彼女らしい。

「今もうそういう時間終わってますよ！　早くこの場所あけてくれないと、次の隊待ってますから！　あちらの方、困ってますから！」

　みんな一斉に「あっ」だの「えっ」だのと声を上げる。ふだんこういうことをきっちり管理してくれる綵がたまたまいなかったのと、明慧も小玉もそれぞれの意味で心に余裕がなかったのが原因であろう。

「場の復元して、撤収！」

　小玉が慌てた声を出す。彼女は昔からそうだったが特に皇后になってから、そういう規則の遵守に気を遣っている。そういうことを皆わかっているので、わらわらきびきびと動き……おろおろしている新人の娘三人は抱えられるようにして出ていく。

　そして待たせていた相手への詫わびだのなんだのを終えて一段落した頃、ようやくなにかがおかしいことに気づいた皆を代表して、小玉が綵に問いかけた。

「……ところで綵、あんたなんで今日ここにいるの？　非番でしょ」

「ああ、父が亡くなりまして」

　さらっと言うことではない。全員ががっちり固まった。それは家庭的にはもちろん、職場的にも大事である。

「ええと、とりあえず……お悔やみを」

「ありがとうございます」

　きちんと礼にかなったやりとりをする二人の側で、他の連中がささやき合う。

「てことは、一年？」

「一年、綵いないの……」

　この国では父母が死んだ際、一年間喪に服す必要がある。これを丁てい憂ゆうという。

　これは単に、期間中の慶事を避けるというだけのものではない。官職を持つ者は、その間は官位を返上し、死者を悼むことを最優先にしなくてはならない。言うまでもなくこれは、するほうも置いていかれるほうも、仕事上はけっこうな負担である。しかし、この丁憂をしない、あるいはさせないと、親不孝者として白い目で見られ、場合によっては職を失うこともあるのだ。

　ただ、これでも一応軽減はされているのである。父親については昔は三年間であったが、今は母親と同様、一年に短縮されている。

「母に迷惑かけてばかりのろくでもない父ではありましたが、子としての礼は尽くして見送りたいと思います」

　相変わらずさらっと暴言を吐いている綵である。しかし彼女は彼女なりに父の死を悼んでいるようなので、まあよかろう。それに確かに彼女の母は、大変な思いをして子どもたちを育てたしな……と、事情を知っている明慧は、その件について口を挟むつもりになれない。よそのご家庭のことでもあるし。

「そうね、そうしなさい」

　小玉も同じ思いなのか、ただうんうんと頷うなずいている。そういえば彼女も昔母が死んだときに、きちんと一年間喪に服している。こちらは綵のような含みもなにも持たず、ただ死者を悼む日々を送ったらしい。

「それで娘じよう子し、母も私と同様、喪に服すのですが、その前に娘子にご挨あい拶さつ申し上げたいと……よろしいですか？」

　その言葉に、小玉が軽く眉まゆをひそめる。

「蘭らん英えいさんが？　……それはもちろん。でも忙しくないの？」

「いえ、ぜひにと」

「そう……わかった」

　小玉は頷き……そしてそのまま綵の引き継ぎの話に入った。明慧もその中に入り、結局そうとうな割合の仕事を明慧が担当することになった。事情が事情なので不満はないのだが、このなんだかややこしいことが起こっている時期であることに、なんとはなしに嫌なものを感じる。やることはきちんとやるつもりだが。

　ちらりと小玉のほうを見る。腕組みをしながら、綵がいなくなるまでにやるべきことを半目になってぶつぶつ呟つぶやきながら確認している姿は、仕事に集中しているようにしか見えなかった。




　　　　※




　その数日後のことだった。きちんと皇后らしく、かつ喪中の相手に会うことを考え、控えめな色の衣装を身にまとい、小玉は綵の母である王おう蘭英と向き合っていた。彼女は綵と名字が違うがそれは特におかしいことではない。この国では結婚したとしても名字が変わらず、生まれた子は父か母のどちらかの名字を名乗る。そして綵は父親の名字を名乗っているため、そうなっただけのことだ。

　一見無愛想な綵とはあまり似ていない彼女は、ただのおっとりとしたおばさんにしか見えない。しかし中身は絵に描いたような肝っ玉母さんである。若い頃に戦乱の中で夫と生き別れて食うに困って軍に入り、後方支援の腕前だけで将官一歩手前まで出世したという人だ。

　それだけでも十分波は瀾らん万丈な人生なのに、長女である綵が軍に入るとき、念願だった科挙に挑戦し、現在は文官へと華麗なる転職を遂げているのだからもう。しかもそんな生活の中でもずっと夫を捜し続け、病死寸前のところを発見し、最期までしっかり世話をしたのだ。人を見た目で判断してはいけませんという戒めの、生きた見本みたいな人である。

「娘子、ご機嫌うるわしく」

「いいから。蘭英さん、最近腰痛いんでしょ」

　目の前で平伏する蘭英に手を伸ばし、身を起こさせる。

「今日は、わたくしめのわがままをお聞き入れくださり、ありがとうございます」

「いいのよ」

　実はちょっと大変ではあったが、蘭英が女性であったためなんとかなった。これで相手が男だったら、皇帝の妻という立場上、会うのはもうちょっとややこしいことになっただろう。

「いいえ。この度は……旦だん那な様のご冥めい福ふくをお祈りします」

　改まって一礼する小玉に、蘭英も礼を返す。

「恐れ入ります。その節はお見舞いの品をちょうだいしまして」

「いえいえ」

「長患いだったので、ある程度覚悟はしていたのですが……それでも看み取とってやれたので、ようございました」

　蘭英の言葉に頷きつつ、実際はその言葉だけで片付くような生やさしいものではないんだろうな、とも思った。そもそもまず、この人自身の人生が生やさしくない。

「蘭英さん、それで今日はなんの用で来たの？」

　形式に沿った挨拶をひととおり終えた後、小玉は本題に入るよう促した。おそらくこの時期は葬式関係の事柄でてんやわんやのはずの彼女が、わざわざここに来るなどよほどのことである。

　それを聞いた蘭英は、あたりを見回して人払いをしてあるのを確認し、「さすがね」と呟いた。一応やっておいてよかった。やはり、あまり他人に聞かせたくない話をするつもりらしい。

「話が早いわ。実は、先帝の遺児と称している子のことについて、耳に入れたくて」

「なにかあった？」

「耳を、貸してちょうだい」

　人払いをしている上に耳打ちをしようとするとは、そうとうな内容に違いない。心の準備をしながら彼女に身を寄せる。蘭英が顔を近づけてくる。

　耳打ちされ……小玉は目を剝むいた。声を上げそうになるのを、最大限発揮した自制心によって抑える。

　小玉にささやき終えた蘭英は、やや強こわばった表情で小玉から身を離した。その彼女に、声をひそめて尋ねる。

「それは……そうなの？」

　内容を明らかにせず、指示語だけで聞く。

「多分」

　蘭英は真剣な眼まな差ざしで頷く。

「そう、でも……わかる。蘭英さんなら、それがわかりそうな気がする」

　そしてしばし二人、沈黙した。やや考え込んでから、小玉は再び尋ねた。

「……文林は知ってるの？」

「大家のお耳には、入れてないわ」

　小玉は驚いて蘭英の顔を見る。彼女は今や文林が特に信を置く文官の一人として、彼を支えているはずだった。その彼女が。

「大家は……お心を決めていらっしゃる。申し上げたところで、きっとそれは覆らないと思うわ」

「でも、『そういうこと』だったら、きっと裏に事情があるんじゃないかなって、文林は……」

　首を横に振る蘭英に、言い返す言葉は途中で切れた。




　思わないし、配慮しないだろう。




　黙り込んだ小玉に、蘭英は頷く。彼女はそれをわかっていて……そうであるならば、逆に不思議なのだ。自分になぜ「それ」を言うのか。

「蘭英さん……」

　蘭英はふいと目をそらして、言葉を詰まらせながら言った。

「わかっているの、わたしにも。政治は、そういうものであるって。でも、わたしだって母で、私の子どもたちだって、あの年頃だった時期があった……そういう子が死ぬかもしれないということを考えると、やりきれなくなる。それは甘い情だわ。でも、そんな情が許されないのって、どうしてなのかしら……」

「蘭英さん」

「大家を責めるつもりはないの、ただ……駄目ね、少し感傷的になってるんだわ。夫が、あの人がもういないから」

「わかる。わかるから」

　その両肩に手を置きながら、小玉はあらかじめ想定していたものと、事態が異なってきているのかもしれないと思い始めていた。

　やがて、少し目を腫はらした蘭英が、立ち上がって一礼する。

「今日はお時間をたまわり、ありがとうございます」

「体に気をつけて一年、過ごしてちょうだい」

「はい。改めて申し上げますが、夫が患っている最中の、数々のご配慮に感謝申し上げます」

　そのやりとりで、今日二人が会った理由は、「そういうことだけ」になったのだ。







　宦かん官がんに案内されて去っていく彼女を窓から眺める。本当は見送りたかったが、さすがに皇后ともなると、いくら高官とはいえ、一文官を直々に見送ることはできない。今の小玉がそうできる相手は、皇帝である文林や、一部の皇族だけである。

　面倒くさい立場になったという今更な思いよりも、もっと強く感じているのは、「すごい人だなあ」という蘭英に対する感嘆だ。彼女が泣いたのはわざとではないだろうが、ああいうふうに「夫の死に涙して皇后に慰められた」という体裁を整えることで、小玉と長い間話していた不自然さを払ふつ拭しよくしてみせた。小玉が人払いした理由もこれでつく。なんといっても繊細な話題だからだ。

　そんな彼女は武官だった頃から、兵部から来てほしいと熱烈に言われていただけあって、文官になった後もとんとん拍子に出世した。そしてあっという間に今や尚書に次ぐ侍郎の位である。おそらく、彼女の実力を見込んだ文林が抜ばつ擢てきしたということもあるだろうが、それもむべなるかな。

　どんなに頑張っても自分は多分、あの人にはかなわないなと小玉はずっと思っていたし、その思いは今日また更新された。そんな彼女とは初陣のときに、じゃがいもの皮を一緒に剝いたのがきっかけでつきあいが始まったのだが、その彼女とこういう話をするようになるとは、縁とは奇なるものである。しかも、その娘が今、小玉の副官である。

　そんな蘭英に育てられた綵は、母親のことを心底尊敬しており、彼女と比べられることについては、当然である、むしろうちの母はすごい人であると日々胸を張っている。その精神は変にひがむより健全である。実際彼女は副官としては、蘭英に比べるとちょっと……いやかなりへっぽこなので、その態度は誰も問題に思わない。彼女が優秀ではないというつもりはないが、あれは後方でなにかするよりは指揮官向きだなと小玉は考えている。母親である蘭英は逆に、用兵がからっきしだったので、多分方向性の問題だろう。適性に合った方向で鍛えていきたい。

　そんな綵は、尊敬する母親を苦労させたとして父親について思うところを持っているが、蘭英の強烈な生き方だとか先ほどの様子を見ると、夫婦っていうのはそういう単純な見方ができるものではないと思う。それをいつか伝えてやりたいものだ……できれば自分以外の人間から。

　自分も一応結婚はしているが、「夫婦っていうのは云うん々ぬん」ということを偉そうに言えるほどまっとうな関係を構築していない。自分が言っても、説得力のかけらもないと小玉は思っていた。

　だがなにを話すにしてもそれは多分、一年後ぐらいの話だ。

　気を取り直し……さて。

　おそらく、自分の動き方がこれで少し変わった……と思う。最終的には当初の想定どおりに動くことになるかもしれないが、その前に、やらなくてはいけないことが一つできた。

　すっくと立ち上がり、小玉は部屋から出た。

「梅花」

　呼ぶとすぐ、廊下の奥のほうから、この宮の真の実力者である梅花が現れ……いきなり目をつり上げて怒った。

「なにかご用命の際は、ずかずか出てきて一声かけるのではなく、鈴を鳴らしてくださいませ！　はい、やりなおし！」

「あっ、はい」

　すっかり忘れていた。慌てて部屋に戻って、一回鈴を鳴らす。すると梅花がしとやかに部屋に入ってくる。

「はい、何用でございましょうか」

　このやりとり、本人たちは大まじめにやっている。

　その大まじめな流れのまま、小玉は梅花に話しかけた。

「今さ、話題になってる子いるじゃない」

　なお梅花は、小玉がきちんとした場ではきちんとした言葉遣いに直せるようになったとわかっているため、くだけた物言いについては、もはややりなおしを命じない。この調子で頑張れば、立ち居振る舞いについても、いつかはやりなおしを命じられることがなくなるはずと小玉は日々精励している。ちなみに、いいように手のひらの上で転がされている自覚は、ある。

「その『子』とは、『例の子』ですわね？」

　さすがに後宮において百戦錬磨の戦士は、打てば響くように返事をしてくる。

「そう。あたしは会えるかな？」

「……おやめになるほうがよろしいかと」

　小玉の問いに、梅花が真顔でいさめてくる。

「あたしの立場が悪くなるから？」

「いえ、それでしたら娘じよう子しはお喜びになるので、わたくしもお止めいたしませぬ」

「あ、そう」

　身も蓋ふたもないなと思いつつも真実なので、特に反論はしない。

「ただ……きっと娘子は、傷つかれると思います」

「……そんなに繊細に見える？」

「いえ、繊細にはまったく見えません」

　断言である。そしてそれを失礼だと思ってもいないあたりがなんとも……なんというか、つきあいやすくなって、とてもいい。

「ただ、会った子がもし、なんと申しますか、最終的に『そう』なったとしたら……娘子は、そういう点でずっと麻ま痺ひしない方だと思うのです」

「…………」

　否定はしなかった。

　だが言葉を翻すこともなく黙り込む小玉に、梅花がため息を一つつく。

「……それでも会いたいと、おっしゃるのだろうなとも思います。わたくしが手を回しましょう」

「……ありがとう」

　子どもみたいに素直に礼を言う小玉に、梅花はふふっと笑った。

「そろそろ皇子が起きる頃ですわ。一緒におやつを召し上がりませんか」

「いや、さすがにそこまで子ども扱いされるとちょっと」







　結局、梅花の言うとおり、起きた鴻とおやつを食べた。離乳食もだいぶ進んだ鴻は旺おう盛せいな食欲で、最近色々な物を食べられるようになった。

　そんな鴻と食べる今日のおやつは蒸ふかした芋である。うまい。

「娘子、そのように一心不乱に召し上がらなくとも」

「いや、だっておいしいし」

　勧めた梅花がそう言うくらい、小玉はもりもりと芋を食べていた。

　育ちが育ちなので、芋とか木の実とか、素材だけで食べられるもののほうが小玉は好きである。出されたものは文句を言わずに食べるが、本当は砂糖漬けのような加工したものは、あまり好きではなかった。だからこの前、三人娘たちが焼いた芋をくれたときも、実は喜んで食べていた。

「鴻、おいしいねー」

「あいー！」

　ようやく人間の言葉に近いものを話せるようになった鴻はご機嫌で、芋を持っていないほうの手をぱっとあげる。小玉と一緒の彼は今日もご機嫌である。

　そういえば。

「鴻、あれ言わないわね。ほら……『あっちゃっちゃなの』」

「そういえば」

　以前、父と子の結びつきをこの上なく強めた（と小玉は思っている）言葉は、あれ以来一回も聞いていない。また使われたら前後の状況から意味を探ろうと思って待っているうちに、すっかり忘れていた。

「あれは、あの日だけのなにかに反応したのかな」

「そうかもしれませんわね……」

　だとしたらもう忘れているかもしれないが、ちょっと聞いてみようと思った。

「ねー鴻。『あっちゃっちゃなの』ってどんな意味？」

　すると鴻は目をぱっちりと見開き……いきなり泣き出した。

「やあああぁ！　やああ！」

「なんで!?　なにが!?」

　鴻は芋を放り投げて、慌てる小玉の胸元にしがみつき、更に泣く。

「皇子、落ち着いてくださいませ、ほらうさぎさんです！」

　梅花も慌てて、鴻お気に入りのぬいぐるみ（小玉と梅花の合作）を彼の前で振るが、彼は目もくれない。

「……あの、娘子」

　そんな混乱しきった状況の中、宦官の一人が声をかける。

「今取り込み中です！　後にしなさい！」

　梅花の迫力満点な喝。いつもだったらこういう取り次ぎは清喜の役目で、彼だったら場の雰囲気から判断して、状況が落ち着いてから声をかける。だが、あいにく彼は療養中という名目で後宮を離れている。代わりにその役目を担ったのが、まだ慣れていない宦官だったらしい。だが悪いのはその宦官ではなく、大本をたどれば清喜を外に出した小玉である。だからいささかすまないと思い、小玉は彼に声をかけてやった。

「い、いいわ。用件だけ手短に言って」

「も、申し訳ございません！　あの、先帝の御子とおっしゃる方が娘子にお会いしたいと！」

「はあっ!?」

　早っ！

　がばっと背後を振り返る。正直、こんなに早く対応できるなんて思いもよらなかった。ただでさえ彼は、羅義龍に後見人という名目で囲い込まれているのだから、接触するのも難しいはずだ。いったいどんな手腕なんだ。いっそ畏い怖ふといっても過言ではない眼まな差ざしを梅花に向けると、彼女は違う違う自分が手配したんじゃないと、首とうさぎさんを横に振っていた……あ、そう。

　つまり、こちらが動く前にたまたま相手が来たと。さっきの呼ぶ呼ばないでちょっと真剣な雰囲気になった梅花とのやりとりは、結果的に意味がなかったと。

「……お会いするわ」

　そりゃまあ、人生そんなもんだけど……先方から思惑どおりに動いてくれたにもかかわらず、なんだかがっかりしながら小玉は立ち上がった。胸に依然泣きわめいている鴻を貼り付けたまま。

「あの、さすがに皇子は置いていってくださいませ」

「ええー？　まだ泣いてるけど……」

　いつもだったら乳母たちに任せるが、今日はどうやら自分が泣かせてしまったようなので責任を感じる。しかし梅花は頼もしく言い放った。

「後はわたくしどもでなんとかいたしますので、ご心配なさいますな！　見た目がよろしくないのでお早く！」

　さようか。

　鴻をべりっとはがして梅花に渡す。おかげで鴻の泣き声はもはや雄叫おたけびに近くなったが、本当になんとかなるのだろうか。







　そうして身支度を整え、小玉は来客と対面した。

「呉ご旻びんと申します」

　目の前で深々と平伏する少年は、普通の少年だった。背はひょろっと細く伸びていて、とても丈夫そうには見えないが、顔立ちは整っていて、どことなく文林に似ている……というかこの一族、皆どこかしら似通っていて、皇族の血ってすごいな！　と小玉は日々思っている。側室の血が大量に入るはずだから絶対に薄まるはずなのだが、なぜなのだろう。それともあれか、側室は大抵美女で、美人は美人という点で似通っているものだから、美女の血が集約されたこの一族も似通っているのだろうか。

　ただ、似ているに違いないという、思い込みらしいものはあるのかもしれない。思えば昔、王太妃に仕えていた頃は、彼女を見ても文林の血縁だとは全然思わなかった。血縁関係があるという前提がないと気づかない程度のものならば、似ているとはいわないのかもしれない。

　そんな思いを抱えながら、小玉は穏やかに尋ねる。

「年は確か……」

　小玉の問いに、彼は臆おくすることなく答えた。

「十四です」

　未婚の皇族男子であれば、後宮に足を踏み入れることのできる、ぎりぎりの年齢である。

「そう」

　そのやりとりの後、沈黙が続く……二人の間の会話がないという意味で。実はさっきから、ずっと鴻の泣き声が流れっぱなしである。おそらくこの部屋から一番離れたところに連れていかれているはずだが、大した声量である。

　小玉はお互いが黙っている間、彼をじっと見つめた。なるほど、確かに蘭英の言うとおりであるかもしれない。

　それにしても、自分のほうには直じかに見たいという会いたい理由があったが、正直、彼が自分のところに来た理由はわからない。彼にしてみると小玉は、端的にいえば政敵の妻ということになる。このわずか十四歳の、しかもこれまで市井で育ったという少年に、そこまで政治上の思惑があるのかどうかという点は不透明であるが。

　じっくりと眺め……これ以上は間が持たないと判断した小玉は、自分から聞くことにした。

「……そなたが、わたくしに会いたいと申したのはなぜですか？」

　この質問にかぶさるように、鴻の泣き声がひときわ高く響いた。旻が軽く身を揺らす。内心、うちの子がうるさくてごめんなさいという気持ちになるが、それを表情に出すことはしない。

「あ、あの……」

　彼が口ごもった。もの言いたげなそぶりを見せた後……彼が連れてきた女官と小玉を交互にちらちらと見始めた。

　小玉の眉み間けんに皺しわが刻まれた。なにやら嫌な感じがする。




　　　　※




　小玉が旻と対面している、まさにその頃。

「わかりやすいことだな」

　文林は手元にある報告書を見ながら、くっくっと笑った。今年最高の喜劇を読んでいる気分だ。

　内容は羅義龍に関するものであった。あのばかばかしい会議の日から、彼は政変を起こそうと画策している。そしてそれはほとんどすべて文林に筒抜けだった。

「どうなさるおつもりですか？」

　報告書を差し出してきた宦かん官がん──沈賢恭が淡々と文林に問いかける。

「もう少し泳がせる。どうやら本命の魚以外にも、何匹か釣れそうなことだしな」

「なるほど」

「それに、もっとも効果的な状況で仕留めたい……あいつの子を殺す代わりだ。あいつの望みは最大限叶かなえてやらなくてはなるまいよ」

　後半は、自分に言い聞かせるような呟つぶやきであった。実際、言い聞かせている。自分はあいつ──甥おい孫まごであり、友人でもあった先帝の望みのために、その子を殺そうとしている。本人が生きていたらどう思うか、本人がそうしてまで望んでいたかというところまで考えたとしても、やはり結論は変わらなかった。

　机の上に置いてある文箱に手を伸ばす。中から一本の筆を取り出した。豪ごう奢しやに装飾されたそれは、先帝遺愛の品である。今回、先帝の遺児の話が出てきたのに伴い、文林が倉庫から出させたものだ。皇帝の持ち物らしく華麗に飾られたそれは本来、対になる筆があるべきものだ。

　今から二十年ほど前、文人たちの中で対の意匠の筆を作ることが流は行やり、これはその流行りの典型的な産物だった。文林も祖父が作ってくれたものを一対持っている。しかし使っていない。それはめったに使わないほど大事にしているからではなく、単純に趣味に合わないからである。特に、意匠に使われている亀が。父と異母兄のおかげで大嫌いになった亀が。だからここ五年くらい、出したことすらない。

　文林は筆の飾りを指でなぞった。先帝が存命のときに何度かこれを見た覚えがある。一本しかないのはなぜか、なくしたのならば作り直せばよいのではと文林が言ったら、彼はこれでよいのだと笑っていた。そして今回、先帝の遺児と名乗る少年から証拠として提出され、今は返還されているものが、これと同じものだった。

「…………」

　黙って筆の柄を撫なでる文林を、賢恭もまた黙って眺める。

「……旻は今、どうしている？」

　顔を上げず、文林は問いかけた。先日、言外に自分は彼を先帝の子とは認めないとは言ったが、それはあくまで言外のもので、彼は暫定的な皇族として宮城に身柄を移されている。文林は最初の対面以降一回も会っていないが、一応女官もつけてやり、それなりに厚遇していた。つけている女官は皆、義龍の息のかかったものであるが、守ってやろうとも思っていない相手だ。別にいい。

「報告どおりに動いている様子」

「そうか。問題なさそうだな」

　文林は筆をもてあそぶ手を止めて、顔を上げた。

「しかし、なんの意味があって、あれは後宮に行きたがっていたんだろうな……？」

「わかりませぬ」

　後宮に行って皇后に会いたがっているということが、彼の最も新しい動きであった。また義龍がそれを飲んだとも、報告には記載されていた。今まさに彼は小玉と会っている最中のはずだ。要求を飲んだ義龍の思惑について文林はわかっているが、そもそも旻がなぜそうしたかったのかまでは、誰にもわからなかった。

　利発そうな少年ではあったが、これまで旻はそういう主体的な動きを示したことは一度もなかった。しかもその対象が小玉である。

　皇后とはいえ、小玉本人は政治に対する影響力を持たない。文林が持たせようとしていないし、本人も意図的にそれを避けている。個人的な人脈によって軍部および、軍事絡みの文官の集団である兵部を動かすことはできるだろうが、彼女がそれをすることはまずないといえる。また、旻が彼女のそういう人脈を知っているかどうかもあやしい。

　つまり小玉は旻にとって、特に利害が絡まない人間なのだ。しかも接触しようとしても、皇后という立場の者に会おうとする動きはどうしても派手なものになる。それが嫌ならば、廏うまやで馬の世話をしているときなどを狙って話しかければいいのだが、皇后とそんなところで話ができるなどということは一部の者にしか知られていない。

「あれが小玉に危害を加えられるとも思わないが……気になるな。しばらく気をつけて見るぞ」

「御意」

　命じる文林に、頷うなずく賢恭。しかしこの時点での彼らには予想もつかないことであったが、小玉と対面した日の夜を境に旻は忽こつ然ぜんと姿を消すのである。義龍の前からも。




　　　　※




　翌日の昼のことだった。

「ふざけるな！」

　罵ば声せいが場に響き渡り、声の発生源以外のすべての者が亀のように首を引っ込めた。場の中心で平伏している女は、特に。

「お前はいったいなにをしていたのだ！」

「きゃっ！」

　義龍はその女──旻につけていた女官を蹴け飛とばす。床に伏した彼女を、そのまま何度も足蹴にした。

「お前がきちんと見ていなかったからだ、この愚か者め！」

「お許しください！　お許しください！」

　悲鳴を上げながら蹴られ続ける女の声が、だんだんか細くなってくる。このままだと女が蹴り殺されると判断した周囲が、ようやく止めに入った。

「尚書、どうか落ち着いてください」

「これが落ち着いていられるか！　あと少しで予定の日なのだぞ！」

　ひとしきりわめき散らした後、義龍は頭を抱えて呻うめいた。

「いなくなっただと、馬鹿な……！」

「城下を捜してみましょうか……？」

　提案する男に、義龍は首を横に振る。宮城の門は入る者も出る者も厳しく見られるし、積み荷の中も厳重な確認を経た上で通過する。そういう者がいたならば、すでに捕まっているはずだった。

「では宮城の中……」

　と言いつつも、男の声は若干暗い。城下よりは確かに狭いが、宮城と一言で言ってもとにかく広い。「同じ敷地内」という表現がばかばかしくなるくらいである。

「いや……」

　不意に義龍は頭を抱えていた手を外し、顔を上げた。

「あれの母親は元女官だった……後宮付きの」

　そんな、と地に倒れ込んでいる女が声を上げる。

「まさか後宮……皇后に接触しようとしていると？」

　よろよろと身を起こしながら言う。

「もしそうであれば、昨日会ったときになにか言うはずです。あのときあれに付き添っていたのはわたくしだけ。あれが皇后に助けを求めさえすれば、その場でわたくしが取り押さえられ……それを狙っていたではありませぬか」

　そう、旻が皇后に会いたいと言い出し、望みを叶えたのはそのためである。旻が皇后に頼み、後宮から出なかった場合、皇后が──ひいては皇帝が先帝の遺児を監禁したという口実で一気に事を運ぶつもりだったのである。しかし旻はなにも言わずに、後宮から戻ってきたのだった。

「しかし、それ以外考えられん……紅霞宮の動きを探れ」

「はい」

　配下に指示を下し、義龍は手で顔を覆った。ただひたすらに呟く。

「あと少しで、あと少しで……栝かつ様！」




　　　　※




　──なんだか大変なことになっているらしいね。

　若干他ひ人と事ごとのような思いで、小玉は夜の後宮をのし歩いていた。今日は満月で、灯あかりがなくても問題なく歩けるのが嬉うれしい。

　先帝の遺児（仮だがほぼ確定らしい）との不思議な面談から、五日が経たっていた。あのとき、なにか起こるかなと身構えていたら、結局なにも起こらなくて肩すかしな気分になった。「あの、あの」とだけ言っていた旻少年は、最終的に一緒にやってきた女官に「殿下、お疲れでしょうから、帰りましょう」と言われて帰っていった。彼に対して特に思うところはないが、あの姉ちゃん、ちょっとむかつくとは思った。旻少年に対する態度がなんというかもう、上から目線である。そういう相手が小玉相手にも完かん璧ぺきな礼をとるわけがなく、自分に対する非礼には比較的寛大な小玉をして、梅花による礼儀作法七日間集中講義無理矢や理り受講させるぞとか思わせたほどである。

　ちなみにこれは、大抵の新人女官ならその七日間だけで戦力になると言われている伝説の講義らしい。加齢のせいで今ではよっぽどのことにならない限りやらないくらい、梅花が全身全霊で取り組むのだとか。その話を聞いたとき、そんな恐ろしいもの絶対に受けたくないと思ったものである。だから小玉は、梅花が「よっぽどのこと」と判断しないよう、言われていることを、ふだんから恐々とこなしている。実をいうと、小玉が梅花の指導に素直に従っている裏には、そういう事情もあった。

　宮城の混乱のことはともかく、旻少年のことは気にかかっている。彼は今どこでなにをしているのか。あのとき、言いたいことはなんだったのか、声をかけてやるべきだったのかとか。そう考えてはいたが、同時に、そうしてやる義理はないとも思っていた。自分から踏み込まない限り、小玉は手を差し伸べてやれないと。踏み込んできたならば抱え込んであげることはできるが、そうでない者に対しては冷淡な自分自身がいる。あるいは罠わなかもしれないという危き惧ぐもあるが、それはまた感情とは別の要素による思いだ。

　過去の……文林の次男とその生母のことを思い返してみても、つくづく、自分の「優しさ」というのは、実に中途半端で傲ごう慢まんであると感じる。小玉は自分のことをおおむね気に入っているが、そういうところは好きになれない。しかしそれを無視したり変えたりすると、他のところまで変わってしまうので、渋々抱え込んでいる。自分の中でそれは、必要悪のようなものだった。

　目指していたところ──後宮の南の隅っこまでたどり着いた小玉は、かがみ込んで木に糸を巻き付けたり、植え込みに手を突っ込んでごそごそしたりし始めた。

　やっていることは、逃走経路の確保である。

　状況は多少変わりつつあるような気はするものの、それでも小玉は最初の計画を捨ててはいなかった。備えあれば憂いなしという。いざとなったら夫と子どもを担いで逃げる準備は、万全に整えておきたかった。だから外に送り出した清喜を呼び戻していない。彼は今頃、帰省と墓参りがてら、小玉が逃げだしたときのための仮の拠点を準備しているはずだった。

　仮に今回何事もなかったとしても、今後同じようなことはいくらでも起こりえる。文林の仕事は常にそういう危険にさらされるものだという認識が小玉の中にある。いい機会だから今のうちにやれるだけ準備やっちゃえよ──そう思ったのは、天からのささやきによるものだろう。

　だから小玉は文林が自分の宮に来ない夜はこっそり抜け出して、後宮の庭をうろうろしている。なぜ夜かというと、昼間うろうろしているととにかく目立つし、脱出するときがどの時間帯かわからない以上、条件の悪い時間帯でも動けるかどうか確認したかったからだ。なお、もちろん梅花には言っていない。

　すでに確保しているものはあるが、それが当日役に立つかわからない。複数用意しておくにこしたことはなかった。だからここしばらく、夜の後宮の庭は皇后がうろついているという、関係者にしてみると幽霊が徘はい徊かいするより恐ろしい事態が発生していた。




　──……ん？




　ふと小玉の手が止まった。そのまま静止し、呼吸をひそめかつ整える。周囲の気配を探る。

　ややあって小玉は首を巡らせた……自分以外のなにかか誰かが、いる。

　なにか──小動物ではない。ここは後宮だ。広すぎて山菜も生えているようなところではあるが、完全な管理のもとで成立している、美しくゆがんだ世界だ。動物などいるはずがない。だとしたら誰か──人間だ。それも気配を殺すのに長たけている。そしてこんなところにいるということは、不審者に違いない（自分含む）。

　小玉はそっと立ち上がり、背中に背負った剣を抜いた。そしてかすかな気配をたどって大きな植え込みのほうへ歩いていった。歩いていって……とまどいを覚える。ここまで気配を殺すことに長けている相手が、自分の接近を許している。そろそろ攻撃に出てもいいものなのだが。

　とうとう植え込みの前まで来てしまった。

　どうしたものかと思う。手でかき分けるようなことをして相手に刺されても困るし、かといっていきなり手で持った剣で刺したあげく、問答無用で殺してしまうのもよろしくない。不審者といっても、先輩宦かん官がんに怒られて隅っこでうずくまっている新人宦官とかだったら、いくらなんでもここで死ぬのは気の毒すぎる。そんな宦官が気配を殺すのに長けているとも思えないので、その可能性は限りなく低いだろうが。

　どうしたものかなと思いながら様子を探り……気づく。気配殺してるんじゃなくて、眠ってるんだな、これ。

　近づいて初めてわかったことだが、規則正しいかすかな呼吸は完全に寝息である。

　とすれば先輩に怒られた新人宦官である可能性もがぜん高まった。小玉は剣を手にしたまま、左手で腰から鞘さやを引き抜き、植え込みの中を無造作に突いた。




「うひゃっ！」




　甲高い声と共に、人影が飛び出してきた。月明かりの下相手の顔がはっきり見える……あまりにも予想外な顔に、小玉は目を見開いた。

「なんでこんなところに皇后さまが……？」

　しかし、最初に疑問を投げかけたのは相手のほうである。小玉にとって相手の顔がはっきり見えるということは、逆もまたしかりである。相手も大きな目をこぼれそうなほど見開いていた。

　小玉は、あんた人のこと言えないからと思うより、いやほんとそのとおりだよと思ってしまった。普通皇后はこんなところにいない。どう答えようか迷い、なぜかこんな返事をしてしまった。

「たけのこを掘りに……」

「こんな夜中に……？」

　さっきと同様に、すごくまっとうな疑問を投げかけられてしまい、夜中に光るたけのこなのよ……という苦し紛れにもほどがある言い訳が頭に浮かんだ。だがそれを口に出さずにいられる分別が身についたことを、自分自身のために感謝しようと思う。そんなたけのこなんてこの世にないし、あったとしても毒持ってるに違いない。

「うん、まあ……」

　だからずるい大人らしく、あいまいな言葉でごまかした。そして自分も尋ねる。

「ところで、あたしも不思議なの。なんで旻くんはここにいるの？　……それとも旻ちゃんと呼べばいいの？」




　　　　※




　今宵こよいは月がきれいだ。

　李昭儀こと李真桂は露台に出て、夜空を眺めていた。手元には紙と筆……現在詩作に励んでいる最中だ。彼女がこよなく慕う皇后だったら、絶対にやらないであろう風流な光景である。しかしそのあたりのことを、真桂はまだいまひとつ理解していない。だからこんなことを考えている。

　──今日はいい詩が頭に浮かびそうな気がするわ。うまくできたら娘じよう子しに見ていただきましょう。

　実行に移されたら、皇后本人がとてつもなく困りそうなことを大まじめに考え、真桂は紙にさらさらと文字を書き付け始めた……が、しばらくしてその手が止まり、大きなため息をつく。そして筆を紙の上に転がした。うまくいかない。

　それは多分、詩を作るときに皇后のことを考えたからだろう。真桂は今、彼女のことについて悩んでいることがあった。そしてそれは余人からしてみると、とてつもなくくだらないことであった。

　──わたくしだって娘子を「お姉さま」とお呼びしたいのに……！

　よりにもよって、悩んでいる内容がこれである。悩みは人それぞれであり、その人にとっては大変な悩みなのだ……という思いやりと建前に満ちた美しい言葉でもごまかせないほど、くだらない。

　真桂はぎりと奥歯をかみしめた。憤ふん懣まんやるかたない。

　最初は真桂だけが皇后の側にいたのに、いつのまにか他の妃ひ嬪ひんたちが湧いて、しかも「お姉さま」とか言っているのである。初めて聞いたときは正直いって、「その呼び方があったか！」という気分であったが、もうずっと「娘子」で通しているので、今更変えるのは恥ずかしい。しかし、他の女たちが呼んでいるのを聞くのも腹立たしい。もう恥を捨てるか、あの女たちを斬り捨てるかということを真面目に考えるくらい、真桂の悩みは深かった。

　ややあって、真桂は再び大きなため息をついた。

「駄目だわ、こんなわたくしでは、娘子のご負担になる……」

　真桂はふらりと立ち上がった。実際、皇后が真桂の悩みの内容を聞いたら困るに違いないので、言っていることはたいそう正しい。

　今日はもう寝ようと思い、部屋に入ろうとしたとき、コツンという音が足下から聞こえた。そちらのほうを見ると、小石が転がっている。掃除が行き届いているのだから、こんなものがあるはずはないのに。

　また、コツン。

　今度は、外から飛んで来たのが見えた。怪け訝げんに思いながら露台の端に近寄り、欄干に手をかけて下をのぞき込むと……すぐ下に皇后がいた。驚く真桂に向かって、唇の前に指を一本立てて声を出すなの合図。そしてするすると、真桂のところまでよじ登ってきた。真桂の頭は目まぐるしく回転する。




　夜。一人来た皇后。人を呼ぶなという指示……まさか。




「李昭儀、お願いがあるんだけれど」

　誠実な眼まな差ざしでひたと真桂を見据える皇后に、真桂は顔を赤らめながら言った。

「じょ、娘子……わたくし、女ではあったとしても娘子であれば！」

「……？　なんのこと？」

　本気で怪訝そうな顔をされた……あっ、これは違う。

「いえ……なんでもございません……」

「ごめんなさい、あたしなんか変なこと言ったかしら」

「いえ、そのようなこと、まったく」

　回転の速い真桂の頭は、空回りも速いが、それが空回りだと気づくのも早かった。色々な意味でうちひしがれながら、それでも真桂は皇后に問いかけた。

「あの、お言葉を遮り、申し訳ございません。それで、わたくしへのご用命とはなんでしょうか」

「部屋と、お湯を使わせて。そのとき、なるべく人を動かさないでほしいの」

「かしこまりました」

　なぜそれが必要なのかわからないが、それがなにほどのことであろうか。今皇后が自分を見込んでなにかを頼み、自分はそれに応こたえることができる。ならば行動するのだ。それだけのことだ……と常の冷静さを取り戻して、真桂は請け合った。

　しかし、真桂に頼んだ皇后が一回地面に飛び降り、物陰から薄汚れた子どもを連れてきたときはさすがに驚いた。本当にこの人は誰かを驚かすのが上手である。




　　　　※




　小玉はとりあえず、旻の泣きはらした顔を拭ふくところから始めた。五日間後宮の隅っこにうずくまっていた顔は痛々しいくらい薄汚れていた。

　小玉の問いかけの後、旻は大泣きに泣いた。それを前に呆ぼう然ぜんとした小玉であったがなんとか泣き止ませ、簡単に事情を聞き出した。ついでに、五日前に蘭英が訪ねてきたときに、彼女から聞いたことが事実であるかも確認した──要するに、旻が実は女であるかどうかということを。やはりそれは正しくて、小玉はさすが男の子も女の子も育てたおっかさんよと、蘭英に対する畏い敬けいの念を新たにした。

　そして旻少年改め、旻少女を一度自分の宮に連れていこうとしたが、本人がそれを猛烈に嫌がった。曰いわく、きっと義龍に見張られていると。前後の事情はこの時点でよくわかっていなかったが、確かにこの前この子が小玉のところに来たときに、変な裏がありそうだと感じた。ならばその言い分にも一理あると感じた。

　小玉自身は自分の宮は大丈夫だという自信があるが、そう言いはりながらおびえる彼女に、信じさせる材料をこの時点で提示できなかった。だから他に行くところを考え……考えついたのが真桂のところである。「夜分遅くに失礼します」というご挨あい拶さつが言葉どおりに適用されるのは重々承知の上で押しかけ、現在に至る。

「ほら、服脱いでここ座りなさい」

　まだびくびくしている旻の服を脱がせ、頭からそっと湯をかけて髪を洗う。顔と同様に脂や土ぼこりまみれでぎしぎしになっていたが、何度かゆすぐと覚えのある手触りになった。

「旻ちゃんの髪は、鴻のに似てるわね」

「鴻？」

　半ば独り言だったのだが、旻が聞き返してくる。

「そう。あたしの息子」

　義理ではあるが、可愛い我が子である。仮に文林が養母を替えると言い出したら、猛烈に抵抗する自覚があるくらい。だからいくら文林に一緒に入るなと言われても、我が子と一緒にお風ふ呂ろに入るのは断固続行する。あと一年くらいは。

　小玉の答えに、旻が驚いたように見上げてくる。いくら拭いても顔からぬぐい去られなかった、観念したような表情がここで消えた。

「皇后さまが、皇子さまの髪を洗うの？」

「そりゃね、息子だもの……なんで泣くのここで!?」

　なにも考えずに返した小玉は、再びぼろぼろ泣き出した旻に本気で焦った。子どもってわからない。この前も鴻が「あっちゃっちゃなの」と小玉に言われて泣き出した。もしかしたら最近の自分は、子どもを泣かせる巡り合わせなのだろうか。

　そう思っていたら、旻がしゃくりあげながらなにかを言おうとし、失敗する。

「なに？　なにを言いたいの？　慌てなくていいから、ゆっくり言って」

「こうごう、さまも……おか……あさ、んなのね？」

「う、うん、まあね」

　くどいようだが、義理ではあるものの母は母である。

「……けて」

「ん？」

「た、すけて……おねがい、たすけてください」

　このとき、旻が踏み込んできたのを感じた。それなのに一瞬、迷った。

　どういう形でかはわからないが、この子どもに助力することは取りも直さず、多かれ少なかれ政治に関わるということである。皇后である自分が。それは文林が許さないであろうし、なにより小玉自身が律してきたことであった。

　でも、

「お母さんを助けてほしい……でも……お母さんはもう生きていない気がする……お母さん……お、かあさん、助けて、おかあさん」




　お母さん。




　自分だって誰かの子であり、誰かの親である。愛されて育ってきたし、愛して育てている。それに……。

「わかった……わかったから」

　母を呼んでただ泣く子どもに、言う言葉を小玉は他に持たなかった。それは安請け合いなどではなく、この瞬間小玉はすべてを抱え込む覚悟を決めた。







　一刻ほど後。

　小玉は椅子に座り、体をそれに完全に預けた。腰の下でぎしりと音がする。体を洗ってやって食事を与えた旻は今、完全に寝入っている。

　寝かしつけるところまで無事にやり終えたぞという、なんだかよくわからない達成感で、小玉は肺から息を盛大に吐き出す。

「娘子、どうぞ」

　そんな彼女に、真桂がそっと冷たい水を差し出してきた。

「李昭儀、いいのよ。そんな、気を遣わせちゃって」

　なんたってここは相手の家である。もちろん小玉は、後宮はすべて自分の管理下にある……という権限を振りかざすことのできる立場であるが、それにしたって夜中にいきなり押しかけて、色々要求しているだけの女にそこまでする必要はない。

「いえ、これしき」

　それでも真桂は水を差し出してくる。謝辞を述べて受け取り、一口飲む。そしてついさっき、旻から聞き出したことを想起し始める。彼女の出自、そしてなぜ後宮の庭にうずくまっていたのか。

　小玉が考え込み始めたのを察して、真桂がなにも言わず部屋を退出する。本当に気が利く。申し訳ないが、その態度に甘えることにした。

　要は母を人質に取られ、嫌々従っていたとのことだった。しかし、性別を偽ったまま自分を帝位につけようとする義龍に猛烈な不安感を覚え、逃げだそうと考えたのだそうだ。外に逃げたとしてもきっと見つかるだろうから、目指したのは中。後宮ならば生えている草は毒を持っていないはずだから、そこらへんのものを食べればなんとか生き延びられるだろうと。なにより、母が昔住んでいたところだからというだけで、このときの旻には慕わしい場所だった。それくらい追い詰められていたということだろう。

　なお、周囲に頼んで小玉に会いに行ったのは、後宮の様子を少しうかがいたかったからで、あわよくば助けを求めたいという意図もあったようだ。しかし、そのときになにも言わなかったのは、

「会いに行ったとき、ずっと赤ちゃんが遠くで泣いてて、でもずっと無表情だったから、この人は赤ちゃんが泣いててもほっとく人なんだなって思って」

　……ということらしい。なんとも失礼な誤解ではあるが、小玉はその言葉にあーなるほどーと思った。確かにあのとき、鴻はここ最近で一番の泣きっぷりだった。しかしそれは誰が悪いのだろうか。とりあえず鴻を引き離させた梅花ではないし、旻でも鴻でもない。やはり「あっちゃっちゃなの」で泣かせた自分が悪い。あと、あの謎の言葉「あっちゃっちゃなの」自体も悪い。

　ただし、本人曰く、周囲の大人の様子から、ここで小玉に助けを求めると裏目に出るとも思ったから……とも言っていたので、どのみちあの時点で助けを求めることはなかったのだろう。

　それにしても……と旻のことを思う。

　賢い子どもだった。けれど子どもだった。哀れだった。必死に頭を働かせて、行き着いた結論は穴だらけで、おそらくは自分でもその穴のいくつかには気づいていただろうが、他にできることがなくて、絶望だけを友に五日間を過ごした彼女のことを思うと胸が痛くなる。なにより、

「十二歳かあ……」

　旻の実年齢は、この前会ったときに言ったものよりも更に二歳幼かった。十二歳頃だと、女の子のほうが男の子より体格がよかったりすることはままある。彼女の場合、少年であると主張する場合はその年頃に見えるから、年齢を詐称したのは外見に揃えた結果だろう。ちょうど体が成熟する前だったから、本当にか細い少年にしか見えなかった。子育て経験者や、話を聞いている者でない限り、間違いなく少女とは気づかないだろう。

　それにしても十二歳。幼児ほどではないが、この年頃の二歳の差はまだかなり大きい。小玉の個人的な基準としては、十四歳だったら半ば大人とみなすが、それ未満だったら子どもとみなす。なぜ十四歳が基準なのかというと、その年齢ならば結婚していてもおかしくないからだ。実際小玉は十四歳のとき、故郷の村の少年と婚約していた。

　ともあれ、彼女と約束したことのために、自分はどう動くべきだろうか。そしてそれに文林をどう関わらせるべきだろうか。

　以前蘭英が言ったとおり、彼はこういうことで裏に事情があるか斟しん酌しやくすることはない──実際は小玉に対してのみ例外が発生するのだが、小玉本人は知るよしもない──けれども、裏の事情は先ほどの告白で完全に開示された。その上で旻の保護を求めることは、どうであろうか。もちろんかわいそうという感情だけで動くような可愛い男ではないが、今回の首謀者である義龍を失脚させる証人として価値があると、文林が認めたらどうなるだろう。

　そこまで考え、いや、と首を横に振る。

　それが終わったあと、旻が処分される可能性がある。

　それにまだ読めないところがある。義龍のことだ。あのおっさんもわからない男である。なぜ女の子である旻の性別と年齢まで偽って、皇帝として擁立しようとしたのだろうか。もちろん、先帝の子とはいえ女子の継承権は男子より低いため、男として偽ったのだということはわかる。しかし露見したときの危険が大きすぎる。皇帝として立てたいのであれば、それこそ淑妃のところの長男のような適当な皇子を後押しして、文林の死を待つほうがよほど現実的な話だ。

　今回の事件が発生するまで、小玉にとって礼部尚書・羅義龍はただの「うっとうしい話し方をするおっさん」というくらいの認識しかなかった。小玉自身は彼と直接話をしたことはなかったが、後宮に入る前、それなりに関わりはあった。礼部は文武百官の礼儀作法を司つかさどるため、たびたび尚書直々に比較的地位の高い官僚たちに訓話をすることがあったのである。武官時代、それなりの地位だった小玉も、何度か彼の話を拝聴するはめになっていた。

　彼の話は「はてしない物語」と言われており、話の後半になって「あともう一つだけ話がある」と言って、そのわりに二つ三つ話をする……だけならまだいいが、それらが終わった頃に、何事もなかったかのように再び「最後にもう一つ」と言って、更に四つくらい話を付け加えるのである。しかも内容が薄い。いつもその調子だった。

　文官と武官は伝統的に仲が悪いが、彼の話を聞いたときだけ結びつきは強固になった。みんな彼の話にうんざりしていたのである。小玉も彼の話を聞くたびに、「あのおっさん数わからないのかな？」という疑問を口にしたくて仕方がなかった。周囲に止められたので本人に聞いたことはないが……まさか本当に数がわからないから、旻の年齢を十四歳にしたなんてこと、ないだろうな。

　ただ、仕事はそれなりにきちんとこなしていた人間のはずである。もちろん礼部の飲み仲間からそれなりに愚痴を聞くことはあったが、上司なんてだいたいそういうもののはずである。

　そんな苛いら々いらするが罪はないというのが、羅義龍という人物だった。その彼がこんな大それたことをするとは、本当になにがあったのだろうか……まあそれは自分が考えることではなくて、刑部あたりにお任せするべきことだ。そしてお任せするための指示を出すのは皇帝である。




　──やっぱり言おう。




　旻との約束も大事だが、これはもはや皇后として、皇帝の臣下としての義務である。そしてもし文林の行動が、旻との約束の履行の妨げになるのなら、自分が責任を持って旻を連れて逃げよう。幸いといったらなんだが、逃走経路も確保しているし、今頃清喜が隠れ家も用意していることであるし。

　結論は出た。窓の外を見ると空の色がやや明るくなっている。とりあえず自分の宮に戻らなくてはならない。でないと空の寝台を前にして、梅花が悲鳴を上げるはずだった。でも旻をどうやって宮に連れ帰ろう。

　小玉は旻を自分の宮にかくまおうと思っていた。しかし、彼女の予想どおり、外側から監視はされているはずだった。金を積まれればどんなことでも頼まれる人間は確かにいるし、そういう人間が多いのが後宮というところだ。ただし小玉の宮にはいない。これは願望などではない。

　もしそういう人間がいたら、文林が小玉の宮に来ているのに、清く正しい意味でだけ同どう衾きんしているという情報は、あっという間に後宮中に知れ渡っているはずである。梅花による情報統制は、もはや芸術の域にまで達している。

　だから、入れてさえしまえば隠しおおせる自信がある。それにしても、あの男と寝ていなくて本当によかった……とはいえ、入れるところをどれだけ自然にするかが問題だった。こういうことになるなら、暗いうちに自分と一緒にこっそり宮に入れてしまえばよかった。かといって、一晩真桂の宮に置いておく気にもなれなかった。旻から目を離したくなかったし、彼女はこの宮を賜ってまだ日が浅い。下働きの口の堅さがどれほどのものか、楽観はしたくなかった。

　やや考え……部屋を出て真桂のところへ向かった。

「何度もごめんなさい、お願いがあるの」

「水くさいことを仰せになりますな。なんなりとお申し付けください」

「李昭儀、あなたあたしの宮にしばらく泊まってくれない？」

「……ええ？」

　真桂が切れ長の目を大きく見開いた。




　　　　※




　三日後のことである。

「……その後、皇后に何事か変わりはないか」

「は、あ……それが、あると言えばあります」

「なんだ？」

「詩の勉強に励むと言って、李昭儀を泊まらせて」

「李昭儀？　……ああ、あの有名な才女か。まあ、無理もなかろう。あの皇后はそれらの素養はまるでないからな。せいぜい、形だけでもまともなものが詠めるようになればいいものだな」







　──ということを連中、話し合ってるんだろうな。

　筆を握りしめて、半ば突っ伏しそうになりながら、小玉は羅義龍たちのことを思い浮かべていた。彼は自分が一介の武官だったときのことを知っているから、絶対にそういう考えに行き着くだろう。そして今の状況を不自然には思わないだろう。

　ちなみに、このときの小玉に確認するすべはないが、小玉が想像していることはぴたりと的中していた。

　三日前、旻をなるべく自然に自分の宮に入れるために、小玉は一計を案じた。とはいっても、そんなに大したことではない。詩を教えてもらうという名目で、大量のお泊まり用荷物や書籍と一緒に、真桂を招き入れたのである。当然、その荷物の中には旻が入っている。

　そして、荷物を奥に運び入れてから、彼女を引っ張り出し、女物の服を着せて宮で生活させている。対内的な対応としては、小玉の住む紅霞宮の者たちの大部分に「いつのまにか来ていた李昭儀の小間使い」と思わせている。口の堅い者たちではあるが、事実を知っている者はなるべく少ないほうがよいという考えによるものだ。

　その中でも梅花には事情を話している。もちろん、小玉が夜中うろうろしていたことについては適当にぼかしつつ。なにか察しているかもしれないが、こういうときになにも言わない梅花には本当に感謝である。

　また対外的にも、真桂が留とどまっていることで「ふだんとは違う」雰囲気を、あって当然のように思わせている。なまじ旻だけを入れて、ふだんとは違うということをこそこそ隠しているよりも、そのほうが発覚しにくいという考えによるものだった。

　そう、真桂は留まっている。こちらの事情で無理矢や理り引き留めているはずなのだが、ご本人はなぜか非常にご機嫌である。

　そして、名目が名目なだけに、小玉は詩作に励まざるをえない状況が続いている。それも三日。

「娘じよう子し、それでは平ひよう仄そくが合いませんわ」

「そ、そうですか……」

　なぜか丁寧語になる。詩語集を首っ引きで言葉を組み合わせているのだが、後に絶代の女流詩人と呼ばれる真桂に、ばっさばっさと切り捨てられるばかりである。その横では旻が、興味深そうに小玉の手元をのぞき込んでいた。

「こういうのに興味あるの？」

「はい」

　こくんと頷うなずく姿はごく普通の可愛らしい女の子である。言葉遣いも丁寧ではあるが、初めて会ったときのような慇いん懃ぎんなところがない。

　きっと本来はそういう子で、それだけに周囲から抑圧されてきたのだなということがうかがえ、なんとも不ふ憫びんであった。

　今の彼女には、外に面したところには出ないように言いつけ、本人も積極的にその言いつけを守っている。それ以外では自由に宮の中を動くことができるようにしているのだが、本人があまり動き回りたがらない。五日間孤独に過ごしてきた反動か、彼女は人のいないところが嫌なようで、特に小玉の近くにいたがった。それは好きにさせている。旻が今仕えているという名目の真桂も、おおむね小玉にくっついて動いているため、旻が小玉と一緒にいても、傍はた目めに違和感はなかった。

　小玉はこの数日で、どうやら旻からの信頼を得たようだと思っていた。小玉が彼女のことを文林に言うつもりだということも、きちんと納得してくれた。あとは文林本人に話すだけなのであるが、あの男こういうときに限って小玉のところに来やしない。だがそろそろ来てもいい頃である。

「ねえ、今日は大家がお見えになるか、確認してくれる？」

「かしこまりました」

　側に控えている梅花に命じる。皇帝のお渡りがないか気にするなんて、なんだか普通のお后きさき様みたいな命令だなと、ちょっと面白く思った。

「娘子、もし大家がいらっしゃるのであれば……わたくしは自分の宮に帰ったほうがよろしいですわね？」

　そんな彼女におそるおそるというふうに、真桂が申し出てくる。

「いや別に？」

　文林の一人や二人が来たからといって、部屋数が足りなくなるわけもない。なんてったって寝る部屋は小玉と一緒なのだ。だから今日も泊まっていけばいいじゃないと言ってくる小玉に、彼女はなにやら切なげに吐息をこぼしながら言った。

「いえ、見るのが辛つらいのです」

「……なにを？」

　返答せず、真桂は文林の訪問が決まった時点で、名残惜しげに自分の宮に戻っていった。だからそんなに帰るのが嫌なら、泊まっていけばいいのに。

　なお、もちろん真桂は旻を連れていかない。彼女は「鴻が気に入ったから」という理由で小玉が引き取り、鴻の子守としてしばらくこの宮に留まることになった……ということにした。







　さて、文林がやってくるや否や、小玉は言った。

「文林、寝よう」

（訳：内密の話があるから、二人だけになっても不自然じゃない部屋に入ろう）

「……誤解を招きかねない上に、色々と足りないその言葉遣い、なんとかならないのかな、お前」

　それでも小玉の意図どおりにさっさと動いてくれる彼は、なんだかんだで優しい（ときもある）男である。寝室に移動して、二人で寝台に座り込むと、彼が促してくる。

「それで、話があるんだろ？」

　本当に話が早くて助かる。

「文林。例の行方不明の子のこと」

「もしかして今、お前のところにいるのか？」

　……いや、それは話早すぎ。

　文林は顔を軽くしかめて言った。

「お前な。いくら未婚で年若い皇族男子とはいっても、結婚していてもおかしくない年頃の男を側に置くのはな」

「あれ、問題そこなの!?　……あっ、いや、そこだったら問題ないから、あの子、女の子だったから！」

「女？」

　文林の声に軽く驚きが混じった。とはいっても、こういう状況にしてはまだ冷静さを保っている。ねえこの男、なにしたら驚くの……と、ふだんから色々と文林を驚かせている自覚があまりない小玉にとって、文林は常に理解に苦しむ生き物である。

「そうか、女か……だからあいつ、なにも言い残さなかったのか？」

　言葉の最後のほうは呟つぶやきだったため、小玉にははっきり聞き取れなかった。しかし特に気にしない。得た情報をせっかく告白し始めることができたから、このまま最後まで持っていきたい。

「そう、女の子。お母さんが人質に取られたって」

「気の毒だが、それは多分、もう生きていないだろうな」

　きっぱりと文林が言い放つ。非道な見解だが、小玉もそれに同意する。

「うん、そうだろうと思う。あの子もわかってるようだった」

　さすがに信じたくないという気持ちは、持ち続けているようではあるが。

「それは賢いな」

「うん。で、彼女は被害者なわけですよ。だから、義龍と一緒に殺すんじゃなく、証人として生かす方向でここは一つ」

「なんだお前、俺があいつを殺すつもりだってこと、わかってたか」

　まるでなんでもないことのように人でなしな発言をする文林に、小玉は内心うわあやっぱり、でもあっさり認めちゃうかと思いながら、肯定する。

「わかってる」

「ならわかるだろう。証人としての価値がなくなったら、俺がどうするか」

　彼は淡々と、人でなしのままである。しかし、彼はお為ごかしを言うでもなく、考えていることをつつみ隠さない。その彼をただ責め立てるだけでは、自分の望みは永遠に叶かなえられないのだと、小玉はわかっている。だから小玉も淡々と言い返す。

「そこをなんとかお願いしたい。確かに彼女は事情が事情だとはいえ、義龍の言うがままに動いた。だけど、相手はまだ十二歳で責任能力もまだぎりぎりない年齢だと、あたしは思ってる」

　無表情に聞いていた文林の表情が、ここで今日一番動いた。

「……十二歳？」

「うん、十二歳」

「十二歳か……」

　あれ、このやりとり前にもやった気がする……小玉は記憶をたどり、先日十七歳の少女たちと芋を食べたことを聞かせたときに、文林が今と似たような反応を示したことを思い出した。

　十七歳は、彼が軍に入った頃の年齢だった。しかし十二歳が彼にとってどういう意味を持つのかは、考えてもちょっと思いつかない。というか、その年頃の彼とは出会ってすらいなかったのだから、わかるわけがない。

　なにがあったんだろうなと文林を見る。彼は目を伏せて考えていたが、ややあって顔を上げた。

「……わかった」

「わかったの!?」

　自分で言うのもなんだが、この男がここまですんなり説得されるとは思わなかった。なにがあったんだ十二歳のとき。

「お前の意向に添えるよう、最大限善処する」

　そう来たか。

　ずるい大人の返答である。しかし、小玉も小玉でずるい大人であるから、その言葉が最大限の許容であることはわかっていた。だから更なる言質を取ろうとやっきになったりはせず、ただ彼の手を取って、こつんと額に押し当てた。

「ありがとう」

「……そこまで旻に情が移ったか」

「うーん、少し違うような……ああ、まあ、言葉にしたらそれが一番正しいかもね。『情が移る』でいい」

　表現することって難しいものだ。自分と文林の関係だって、ざっくりまとめれば「夫婦関係」の一つである。それを主張したら、世の夫婦たちに石投げられそうだ。できれば明慧夫妻からは投げられたくないものだ。

「あと多分、鵬ほうのこと、正直まだ忘れられない」

「……そうか」

　結局死なせてしまった文林の次男のことは、今になっても心の中のしこりとして残っていた。

　なんともなしに二人、沈黙する。やがて文林が口を開いた。

「話はこれでおしまいか？」

「うん、あ、待って。一つ聞きたいことがある」

　小玉はぱっと顔を上げた。

「なんだ？」

「十二歳のとき、あんたなんかあったの？　あたしが聞いていいことだったら、少し興味がある」

「ああ……」

　文林はなんともいえない笑みを浮かべた。どこか苦いものが混じっている。亡くなった母親のことだろうか……いやしかし、彼の母は彼が十歳になる前に他界しているはずだ。あるいは彼の祖父母のことか。

　これは聞いてはいけないことだったかなと思った小玉は、さっきから握っていた彼の手から自分の手を離しながら、「ごめん、もういい」と言おうとした……。

「俺自身の話じゃない」

　その直前に彼が口を開いた。

「ん？」

　彼は自分の手から離れていく小玉の手を、今度は自分が軽く握り、更に言った。

「もし、あのときに子どもが生まれていたら、十二歳にはなっていたんだろうなって思って」

　だがその言葉に、小玉はびしりと固まった。

　あのとき。子ども。十二年前。

　……心当たりは、ある。しかし、彼がそういう話を蒸し返してくるとは。




　話は十数年前にさかのぼる。

　小玉にとって真っ黒に塗りつぶしたい過去の話である。







　それは、暴君ではないがすんごい駄目と名高い文林の異母兄が崩御した頃の話だ。唐突に、小玉は左遷されることが決まった。理由は、文林の甥おいにあたる新帝が、異母妹にあたる帝てい姫き──例の王太妃をとっとと嫁に出すことにしたからだ。どうやらそこには、地方の皇族とつながりを作りたいという思惑もあったらしいが、多数の問題を残した父親に甘やかされた妹姫を、よそにやりたいという思惑もあったらしい。

　それに伴い、当時彼女の側近くで仕えていた小玉は、彼女が嫁に出されるのと同時に任を解かれ、僻へき地ちに赴任することが決まった。降格込みで。個人的にそのことはどうでもよい。どうでもよくなかったのはその後の自分の失敗で、その発端は左遷の報告を兼ねて、文林を飲みに誘ったことだった。

「完全にあおりを食らった形じゃないか、それ」

　と、その際に話を聞いた文林は酒をあおった。どう見ても彼は憤っていた。一方、小玉はその処分に対して、あまり悲観していなかった。なんてったって命じられた赴任地は実家に近かったのだ。出征に次ぐ出征でもう何年も帰省できなかったが、今度こそ行けるという思いで、むしろ嬉うれしくて仕方なかった。文林の手前、にやける顔を隠すために自分も酒をあおったのだが……気づいたらお互い素っ裸で、安宿の寝台に転がって朝を迎えていた。びっくりするくらいわかりやすく一夜のあやまちである。

　その日、先に目覚めたのは小玉のほうだった。

　いっそ腹が立つくらい爽さわやかだった朝日を覚えている。そしてその朝日の中に、どこからどう見ても事後な自分たちを認めて、自分の愚かさと二日酔いで吐きそうな気持ちになった。

　記憶は完全に吹っ飛んでいたけれど、襲ったのは多分自分だ。

　当時小玉はそれなりの交際歴はあるものの、ちょうどつきあっている男性がいず、ほどほどに男日照りの状態が続いていた。対して文林は、なんというか、まあ……異性関係に慎重な人間だった。彼の名誉のために、そうとのみ表現しておく。

　そういう女と男の場合、どっちが相手に手を出すかといったら、それはもう。

　これがあと五年くらいたった頃であれば、お互いなんとなく相手のことを意識していたことだから、そのまま勢いで交際が始まっていたかもしれないが、当時はそうではなかった。

　だから申し訳なさに満ちあふれた気分で、土下座しながら文林を起こした小玉だったが、不幸中の幸いで、文林でさえもなにがどうなってそうなったのかまったく覚えていなかった。あの、記憶力の権化でさえもである。あの日、どれだけ飲んでいたのか想像するのも恐ろしい。

　したがって小玉のとった手段はただ一つ、「なかったことにする」であった。これですっきり解決（したように見せかけることが可能）である。そう、解決した。あれは解決したことなのである。

　唯一気になったのは、その一晩で妊娠した場合のことであり、そのときのみこの話を蒸し返そうということにした。しかし、そういう事態にはならず、小玉はその直後に元気に左遷されたし、文林も文林でなんでか急に女遊びに目覚めたしで、なんとなくうやむやのうちにこの件は終わった。そして今日に至るまで、この日のことを口に出すことはお互いなかった。

　しかし、十年以上のときを経て、文林がそのことを口にした。そのことに一種の恐怖を覚える。まさか彼はここで、小玉に自らの気持ちを吐露するのではないか。

　小玉は彼の気持ちをなんとなくわかっている。

　しかし、それをはっきりした形のあるものとして突きつけられたくはなかった。わかっていると相手に知られたくもなかった。そう、彼の気持ちに応こたえられない自分であると、知られたくなかった。

　心臓の鼓動が、うるさいくらいに激しくなる。寝間着の下でじわりと脂汗がにじむ。今自分が感じている恐怖は見当違いなものではない……これから示す態度によっては。そういう予感があった。そしてそういう予感は信じすぎてはいけないが、ないがしろにしてもいけないのだとわかっていた。

　緊急時になればなるほど冴さえる女──かつて、明慧にそうからかわれた自分の本領を発揮するのは、今をおいて他にない。

　小玉はあいまいに笑った。そんなこともあったかしらね、という体を装って。

「子どもね。お互い、そんな年でもおかしくないのよね」

　言葉選びとしては無難すぎるなと思って、少し付け足す。

「……丙もね、もう十八なの」

　なぜか文林が自分の息子より可愛がっている、自分の甥の名前を出す。これで彼の意識をそらせたらと思った。

　確かに話はそらせた。だが、

「あいつもうそんな年か……嫁の来手はまだないのか？」

　あっ、そう来たか！

　これはこれで痛いところを突かれて、小玉は内心で頭を抱えた。甥が晩婚になるのはこの際色々と諦あきらめているが、この男はまったく諦めていないというか、いいところの娘さんを丙の嫁にしようと画策している。本当に余計なお世話だ。それらの話は小玉から一切合切断っている。

　一応それは独断ではない。もし本人が乗り気だったら血を吐く思いで後押ししようと、甥に確認の手紙は出している。しかし、「文林小お父じちゃん──違った、今はもう叔お父じちゃんか──がこんなこと考えてるんだけど、あんた話進めたほうがいい？（ほぼ原文ママ）」と問い合わせたら、悲鳴のような返事がきた。書き言葉に「悲鳴のような」という表現はおかしいかもしれないが、とるものもとりあえずというような適当な紙で、「お願いやめて（完全に原文ママ）」とのみ書き殴られたそれは、まさしくそうとしか表現しようのないものだった。

　前に文林が文字から相手の状態を読み取ったとき、こいつ超能力者かと思ったことがあるが、意外に誰でもそういう経験はできるらしい。

「馮王家のな、姫がやはりいいと思うんだが」

「えー……」

　文林が、最初にお断りした娘さんをまた持ち出してくる。なぜ原点に戻ったお前。しかもその子はまだ十一歳のはずである。うちの甥は十八歳。十年早いという言葉がぴったりだが、それを言ったら本当に十年後に蒸し返されそうなので、口には出さないでおく。

　かといって、話を元に戻すこともできない。だって元々、そこから話をそらそうとしてこうなったわけなのだから……。

「まあいい、話を戻す」

　こちらの考えを読んでるんじゃないかと思うような絶妙さで、文林が一番嫌な話の持っていきかたをする。

「いや戻すもなにも……そんな、ねー。起こらなかったことについて、今更、うん……うん」

　返し方が我ながら適当すぎる。頭の冴え云うん々ぬんなど、もはや遠い彼方かなたの話になっていた。というか、困ったときほど頭が冴えるという理屈なら、今こんなに頭が冴えてないんだから実は大して困ってないんじゃないの自分……と、逆説的に自己分析する小玉は、もちろん現実逃避している。もはや、この後の展開がまったく読めない。

　ところが、である。

「……そうだな。起こらなかったことだ」

「うん？　いや、うん！」

　──えー！　豈あに図らんやこういう展開になっちゃうとは！

　脳裏の言葉が部分的に古くさくなるくらい意表をつかれたことに、文林はあっさり引き下がったのである。彼は小玉の手を放し、掛布を一枚引っ張りながらごろりと寝台に転がった。小玉に背を向けて、一言。

「寝るぞ」

「はい、おやすみ！」

　なんでいきなり追及をやめたのかなどと聞いて、自分を窮地に追いやる小玉ではない。転がった文林に更に掛布をわさわさかぶせてやってから、灯あかりを目にも留まらぬ速さで消し、自分も布団に潜り込んだ。こちらも文林に背中を向けて、目を閉じる。まだ心臓がうるさく鳴っていた。

　背後の気配を強く意識する。彼は「寝るぞ」と言いつつも、眠る様子がない。自分も眠れそうにない。

　もしかして気づかれたのか、という思いがある。自分が文林の内心を薄々勘づきながらも黙っていることを。そうであるから、ああいうことを言ったのだろうか。でも気づいているならば、それはそれで中途半端な態度だ。本当にどっちなんだろう。

　実は、別に気づかれてもいいのではないかという気持ちもある。知られたら知られたで、文林にあんたのこと好きになれないから、ということを認識させるだけのことだ。

　だがそうなったら彼は傷つくかもしれない。それを嫌だと感じる気持ちは、文林が自分に向けるものに似ていて、それでいて同じものにはなり得なかった……そうなればよかったのに。あるいは勘違いできればよかったのに。

　そう、こんなに近い感情なのだから、それが男女の情愛なのだと錯覚できればよかった。しかしもっと若い頃ならばともかく、主に悪い意味ですれてしまった今の小玉には無理な話であった。

　悩む小玉はやがてある考えにたどり着いた……ご多分にもれず、文林が頭を抱える方向に。




　──もう面倒くさいから文林、他の女好きになってくんないかな。




　このままの関係でもいいかなと思ったこともあるが、考えてみれば彼はまだ三十二歳である。枯れるにはまだ早すぎる。かなり前から「疲れた」とか言って、小玉の宮にしか通ってない彼だが、いいかげん疲れもとれていい頃である。

　政治的な思惑がある女性との関わりは確かに面倒くさいのだろうが、そういうことが関係ない女性だっているはずである。立場に合った愛し方ができなくたって、世の中広い。そういう愛に見合う女は、きっといるはずだ。

　それに今、後宮の人員整理が進んでいて、若い妃ひ嬪ひんたちが出ていく準備が終わりそうである。完全に終わる前にもう一度、文林に意思確認をしようと小玉は決意する。この美人たちを追い出して、あんた本当に後悔しないのと。うまくいけば運命の出会いを演出できるかもしれない……。

　背後でまだ起きている文林が人の心を読む能力を持っていないことは、彼にとってまことに不幸なことであったし、小玉にとって幸運なことであった。そしてこの幸いなる人は思考する能力のほとんどをこのことに費やしてしまっていたため、文林の旻への対応について不自然なことがあると、しばらく気づけなかったのだった。




　　　　※




　なんかひっかかることがある。

　そのことに気づいたのは、小玉が「文林に新たな出会いをあげよう計画」を練り始め……たところで、今はそれどころではないと気づいて凍結してから三日後のことだった。それから数日間、喉のどにひっかかった小骨のようにその「なにか」がずっとひっかかり続けている。なんだろうなあと思いながら、小玉は旻の手習いの面倒を見てやる。

　彼女はすっかり小玉の宮での生活になじんでいて、名目上のことだった鴻の面倒もしっかり見てくれている。そして、なぜか先日謝られた。「この前皇后さまのこと、泣いてる赤ちゃんを放っておいて平気な人だと思ってすみませんでした」と。乳母から聞くに、どうやら鴻がわがままいっぱいで、旻の手を盛大に煩わせたらしい。むしろうちの子がごめんなさいという感じである。

　その彼女と小玉は今、一緒に習字をしている。

　旻が小玉の書いた字をまじまじと眺めた。

「立派な手しゆ蹟せき……」

「そう？　ありがとう」

　褒め言葉を素直に受け取る。さすがに能書家とまではいえないが、自分でもけっこううまく書けていると思う。

　字を見つめながら、旻が話しかけてきた。

「皇后さまは、とても……ええと、風光明めい媚びなところのご出身だと伺いました」

「いやそれは普通に田舎って言っていいのよ」

　頑張って言葉を選ぶ気遣いが、かえって心苦しい。

　小玉の出身は、この国でも有数の田舎中の田舎である。辺境とか言われても、住んでる当事者から文句が出ないほどである。

「ええと……それなのに、どこでこのようなことを勉強なさったんですか？」

　小玉に言葉の続きを促され、旻が問いかける。その内容はまっとうなものである。この国での識字率はかなり低い。帝都に住む者でも読み書きができない者はざらにいるくらいだ。その状況で、貧農の出である小玉がここまですらすらと読み書きができることは、様々な者に驚かれる事柄である。

「どこで……まあ、軍でね」

「大人になってから勉強なさったんですか！」

「そうね」

　小玉は二十歳ほどまで自分の名前しか読み書きできなかった。読んだり書いたりする必要がある場合は、基本的に誰かに頼んでいた。しかし、ある程度地位が上がるとそれでは困ることがあったため、身近にいた者を師匠にしてかなり必死に勉強し、我ながらめきめきと上達した。

　そのときの師匠……というか、今の師匠でもある文林は、当時からきれいな字であったが、今ではそれこそ当代の能書家という定評を確立しつつあるほどの腕前だった。若干業腹なところはあるが、師匠がよかったということは認める。

　長いこと彼に師事したおかげで小玉の書く字は、文林のそれに非常に似通っている。だからといってなにがどうというわけでもないが、時々思うことがある。自分の中のいくらかの部分は文林によって形作られたのだな、と。

　なお当時、詩作の勉強もさせられたが、そちらは全然伸びず今日に至ってしまった。これはもう向き不向きの問題な気がするが、だからといって諦めるわけにいかないのが今の立場である。初めて習った頃に、もうちょっと真剣に取り組んでいればよかった。

　ひとしきり質問を終えると、旻は見本を見ながら字を書き始めた。

「旻ちゃんの筆、とてもきれいね」

　とても精せい緻ちに飾られた豪ごう奢しやなものだ。後宮の庭にひそんでいたときも、彼女がずっと懐に抱えていたものだ。よほど大事なものなのだろう。

「はい。お母さんがくれました。これを使って上達しなさいって。お父さんが……くれたものだって」

　言葉の最後のあたりで、彼女の声に暗さが混じる。この状況に追い込んだ父親というもの、その父から受け継いだ血のことについて、当然だが彼女は複雑な思いを抱えているようだった。

　そういうところが、文林に似ていると思う。

　文林がなぜ今の位についたのか、小玉はまだ知らない。しかし熱烈に望んで今に至ったわけではないということは、わかっていた。小玉は彼が皇帝の血を引いていること自体、彼の即位直前まで知らなかった。それでも彼が父親に対して抱く思いがあたたかなものではないということは、昔から知っていた。彼は自分に流れている父親の血を、今でもどこか忌避している。その血のせいで事ここに至ったと考えている面さえある。

　それがどうしても、目の前の少女と重なって見えるのだ。だから自分はこの子のことを、こんなにも気にかけているのだろう……願わくはあの男みたいに、ひねくれきった性格にはならないでいただきたい。

　文林にだって旻のようなあどけない時期があったかどうかはかなりあやしいが、あったと仮定すると、あんなにゆがんでしまったのだ。この子だって仮に生き延びられたとしても、今後次第ではどうなるかわかったものではない。あの男二号とか本当に勘弁してほしい。素直そうな少女の横顔を眺めながら、この姿が今だけのものにならないことを強く願った。

「じゃあ、次の字書いてみようか」

「はい」

　女二人で和わ気き藹あい々あいと書の道を歩む光景は、傍はた目めから見てもほほえましいものだったことだろう。しかし、そのほほえましさとは真逆の雰囲気をまとって、梅花が息せき切って入ってきた。

「娘じよう子し！」

　黙々と「乾けん坤こん一いつ擲てき」とか書いていた小玉と旻は、驚いて顔を上げる。

「娘子……娘子！」

「何事？」

　小玉は立ち上がり、女物の衣装も気にせず大おお股またで梅花に歩み寄る。彼女の青ざめた顔、ただごとではない。

　さすがに梅花は慌てていたとしても有能であった。端的に事態だけを伝える。

「あの……謀反にございます！」

　その事態がとんでもないことであるが。

　旻が息をのむ。これが本来とるべき態度であろう。しかしその言葉に小玉は、顔色を変えずただ眉まゆを上げて一言。

「そう」

　そして目を閉じて考え始める。今、一瞬で頭が切り替わったのを感じた。

　驚くことは後でもできることで、今しかできないことがある。やるべきことは状況の把握、そして行動。

「……まず、誰が？」

「礼部尚書、羅義龍です」

「どうやって？」

「急に兵が、乾けん極きよく宮に押し入ったそうで……」

「内部の手引き……？　あるいは禁軍が一部裏切ったか」

　小玉の声に苦いものが混じる。武官として同輩を擁護したい気持ちはあるが、そういう気持ちを判断に直結させてはいけない。

　小玉の脳裏に宮城の見取り図が浮かぶ。中央に皇帝がいる乾極宮、その東に今は空位だが皇太子が住む震しん極きよく宮がある。西には皇后以下妃嬪が暮らす後宮こと坤こん極きよく宮がある。ただし坤極宮については正式名称で呼ばれることはほとんどない。大抵は「後宮」と呼ぶし、あるいは歴代の皇后が賜る宮であり、つまり今小玉が住んでいる宮の名前である「紅霞宮」という呼び名をもって坤極宮を指す。

　ただしややこしいので、小玉は自分の住んでいるところを指すときのみ、「紅霞宮」という呼び名を使っているが。本当にこの業界、総称とか別称とかが煩雑すぎてやってられない。

　さて、宮城の南、乾極宮に隣接して皇こう城じようがある。ここには官庁の建物が密集している。おそらくはこの皇城から宮城──乾極宮へ兵がなだれ込んだのだ。

　もちろん宮城内にも外にも兵は配置している。事態が伝達されさえすれば、それらはすぐに動くだろう。だが、それを待つことはできない。

　小玉は筆を置いてすっくと立ち上がった。おびえた様子の旻に一声かける。

「旻、そこにいなさい。あたしは少し出かける。すぐ戻るから安心して」

「……はいっ」

「梅花、ついてきて」

「は、はい」

　小玉は上衣を脱ぎ捨てながら部屋を出た。梅花がその後を慌てて追ってくる。

「梅花、人をやって玉ぎよく鈐けん衛えいの柳りゆう校こう尉いとその隊を呼んで。後宮を突っ切る許可を出す。急いでこの紅霞宮まで来るように。彼女ならそれで来る」

「娘子、それは……」

　梅花の声に単純な驚き以外のものが混じる。

　玉鈐衛──後宮のすぐ横を警備する部隊は、基本的に女だけで構成されている。だからこそ後宮の内部に入れることができる。

　女だけとはいっても勝手に兵を通すのはだいぶ……いやすごくまずい。梅花のためらいはそれを知っているからだろう。小玉ももちろんわかっているのだが、今はそれどころではない。

　小玉は、彼女を一いち瞥べつもせずに促した。

「早く」

「か、かしこまりました」

　だいぶいい年のおばちゃんを走らせるのは心苦しいが、今はそれどころではない。小玉は走り去っていく梅花を横目で見送りながら、大股でずんずん歩いた。歩きながら帯をほどく。動作と思考を並行させる。

　羅義龍とて、宮城を取り巻く数多あまたの兵を相手どるつもりはないであろう。つまり、彼が動いたということは、その兵が動く前に片をつけるつもりとそれができる見込みがあるからなのだ。つまり、皇帝を捕らえるか……殺すか。

　だから待っていられない。彼の思惑より早く動く必要がある。そして最も早く動くことができるのは、他ならぬ小玉だ。それにしても、宮城に目を光らせていて本当によかった。おかげでどこよりも迅速に情報を得ることができた。

　兵を最も早く動かすとしたら、宮城の西、後宮周辺を警備している玉鈐衛から兵を借りて、後宮をまっすぐ通過して乾極宮の西面から突入するしかない。もちろん兵を借りるための正規の手続きを踏む余裕はないため、各方面には完全に事後承諾になる。本当は武威衛が近くにいればよかったのだが……そこならば小玉の部隊があるので、自分の手足のように扱える自信があるし、手続きも必要はなかった。

　とはいえ、無い物ねだりをしていたら話が始まらない。それに、小玉の部隊がいたらいたで困ることもあった。小玉の部下たちは男女混成なので、今呼び出している部隊と違って後宮に入れることはできない。だから現状は現状でよい面もあった。

　何枚も重ね着している衣装を次々と脱ぎ捨て、肌着の状態で小玉は自分の部屋に踏み込んだ。いつ必要になってもいいように準備してある戦装束を手に取り、手早く身につけた。そして武器を手に取る。

　準備を終えて紅霞宮の門の前に出た頃、視界の隅から武官たちの一団が現れた。かなりの速度で近づいてくる。やがて小玉の前に来たところで、先頭の馬から人が飛び降り、礼をする。

「娘子。お呼びと聞き、まかり越しました」

「柳校尉、ご苦労。手短に話す。宮城で謀反が起こった。大家に危険が迫っているため、指揮権を移譲するように。すべての責任はわたくしが取る」

「……御意」

　一瞬の沈黙は反発や保身によるものではないとわかっているので、小玉はあえてそれを無視した。

「馬を貸して」

「はい……馬を！」

　柳校尉の声に従って、一人の女が馬を引っ張ってくる。小玉はそれにひらりと飛び乗った。兵たちに向かって声を張り上げる。

「これより大家の御おん身みを守り参らすため、そなたたちの力を借りたい！」

　その言葉に、武器を持った女たちが声を上げて応じる。

　なお、この部隊に女しかいない理由は二つである。一つはいくら塀で隔てられているとはいえ、うっかり後宮の女たちが兵と恋に落ちるかもしれないのでそれを防ぐため。もう一つは、後宮の横では危険なことがめったに起こらず、比較的非力な兵を置くことができるためである。

　今はそれほどでもないが、小玉が軍に入った頃は、小玉も含め女性兵の大多数はやむなく兵になった者ばかりだった。当然、戦う能力などはなきに等しく、そういう者はこの衛で訓練を受けた。もちろん小玉も、十五歳で徴兵されてから最初の一年間は、この部隊に配属されていた。そのときの教育係が実は柳校尉であるため、軍においてのつきあいは彼女とのものが一番長い。

　問題はこの部隊がそういう事情で成立しているため、練度自体はかなり低いということである。しかも昔から前線に送り出されることが少ない部隊であり、戦時下ではない今、実戦経験のある者はそれほど多くない。長引くとこちらのほうが確実に負ける。したがって短期決戦で片をつけるよりほかない。もしそれが失敗したら、援軍が来るまでの時間稼ぎに徹するしかない。その場合の被害は甚大なものになるだろう……。

「娘子」

「なに？」

　暗い思いを抱え始めた小玉に、馬を寄せて柳校尉が話しかけてくる。

「うちの者たち、あこがれの娘子のお召しと聞き、張り切っております。今日はよき戦働きをお見せできるかと」

「そ、そう……」

　小玉の危き惧ぐを読んだかのように声をかけてくる柳校尉に、小玉はなぜだか少したじろぐ。女性で初めて将官になった伝説の存在として、小玉は二十代になった頃から、年下の女性武官にやたらときゃーきゃー言われてきた。その都度複雑な思いを抱えてきたものだ。

　そして小玉が皇后となった今では、その感情はもはや超越的存在に対するものに変化しているらしく、小玉の部隊に入ってきた新人娘三人組も、小玉を遠くから眺めている姿がしょっちゅう目撃されている。しかも時々拝んでいるらしい。そんなことされても、現世的利益も神様的ご利益も授けてあげられないのに。

　正直、こんな形でもてたくはなかった。普通に男の人にもてたかった……ただし、文林を除く。あれは普通じゃないから。

　その普通じゃない男は、今頃なにを考えているんだろう。小玉は今向かっている乾極宮に思いをはせた。







　　　　※




「出てくるがよい、僭せん主しゆめ！」

　普通じゃない男こと文林は、そのとき乾極宮の特に奥まったところで外からの声を聞き、懐かしい呼ばれ方だなと特に感慨もなく思っていた。即位当初はそのようなささやきをよく耳にしたものである。そういえば去年起こった謀反でも、相手は文林のことを僭主と称していた。きちんと所定の手続きを踏んで即位したというのに、大した物の言いようである。

「それにしてもあいつ、本当に声がよく通る」

　むしろその事実のほうに心が動かされる。建物の中にいるというのに、羅義龍の声は聞き間違えていないこと確実というくらい、一言一句はっきりと響いてくる。そういえばかつて上奏文の読み上げの際も、堂々とした声を披露してくれていた。中身のなさを補うかのような見事なものだった。

　そんな回想をしながら文林は泰然と椅子に座っていた。すぐそこに兵が迫っているというのに、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度である。その彼に、宦かん官がんの一人が焦りを隠そうともせず、脱出を勧める。

「大家、今ならばまだ間に合います。お逃げください！」

「無用だ。不安ならばお前一人で逃げるがよい」

「大家！」

　仮にも心配してくる相手に、文林はにべもない。小玉が見たら、あんたその態度なんなのと呆あきれるところである。

　責めるような宦官に、文林は唇の端をつり上げるだけの笑みを向ける。

「余は、余が生きている限りこの椅子を温めることを先帝陛下に約束した。その余がこの場から離れられると思うか？」

　その言葉に宦官がはっとする。そして感に堪えないというような声を上げた。

「大家……」

　その反応に内心苦笑する。自分の言っていることに噓はなく、そういう約束は確かにした。だが、そのとき場に漂っていた空気には、人の胸を打つ要素はまるでなかったと断言できる。この宦官が想像しているであろう感動的な場面とは、激しくかけ離れたものであるはずだ。

「そこまで仰せになるのでしたら大家、臣はどこまでもお供つかまつります」

　いや、多分その必要はない。

　訂正するのも面倒くさいので心の中でのみ呟つぶやく。予想どおりであるならば、小玉がもうすぐそこまで来ているはずだった。

　羅義龍の声がふっつり途切れ……やがて怒声と剣けん戟げきの響きが耳に入る。

　文林は唇の端を再び軽くつり上げた。




　　　　※




　すぐに片をつける。

　その決意どおりに小玉は動いた。そして終わらせた。

　完全に油断していた羅義龍率いる兵たちの横から矢を浴びせかけ、相手の数を減らしながら動揺を誘う。矢がなくなったところで突撃し、右往左往している者たちを仕留めていった。

　相手側は元々指揮官が武官ではないこともあり、ある種あっけなさを感じるほどであった。しかし、同時に小玉側もそれなりに不利な面を持っていた。なにせ相手より数が少ない。そして弱い。

　あちらの倒れるほうが多いとはいっても、こちら側に被害がまったくないなどということはありえない。腹に剣を突き立てられて絶叫する自分側の兵の様子を目の当たりにしながら、それでも小玉は前に進んだ。そんな彼女に、蜜みつに群がる蟻のようにわらわらと敵が集まってくる。

　馬上から槍やりで敵を突き刺しながら、小玉は目を巡らせる。羅義龍を探しているのだ。あれを早く仕留めなければお話にならない。

　──いた。

　文林がいるであろう建物の前で数人たむろしている。その中になにやらわめき散らしている男が一人。あの無駄に立派な声、間違いない。あれだ。

「どけ！」

　迫る歩兵の頭を蹴け飛とばしながら、小玉は倒れる敵から槍を引き抜き、それを振り回す。周囲がひるんだところで馬を駆り、包囲されている輪を抜けた。思いの外馬の反応が遅いことに舌打ちする。

　白はく夫人がいてくれたらと思う。去年出産した小玉の愛馬は、今頃廏うまやで好物の林りん檎ごを食はんでいるはずだった。奇跡とか起こって、白夫人が主あるじの危機を察知してやってきてくれると嬉うれしいのだが、そんなことは起こるはずもなかった。

　それでも借りた馬は、乗り手がけっこうひどいことを考えているにもかかわらず、健けな気げに働いてくれ、小玉は一人開けたところに躍り出た。槍を放り投げて、背負っていた弓を手に持つ。




　弓に残しておいた矢をつがえる。狙いを定めて射る。

　もう一度。

　更に一度。




　続けざまに飛んでいく三本の矢は、距離もあってか二本は外れたが、一本はあやまたず羅義龍に当たった。太ももを抱えて転がる彼に、運がよかったわねあんた、と冷ややかに思う。とにかく当てることを優先したため、死ぬか死なないかは射た小玉にもわからないことだった。

　しかしとりあえずこの謀反の頭は潰つぶした。あとは完全に烏う合ごうの衆と化した兵を叩たたくだけ……と思ったとき、柳校尉の声が耳に届いた。

「娘じよう子し！」

　振り向くと矢が迫っていた。覚悟はしていたことだった。自分が邪魔をされず矢を射やすい位置にいるということは、相手にとっても射やすい位置にいるということだ。同士討ちの恐れがないから。

　小玉はもう用済みの弓を手放しながら半身になって矢を躱かわした。同時に左腕で急所をかばう。ちょうどその位置に来た弓を、左腕で払うようにして受け止めた。ずぶりと嫌な音と感触が響き、一瞬置いて熱さとも思えるような痛みが腕に走る。しかしそれを無視して小玉は馬を再び駆った。右手で剣を抜き、矢じりが貫通したままの左腕で手綱を取る。

　幸運なことに腕が動かなくなるということはなかった。もちろん今後どうなるかはわからないが、今後のことを考えて今を生き抜くことなどできるものか。特にこういう状況では。

　剣を振り下ろし、目の前の敵兵の首を貫く。誰かを殺すのならば、相応の危険を伴う可能性は常に覚悟しなくてはならないのだった。

　やがて、背後からわっと声が聞こえた。連絡が行き届いたようで、援軍がようやくたどり着いたのである。その中には明慧をはじめとする小玉の部下たちもいた。そのときには相手はすでに十分数を減らしていたが、圧倒的な頭数は「残党」と呼ぶのにふさわしい状態の群れを一瞬で殲せん滅めつした。特に明慧とその夫である樹華の戦いぶりはすさまじく、並んだら筋肉の壁と言われている二人は、壁は壁でも突進する筋肉の壁となって、敵を文字どおり弾はじき飛ばしていった。人が次々と文字どおり宙を舞う。相変わらずすごいなこの夫婦と、小玉は腕から矢を抜きつつ感動の眼まな差ざしで、その光景を見ていた。もう小玉のする仕事はなにもなかった。

　なお、これが初陣となる新入り三人娘たちは、ひーひー言いながら右往左往していた。とりあえず君たちは場慣れしてくれればそれでいい。

　羅義龍は、足を抱えてごろんごろん転がっているところを捕縛された。痛みのあまり逃げようという発想も思い浮かばなかったらしい。これまでずっと上から命令だけしていた奴らしいことだな、と縄を打たれた彼について、蔑さげすむでもなく単純な感想として小玉はそう思った。

「小玉、治療を」

　小玉の腕を見た明慧が言葉少なに促す。しかし小玉はその言葉に対して首を横に振った。治療より前にやらなくてはならないことが、自分にはある。とりあえず適当な布で、傷の上を固く縛った。

　その前に文林が現れた。皇帝の出御に、場にいる武官全員が跪ひざまずく。先頭に立つ小玉もまた同様である。文林は先ほどまで襲撃されていた動揺などかけらも感じさせない態度で、一同を見渡し、朗々と言い放った。

「大儀である」

　全員が唱和する。

「もったいないお言葉」

　文林は歩み寄り、小玉の前に立った。

「皇后、立つがよい」

「……いえ、大家」

　小玉は立たなかった。鞘さやに収めた剣を両手で以もつて捧ささげ持ち、恭順の意を示しながら口を開く。

「わたくしめ……いえ賤せん妾しようは、罪を犯しました。許可を得ず兵を動かしたこと、また大家の御宸しん襟きんを安んじたてまつる場である後宮に兵を通し、荒らしました。賤妾に罰をお与えください」

　周囲から息をのむ音が聞こえたが、小玉はそれを無視した。

　やったことはすべてやむを得ないことであった。それは間違いないことである。言っている小玉もわかっている。

　しかしそれは、実際にそれをやってしまった人間が言っていいことではなく、無視をしてもいいことではなかった。これはけじめだ。どんな事情があったとしても、自分は罰を求めなくてはならない立場にあるのだ。

　顔を伏せながら言い放った小玉に、文林が返した言葉は微妙に場を読んでいないものだった。

「……怪我をしたのか」

　いや、今それ言うことじゃないから。

　そう言うこともできず、小玉は剣を持った手を掲げたまま動かない。矢傷の上を縛った布が、血染めになっていたとしても。

　文林がそれにため息をついた。小玉が手にした剣を奪うようにして取り、厳しい声で言う。

「皇后、腕を下ろせ。負担をかけるな」

「ですが大家」

「下ろせ。なにをするにしても、それはまず怪我を治してからだ。追って沙さ汰たあると心得よ……誰か！　皇后の治療をせよ」

「はっ！　さ、娘子こちらに」

「さあさあこちらに」

「えっ、ちょっ！」

　率先して動いたのは筋肉夫妻である。小玉は軽々と抱え上げられ、そのまま場から退出させられ、侍医の手厚い治療を受けて自分の宮に帰った。そして、包帯でぐるぐる巻きにされた腕を見た梅花など女官や旻に悲鳴を上げられた。なんだか幽霊とか妖よう怪かいとかごきぶりになった気分である。そういう趣旨の悲鳴じゃないということはわかってはいたが、なんだか複雑な気持ちだった。そして鴻は、小玉に抱っこしてもらえない理由がわからなくて、大泣きに泣いた。これはごめんなさい。でもさすがに腕が痛い。




　そこから数日間、ずっと宮に引きこもっている。




　自主的な謹慎という名目で、その間小玉は誰も宮に入れなかった。怪我をしたと聞いてお見舞いに来たがった真桂以下妃ひ嬪ひんたちの訪問も、すべて謝絶している。

　落としどころとしてはこれが一番後腐れがないだろうなと判断した結果である。皇帝である文林が助けに来た小玉に罰を与えたら、まず武官側から不満の声が上がる。かといって小玉がなんの罰も受けないということは、これはこれでまずい。だから自主的に罰を設定するしかない。

　……で、暇だった。

　色んなことを自粛しているので、療養しながらぼんやりと物思いにふけっていた。おおむね文林の思惑についてだ。なにかに気づきそうで、気づけない。なんだろう……そういうもやもやが晴れはしないまでも揺れたのは、ある報告を聞いてのことだった。







「……逃げた？」

「はい」

　梅花からの報告に、小玉はすっとんきょうな声を上げた。

　なにが逃げたかというと、あの羅義龍である。

　捕縛され、牢ろう屋やに放り込まれた彼は、審議が始まる前に何者かの手引きによって逃亡したのだという。

「逃げた……」

　半ば呆ぼう然ぜんとして繰り返すのは、あれほど苦労して捕まえた羅義龍を逃がしたことが悔しいからではなかった。ただ信じられなかった。

　仮にも皇帝に刃向かった者を取り逃がすなどということが、ありえるのだろうか。監視は厳重を極めているはずだ。それなのに羅義龍が逃げだす……生やさしいことではない。

　考え……思考は一点に行き着く。

「逃げた……逃がした、文林？」

　全部彼の思惑どおりに動いているのではないか。

　それである程度の不審な点が説明できた。そもそもなぜ宮城にあそこまですんなりと兵が入ることができたのか。内部の手引きにしても見事すぎる手腕だ。羅義龍にそこまでの能力があるとは思えない。

　しかし、なんのためにそんなことを。

　それは自分に言えないことなのか。事情があること自体、言えないことなのだろうか。だからなにも言わないのだろうか。

　ため息をつく。

　──困った……。

　それは、文林が自分に黙っていることがあるからではない。その事実を飲み込んでしまえる自分がいるからである。

　今の小玉は、そう考えるだけで納得できてしまう。一年前ならば多分怒った。というか実際怒った……あれは自分が当事者だったからではあるが。今回の件は政治的なもので小玉が関与するべき事柄ではないという点でそもそも前提が違うのだが、それでも今ならば文林のことを信じることができる。待つこともできる。もちろんまだ晴れないことがあって、それを知ってしまったら彼の意に反した動きをする可能性もあるが。

　どうしたものか。そう思いながら、なにげなく左手で頭を押さえ……

「いてっ」

　そういえばこっちの腕、怪我してたんだった。

「娘子、御身をお大事に！」

　不意に走る痛みに思わず声を上げたら、梅花にちょっと怒られた。




　　　　※




　そのやりとりからほどない頃。

　手厚い治療を受けて矢傷は治ったものの、傷きず痕あとまでは完全に消えなかった。矢じりが貫通していたのだから、これは仕方がない。それにどうせ矢は接触面が小さいから、それほど目立つ傷痕は残っていない。

　……と思っているのは小玉だけのようで、彼女の腕を取って、さめざめと梅花が泣く。

「痕がこんなに残って……」

　感覚の違いだなあと小玉は、黙って腕を取られるがままにしている。実をいうと腕の矢傷なんか目じゃないほどの傷痕が体には残っており、梅花もそれは知っているはずなのだが、それはそれ、これはこれらしい。

「皇后にもなられたお方に……」

「あー梅花、もういい？」

「はい……」

　このまま嘆かせていてもきりがない。小玉は腕を梅花から取り戻し、まくり上げていた袖そでを元に戻した。

「娘子が快癒なさったこと、大家にご報告いたしましょう」

「別になんかのついででいいでしょ……あ、いや、よくないか」

「はい、よくございません」

　小玉は傷が治るまでは自主謹慎と公言し、その間は皇帝の訪れも完全に拒否していた。鴻はその間小玉を独占できて大喜びであり、小玉としてはなんの問題もなかった。しかし、文林のほうはそうではないようだった。なんでも長男の生母である司馬淑妃が、これを好機と自分のところに来てほしいと熱烈に働きかけてきて、それをかわすのがたいそう面倒くさかったらしい。

　偽装のために真桂あたりのところに行こうとしたらしいが、なぜか彼女たちは小玉に倣って自主謹慎を始めてしまったらしく、それもできなかったようである。彼女たちの義理堅さは驚くほどであるが、なぜ義理がそういう形で発揮されるのかは、小玉にもよくわからない。

　ともあれ、行き場をなくしたおかげで、文林のところから傷が治ったなら早く教えろという矢の催促が来ている。そこまで司馬淑妃のところに行きたくないのだろうか。あんな美女相手にもったいない……確かに性格も頭も悪いけど。その欠点は小玉も認めるところであった。

　やはり彼にとっての運命は、もっと違う女らしい。頑張って探そう。

　そう考える小玉は、淑妃と完全に正反対の自分……そこそこ性格がよくてそこそこ頭もよくて美人ではない自分が、文林にとっての運命の女かもしれないという発想自体浮かばない。頭も性格もよい美人はどこにいるかという方向性で考え始めた結果、李真桂はけっこうよくないだろうかという発想に行き着いていた。おそらく文林にとっても真桂にとっても迷惑な話である。

　ふと、小玉は梅花に問いかけた。

「……あの子、どうしてる？」

「相変わらずふさぎ込んでおります」

「……でしょうね」

　羅義龍の捕縛に伴い──彼、逃げたが──旻の母である呉氏について内密に調査させたところ、案の定彼女はもうこの世の人ではなかった。旻本人は覚悟していたようだったが、事実として無感動に受け止めることができるはずもなく、与えられた部屋にこもって泣き続けている。

「遺体、見つかった？」

　無言で首を横に振る梅花に、残念な気持ちよりも、やはりそうかという気持ちのほうが強い。

「埋葬はね、してあげたかったんだけどね」

「はい……」

　なんでも殺された後、旻の母は服を剝むかれて顔を潰つぶされ、身寄りのない者たちが共同で埋められる墓穴に放り込まれたとのことだった。それだけでも発見が難しいだろうと予測される。その上今は夏であり、死体はとうに腐っているだろう。特定するのは不可能に近い。

　さすがにそれは、旻には言えなかった。母親の遺体が行方不明だということしか伝えていない。

「本当はちゃんと喪に服したいと思うけど、ここじゃね」

「出しますか？」

　彼女の立場──先帝の遺児であるという事実を隠して、外に出してやるのはどうかという梅花の提案に、小玉は首を横に振る。

「まだ色々と片付いていないから」

　今も逃亡中の羅義龍のことはもちろん、文林の思惑についても。

「……皇后さま」

「ん？」




　噂をすれば影、である。




　これからのことをぽつりぽつりと話し合っていたところに、旻がやってきた。目はやや腫はれていたものの、潤みのまったくない目であった。

「どうしたの？」

「わたし、もうここにいちゃいけないと思って」

　大人びた顔つきをしていた。無理矢や理り大人になった顔だった。

　小玉は梅花と目を見交わしてから、口を開いた。

「そのことは、今ちょっと話してた。いつかは、とは思う。でもまだ色んなことが解決してないから、もう少し待ちなさい」

　言い聞かせる小玉に、旻は首を横に振った。

「でもそうしたら、皇后さまにまたご迷惑がかかる……わたしが、最初にきちんとあの男のことを申し上げていれば、こんなことにはならなかった」

「そうしたら、お母さんが殺されてしまうって思ってたんでしょ。それは間違いじゃない……」

「でもどのみちお母さんは死んでた！」

　旻が振り絞るように絶叫する。かぶっていた大人の皮がはがれて、がんぜない子どもの顔が現れる。

「お母さんは死んでた……だから、言えばよかった。そうしたらわたしも殺されたのに。お母さんと一緒に死ねたのに」

　その彼女に、小玉はさらりと言った。

「なら死ねばいい」

　旻が絶句する。梅花が信じられないものを見るような顔を向けてきた。

「じょ、娘じよう子し」

「死にたいなら、死ねばいいの、自分で」

　小玉はむしろ優しささえ感じさせる口ぶりで続けた。

「それができないのは……旻、あんたの弱さのせいじゃない。あんたがわかっているからよ。あんたは生きなくちゃいけないって思っている。それはもうそういうことなのよ……ねえ旻、あたしは生きたい人間の生きる手伝いしかできない」

　初めて彼女の名を呼び捨てにした。

　よどみなく話す小玉を、旻は気け圧おされたように眺めていたが、やがて消沈したようにうつむいた。

「……ごめんなさい」

「怒ってないわよ。でも軽々しく死にたいなんて、言うべきじゃないわね……もう寝なさい」

「はい」

　旻がしょんぼりと部屋を出ていくのを見送ってから、梅花がとがめるように言った。

「娘子」

「わかってる。いくら本音でも、言っていいことと悪いことがあるってことでしょ」

　小玉は固い声で返す。自分でもきつい言い方をしたという自覚があった。怒っていないと旻に言ったのは噓ではない。しかし、なんともいえない苛いら立だちはあった。

　仮に自分が彼女の母親の立場だったら……つまり、鴻が彼女と同じ境遇になったとしたら、鴻には生きていてほしいと思うのだ。意外に自分も母親をやっているんだなと、自分に驚いている。

　あとは……やってられないと思ったのだ。

　彼女に言ったとおり、自分は生きたい人間の生きる手伝いしかできない……あるいは生きたい人間を殺す手伝いを。これまで小玉が戦場で殺してきた人間の大半は、まだまだ生きたいと思っていた者たちばかりのはずだった。だから死にたいと思っている人間の相手までやってられない。

　これはろくでなしの理屈だなと我ながら思った。そういう負い目があったからかもしれない……いや、かもしれないどころかまさしくそうで、小玉は自分が寝る前に、旻が眠っている様子を見に行った。




　そしてもぬけの殻の寝台を見た。




「あの子……！」

　事態の把握と行動は、ほぼ同時に行われた。小玉はざっと部屋を見渡して、机の上に紙が置かれているのを発見した。大おお股またで近づき、手に取る。内容はまあ、お察しのとおりである。これ以上迷惑かけられない云うん々ぬん……それらのことは正直かけらも見ず、小玉は文字に触れた。最後の字はさほど乾いていなかった。まだ遠くへは行っていない。

　小玉は身を翻して部屋を出た。これは時間との勝負だ。

　なるべく足音を殺しつつ、夜の後宮の庭を駆ける。途中、少し離れたところから悲鳴が聞こえた気がするが無視する。

　白い寝間着は夜目であっても目立つ。もしかしたら幽霊と間違えられたのかもしれないが、皇后が夜中に寝間着で走り回っているという事実が判明するよりは、そっちの噂が流れるほうがよほどましである。

　おそらくは、追いつけるだろうと思った。ある程度わかっているとはいえ、旻は後宮の庭を熟知しているとは言いがたい。しかも今は夜だ。しょっちゅうふらふらと出歩いているどこかの皇后に及ぶものではないはずだった。だが、後宮の外に出られてしまっては、さすがに追跡はできない。なんとしてでもそうなる前に、彼女を確保しなくてはならなかった。

　想定しておくべきだったな、と内心歯がみする。旻本人はずっと紅霞宮にこもっていたため、彼女が後宮から出ようと思えばいくらでも出られるということを失念していた。かつて侵入できたのだから、出ていくこともできるわけだ。

　ただ幸いなことに、小玉は後宮の管理者として、また自分が使うかもしれないという打算から、その進入路の場所を聞き出しておいていた。そこに旻が到達するまでに追いつければいい。

　なんでも旻は宮城に連れてこられる直前、最後に母と話をしたときにそれを聞いたらしい。聞くところによると一介の女官だったという旻の母が、なぜそんな経路を知っているのか不明だが、もしかしたら旻の父である先帝が教えたのかもしれない。話を聞いたときに、そこにいったいどういう物語があったのだろうと思わないでもなかった。皇帝と身分の低い女の関係という点では一緒でも、自分と文林の関係とは違って、まっとうすぎる恋物語があったに違いない。

　最短距離を行くために、がさがさと植え込みの間を通過する。

　翌朝、汚れに汚れた上に破れた寝間着を見た梅花からなにを言われるかわかったものではないが、気にしてはいられなかった。枝をかき分けて進んでいると……前方から、遠い悲鳴が聞こえた。甲高い声。さっき（多分）幽霊と間違えられたときとは違う気配をはらんだ声だ。

　小玉は舌打ちして、植え込みから抜け出した。そして寝間着の裾すそを破って、速度を上げた。

「いやだ！　いやだあぁ！　放して！」

　近づけば近づくほどその声が緊迫したものだということがわかる……そしてそれが旻の声だということも。小玉は足下の石を二、三拾った。

　やがて前方に見えた光景に驚きは覚えたものの、先ほど破った裾に石をひっかけて思い切り振りかぶって投げた。草をつかんで抵抗している旻の、髪をつかんで引きずっていた男たちに。

「ぐあっ！」

「な、なんだ！」

　ろくに狙いはつけていなかったので当たりはしなかったものの、間近をひゅんひゅん飛ぶ石に、男たちが動揺する。そこに突っ込んでいって、持っていた石で一人の頭をぶん殴り、一人の股こ間かんを思い切り蹴け飛とばした。武道の精神のかけらもない戦い方であるが、この際そんなことは気にしていられなかった。

「旻、立って！」

「えっ、あっ、なんで!?　あれっ!?」

　ざんばらな髪、涙でぐちゃぐちゃになった顔の旻は、事態をまったく飲み込めないようであわあわするだけであったが、

「立て！」

「はっ、はい！」

　対部下用の小玉の一喝（しかも戦場仕様）に、とりあえず考えることを放棄して、しゃきっと立ち上がった。そのまま彼女を連れて場を離れようとした小玉であったが、

「待て、そこの女！」

　呼び止められ、ゆっくりと振り返る。声を発した男の姿を認めて驚いたが、相手も驚いたようだった。

「なぜ皇后がここに……」

「…………」

　ここでたけのこを掘りに来たのよとか言ったら、さすがによろしくないであろうということはわかる。だが相手をおちょくりたいという気持ちもある。目の前の男が激怒したなら、少し胸がすくだろう。

「命いのち冥みよう加がな男ね」

　旻の母の死に様を知ったときから、あの矢を射たときに殺していればよかったという思いを抱えていた相手。逃げだして以来行方の知れなかった相手がここにいた。堂々とした高官としての姿はなく、ぼろぼろの服をまとい、目は血走っているが、それは間違いなく羅義龍だった。

　なぜここにいるのだろうという疑問に対する答えは、不本意ながらなんとなく持っている。あの男──文林だ。理屈ではないところでの判断だが、後で時間が許すときにじっくり分析すれば確実に理屈がつくだろうという確信があった。つまりあの男、旻の情報を羅義龍に流したのだ。旻が今夜逃亡しようとするところまでは、おそらく読んでいないだろうが……。

「あいつ後でぶん殴る」

　思わず出た言葉に、背にかばった旻がびくりと身を震わす。いや、あんたのことじゃないから。

「その娘を渡せ」

「なぜ？　あんたの立場はもう国賊として地に落ちている。今更先帝の子を担ぎ上げたとして、あんたが権勢を振るう目はもうないわ。しかもこの子は女の子よ。偽装したっていつかはばれる」

「関係ない！　その娘は栝様の血を引いている！」

　血走った目で悲壮に叫ぶ羅義龍だったが、あいにく小玉の気持ちは、栝って誰、である。そんな名前の人知らない。旻の父親である先帝の名前ではない……といっても実をいうと先帝の名前も思い出せないが、確実に栝という名前ではなかった。そこだけはなぜかわかる。

　──……ん？

　ふとひっかかることがあった。自分が言った言葉の中に、なにか核心を突くものがあった気がする……いや今はそれどころではない。

　実をいうと事態はけっこう緊迫したものだった。寝間着のまま飛び出したため、小玉は今武器を持っていない。そして羅義龍の後ろには六名ほどの男たちがおり、それらは皆武器を持っている。身のこなしからしてさほど腕が立つ連中だとは思えないが、さすがにそれらを人一人かばいながら徒手空くう拳けんですべて倒せると思うほど、小玉は自分を過信していなかった。

　──どうする？

　自問自答する。とにかく武器がほしい。突っかかって一人の武器を奪うか……いや。

「お前にはわからないだろうが、私のこ」

「よし旻、後方左走るよ！」

「はい！」

　これから謎の「栝様」の話だとか、羅義龍の悲しいんだか切ないんだかしている過去だとかがまさに語られるというところで、空気も間合いもまったく読まずに、小玉は旻を促してすたこら走った。

「はっ、なあっ!?　お前、お前たち！　待て！」

　一瞬ぽかんとしたような沈黙が漂った後、動揺と怒りに満ちた羅義龍の声が響き、ばらばらと追いかけてくる気配がある。だが遅い。もちろんこのままならば、足の遅い旻を連れている小玉は追いつかれるだろうが、現時点でこれだけの距離があるならば。

　小玉はある木の横を通過しざまに、目立たないように結びつけていた糸を引きちぎった。それとほぼ同時に後ろで、「ぐわっ！」とか、「わあっ！」とかいう声が聞こえる。いつか逃げだすときのためにこっそり仕掛けておいた、追っ手を足止めするための罠わながまさかこんなところで役に立とうとは。備えあれば本当に憂いなしである。

　罠とはいっても綱が一本すねにひっかかる程度の子どもだましであるが、不意を突かれ、しかも夜である。面白いようにひっかかってくれたようで、これで彼我の距離が更に開いた。

「旻、あそこ入るよ！」

「はいっ！」

　前方に小屋がある。あそこが小玉の目指していたところだ。あそこに武器がある。小玉はその中に旻と一緒に飛び込むと、あるものを持って再び小屋の外へ飛び出した。そしてそれを携えて走る。




　それ──くわを。




　今小玉が入った小屋は、庭師の道具をしまう小屋であった。当然そこにあるものはあからさまに農具であるが、むしろ後宮の庭にあからさまな武器があるわけもない。

　しかし、小玉がそれで戦えると判断した理由は、それが小玉だけにとって武器となり得るからではなく、一応くわはれっきとした武器として使えるものだからである。「[image: は]は」というくわそっくり……というより、くわから派生して形もわりとそのままな武器が世の中にある。結局原型は農具のくわじゃないかといわれればそれまでの話だが、大事なのは武器としてそれが成立し、武器としての使われ方も確立されている上に、小玉がそれを身につけているということである。

　しかもくわ……じゃなかった、[image: は]がこの場合うってつけなのは、打撃部が大きいため、防御に適している武器だというところである。今大事なのは相手を倒すことではなく、旻と自分の身を守って逃げおおせることだから、剣よりこちらのほうが、小玉にとってもちょうどいい。長柄の武器のほうが小玉の得手であることからも、好都合だった。

　二人、ひたすら後宮の外れのほうへ走る。内部──紅霞宮のほうへは走らなかった。この位置ならば、外へ逃げて助けを求めたほうが話が早い。そう、小玉は外へ逃げようとしていた。本当に抜け道を用意しておいてよかった。

　走りながらちらと後方を振り返る……一人迫ってきている。

「旻、一人倒す。あんたはこのまま前に走って」

「はいっ！」

　素直で大変けっこう。小玉は立ち止まると振り返りざま身を低くして、相手の足をくわで払った。

「うわっ！」

　相手は不意を突かれていともあっけなく姿勢を崩す。その頭に小玉はくわを振り下ろして昏こん倒とうさせる。鉄製の歯があるほうではなく、その背のほうで殴るだけにしてやったのは優しさや遠慮などではなく、突き刺さった場合抜くのに多少時間を取られるからという、合理性を追求した理由によるものである。

　そして再び振り返ると走った。すぐに旻に追いつく。横目で小玉の姿を認め、旻が安あん堵どの表情を浮かべた。

　そして更に走って、途中追加で二人倒し、抜け穴から後宮の外に出て……小玉はいきなり大軍と対面した。




　なんだこれ。




　あっけにとられて思わず立ちすくむ。確かに宮城は一日中警備されているが、ここまで厳重にするものではない。これは確実に軍が「出動」した規模の包囲網である。しかも……と小玉は並んだ兵士たちとその旗を見て判断する。ふだんこの辺りを警備する南なん衙が禁軍ではない。これは北ほく衙が禁軍だ。皇帝直属の禁軍がここにいるということは、文林の命令があるからに違いない。しかし、どんな命令が下されたというのだろうか。

「…………」

　さて、小玉があっけにとられているのに対し、彼女が向かい合っている禁軍の武将たちもまた判断に困っているようだった。それはそうだろう。いきなり後宮から、ぼろぼろの寝間着を着てくわを持った女が子どもを連れて飛び出したのだ。彼らがなんのためにここにいるのか知らないが、こういうことの対応のためにいるわけではないだろうから、そりゃあびっくりするに違いない。

「……と、とらえろ!?」

「はっ、はい!?」

　したがって、命令にもそれに応じる声にも疑問が混じっていたことに、小玉は笑ったりはしなかった。むしろちょっとごめんねという感じすら持って、くわを地面に放り投げた。これ以上武器は持っていないと、両手をあげて恭順の意を示す。

「旻、このままおとなしく捕まるよ。そうすれば保護してもらえる」

「はい……」

　若干おびえながらも、旻は頷うなずいて、小玉と同じ行動をとった。

　実をいうと、捕まることは想定の範囲内だった。むしろそうなることを望んで後宮から飛び出したのだ。皇后の顔を知らない兵たちに、後宮から逃げだした妃ひ嬪ひんだと判断されて牢ろうに放り込まれる可能性もあるが、少なくとも羅義龍からは逃れられる。また、審問が始まれば嫌でも身分は証明されるので、遅かれ早かれ釈放はされる。その後で各方面に怒られるだろうが……って、なんかもう、なにしても怒られるから本当に困る。今回は仕方ないことではあるが。どういう巡り合わせなんだろう。

　そうして小玉と旻は後ろ手に縛られた。これは自分の顔知ってる奴はいないなと、小玉は諦あきらめている。元々北衙禁軍との関わりは薄いから無理もない。黙って頭上で交わされる会話を聞く。

「よし、ご命令どおり、大家のもとに連行しろ」

「はっ！」

「……えっ？」

　思わず声が出た。さすがに皇帝直行は想定していなかった。というか、どういう命令が出てるんだ本当に。

　この状況、猛烈に文林に会いたくない。とはいえ、抵抗したとしても事態がややこしくなるだけなので、小玉はしおしおと引っ立てられていった。やがて一つの天幕の前にたどり着く。天幕張るなんて、これはそうとう大がかりに軍動かしてるなと思っている横で、小玉たちを引っ張っていた兵士が声を張り上げる。

「後宮から出てきた者を捕らえましたので、連れて参りました」

「よし、入れ」

　中からのいらえがあり、小玉たちは天幕の中に押し込まれた。地面に引き倒され……顔を上げると文林と目が合った。




「…………」




　彼は絶句していた。この前この男なにしたら驚くんだろうと思ったが、さすがにここまでされれば驚くらしい。そして、この事態までは彼も想定していなかったということがわかり、小玉はなぜかちょっと安心した。もしそうだったら、こいつはもう人を超越している。

　彼は武装していた。頭にはなにもかぶっていないものの、甲かつ冑ちゆうを身にまとって、剣を佩はいている。懐かしい姿だった。五年以上前、自分と彼が一緒に戦場を駆け回っていたときに戻ったようで、一瞬自分がどこにいるのだろうと思ってしまった……といってもすぐ現実に戻ってきたが。

　文林の横に立つ将軍たち（さすがに顔見知り）がみるみると青ざめ、やがて青を通り越して真っ白な顔になっていくのが見て取れた。文林が口を開く。

「……とけ」

「は、はっ？」

　小玉を押さえつけていた兵士がすっとんきょうな声を出す。次の瞬間、文林が怒鳴りつけた。

「縄を解け！　そして小玉から手を離せ！」

　しかし、兵士は事態を把握できず混乱している。文林は舌打ちし、乱暴に立ち上がって、ずかずかと小玉に近づいた。そして小玉を押さえつけている兵士を突き飛ばし、腰から剣を抜くと、小玉の縄をそれで切った。

「あっ、ど、どうも……」

　ひとまず礼を言う小玉だが、文林はそれを聞いていないようで、左右に控えていた将軍たちにも声を荒らげる。

「お前たちもなにをしている！　仮にも皇后が縄を打たれているというのに、身動き一つとれないのか！」

　その声にようやく彼らもわらわらと動きだし、突き飛ばされて呆ぼう然ぜんとしている兵士を引きずり出しにかかった。小玉は慌てて声をかける。

「いやいや待ってね！　彼、上の命令どおりにしただけだから！　罰とかはさすがに哀れ！」

「あいや娘じよう子し！　わかっとりますが、とりあえずこいつここから出させてください！」

「ここに残しとくと、下手すれば大家に殺されますんで！　はい！」

「あっ、そうですか……」

　もはや「かわいそう」という言葉ですべてが説明できる兵士が天幕の外に消えていくのを、小玉はただただ見送りながら、彼に幸あれかしと願った。後でちゃんと手を回して、罰を受けてないか確認しよう。

　連れ去られていく兵士に気を取られていた小玉に、文林が声をかけた。

「小玉、お前、なんて格好してる」

「んん？」

　まあ、寝間着である。すんごいぼろぼろで、走ったし大立ち回りも繰り広げたから、はだけてもいる。ついでに捕まったときに簡単に身体検査も受けたし、引っ張られたりしたから半分くらい乳もはみ出てるが、もうなんかここまで極めてしまうとどうでもよくなるというものである。

　しかし、見ている側──文林はどうでもよくなかったらしく、むすっとしながら小玉の襟元を直して、乳をしまう。そして側付きの者に声をかけ、布を一枚持ってこさせると、小玉の体をくるんだ。

「あー、ありがとう。でもそれより旻の縄切って」

「ああ……」

　いたのか、というような淡泊な反応で、文林はそれでも小玉の求めに応じて、旻の縄を切ってやった。

「こ、皇后さまあ……」

　彼女が涙目でひしと小玉にすがりつく。その体に腕を回し、あやすようにぽんぽん叩たたきながら、小玉は文林に話しかけた。

「ねえ、文林……」

　だが、言いかけたところで、天幕の外からわっと声が上がった。

「……なに？」

「今度こそ、本命が捕まったということだ」

　小玉の上げた声に、文林が淡々と応こたえた。もう彼は平静さを取り戻したようだった。







　引きずり出された羅義龍を、小玉は文林の横に立って見下ろした。猿ぐつわをかませられている彼は、小玉たちと違って捕まるときにそうとう抵抗したらしい。今もうんうんうなりながら身をくねらせている。

　文林は腕組みをし、吐き捨てるように言い放った。

「さて、事ここに至った以上、お前の抱え込んでいるものすべて、根絶やしにしてやる。朝廷のものも、後宮のものも」

　──あっ……。

　その言葉を聞いた瞬間、小玉の中ですべてがつながった……気がした。自信はないが、多分そうだ。

「手こずらせやがって……お前のせいで、小玉がとんでもない格好をさらしたんだが、どうしてくれる」

　……それは事態とどうつながるんだかわからないが。

　とはいえ確かに、名ばかりとはいえ夫がいる女のしていい格好ではなかった。それは認める。

　依然うんうんうなりながら文林をにらみつける羅義龍は、全然観念していないようだった。ここまでの不屈の闘志、感服する……そういえば。

「ねえ、文林。栝って誰だか知ってる？」

　羅義龍が言っていた名前を思い出し、問う。文林は思い出そうとする様子も見せず、さらりと答えた。

「先々帝だ」

「ああ……」

　文林の甥おいで、旻の祖父にあたる人だ。なるほど、それは確かに旻は「栝様」とやらの血を引いている。

　うんうんと納得しながら頷く小玉の横で、文林はかがみ込んで羅義龍の耳になにやらささやいた。すると彼は信じられないものを見るように、目を見開いた。

「連れていけ」

「はっ」

　文林の命令で、すっかりおとなしくなった羅義龍が引き立てられていく。文林が彼になにをささやいたのかなど、小玉は気にならなかった。もうそのことはどうでもよくなっていた。

　二人きりになってから、文林に問いかける。

「ねえ、文林。全部あんた、仕組んだんでしょ」

「さすがにお前が捕まるところまでは、仕組んでないんだがな」

　不機嫌そうに答える文林に、小玉は少し笑う。

「そもそもどうやって、謀反を誘ったの？」

「筆」

「筆？」

　文林が淡々と説明する。

「先帝が旻の母に与えた筆と同じものが俺の手元にあった。それを後宮の庭に転がして、わざと発見させてあいつの手元に届けさせた。皇帝と皇后が先帝の遺児を監禁したと、義龍が口実にできるように」

「そう……義龍を逃がした？」

「ああ」

「義龍を後宮に入れる手引き、した？」

「ああ」

　文林は小玉の問いにあっさりと答えた。小玉は更に問いを重ねる。

「それは、義龍の派閥を完全に潰つぶすため？」

「ああ」

「あたしを利用した？」

「……ああ」

　少し間を置いての彼の返答に、小玉は静かに頷いた。

「そっか」

　そもそも、旻が女であるということが判明した時点で、さっさと公表しなかったこと自体がおかしかったのだ。

　この国は女子の帝位相続は認められるが、あくまで男子優先であり、直系またはそれに準じる男子がまったくいない場合のみ認められるものである。だがそうなったのは女性を低く見てのことではない。むしろその逆である。実際、この継承順位を決めた皇帝は女性であった。

　そもそも、宸帝国の継承権は男女問わず出生順に与えられるものだった。初代皇帝は男であったが、彼には四人の娘しかおらず、皇位を娘に継がせようとした結果そうなったのである。男性優位の考えが根付いていた当時、民衆からはかなり反発を受けた決定だったが、建国当初の勢いもあって、それはなんとか受け入れられた。

　結果としてはそれは成功だった。二、三、四代目まで皆女帝だが、揃いも揃って名君と讃たたえられるだけの力量を持っており、建国間もないこの国を揺るぎないものとしたのだった。

　それがなぜ男子優先となったのかというと、それはこの女帝たちの苦労が理由である。

　皇統を途絶えさせないために皇帝は子を作らねばならない。それは男であろうが女であろうが関係なく背負う義務である。しかし、男と女では決定的な違いがある。それは産むか産ませるかという違いだ。

　政務を執りながら妊娠・出産を経験することになった彼女たちは、大変な苦労をした。まだ若かった国には不安材料が山とあり、流産はするし、産んだとしても我が子との時間が持てない。そういう経緯を踏まえ、三人の子を流産した四代目は男子優先継承へと舵かじを切った。

「我らだけならばまだよいが、子孫がそんな苦労をするのは哀れである」というのが、改正にあたっての四代目の言である。後に末子の出産時に産さん褥じよくで死んだ彼女は、この法を必ず守るようにと最期に言い残した。

　さて、先にも述べたが今この国は宸帝国が一度滅んだ後で復興したものである。二度目の国を興した皇帝は、自分が宸帝国の血を引いていない（という説がある）からか、前王朝の法を守ることを頑ななまでにこだわった。したがって、この男子優先の継承も祖法として必ず守るべきものと位置づけられていた。したがってこの国で女帝はもう何百年も即位していない。

　実をいうと去年の謀反の首謀者たちが、馮王家の王太妃を女帝にしようと考えたことがあったが、あれはこの国ではちょっと眉まゆをひそめられる発想なのである。彼らがいかに追い詰められていたかがわかる。

　なお、この国での再度の女帝の登場は、この時点からおよそ百年後に宸帝国がまた滅び、更に五十年後に再興するのを待たなくてはならない。それは小玉にわからないことではあるが。

　それほどのことである以上、いくら皇帝の血を引いているとはいえ、女子を即位させようとしたことがわかった時点で、公表すればそれだけで、旻を擁立しようとした羅義龍の失脚は狙えるのである。




　羅義龍だけの失脚が。

　しかしそれだけでは足りない。




　だから謀反を起こさせた。そして逃がして、後宮に侵入したという事実を作った。それぞれ、朝廷と後宮での彼の協力者を捕らえる口実を作るために。そしてそれらを小玉に対応させた……後宮の侵入についてまで小玉が対応したのは、文林にとっても予想外だったようだが。

「……失望したか？」

「ううん、逆」

「逆？」

　聞き返す文林の首根っこに、小玉は抱きついた。彼が驚いたような気配がする。今日は二度、彼を驚かせたらしい。彼の頰に自分の頰を寄せる。

「文林、ありがとう。あんたあたしをちゃんと『使って』くれたのね」

　去年言った。自分をちゃんと使ってほしいと。今回彼はそうした。自分のなすべきことのための計画に、小玉という存在をきちんと組み込んだ。それが嬉うれしかった。利用されているだけといわれればそうだが、文林は小玉の望みを聞き入れてくれたのだ。この満足感は、誰に理解されなくてもよかった。

「文林、あたしやっぱりあんたに使われたいわ」

「そうか……」

　彼の腕が小玉の体に回り、抱き返してくる。少しの間黙って抱き合っていたが、小玉はふと顔を上げた。

「……ん？　なにか言った？」

「いや」

　今耳元で、文林の唇が動いたような気がしたのだが、気のせいか。

　さほど気にせず、小玉は文林にまた語りかけた。

「ね、文林」

「なんだ？」

「本当に嬉しい。だからあたし、文林のために素敵な女の人探すね」

「おいちょっと待てなんでそうなるんだよ」




　　　　※




　文林は小玉の体を抱きしめた。

　殴り合いや取っ組み合いを除けば、こんなふうに彼女を抱きしめたことなど一度もなかった、多分。絶対と言えないのは、記憶力に自信がある自分でも思い出せない一夜があったからだ。あの日のことを覚えていたらと今も悔やむことがある。しかし、終わったことは終わったことだと割り切ってもいる。

　それなのに、小玉が自分に旻のことを知らせたときに、その話を蒸し返したのは、少し彼女を困らせたかったからだ。会って間もない旻に深く感情移入している彼女に、文林は少なからず苛いら立だちを覚えていた。一瞬、旻のことを黙ってる代わりに、俺の子どもを一人生まないかという腐りきった提案をしようと思う程度には。

　それを言わなかったのは、なけなしの良心が邪魔をしたからというより、それを言ったら小玉が「あ、別にいいよー」と言って、ぱっぱと服を脱ぎ始めるだろうなということが予想できたからだ。彼女はそういう、割り切った関係ならば乗ってくる女だ。嫌がる女を手込めにする趣味はまったくないが、そこまで割り切られるとなあと思えば、その想像だけで萎なえてくる。

　もっとも、実際にそうなったら、萎えるどころではないであろう自分もわかっている。それでも口に出さなかったのは、彼女は多分、生まれた子どもはそれはそれで可愛がりつつも、文林への対応は変えないだろうということも予想できたからだ。それが腹立たしい。彼女が情を向ける相手も彼女に情を向ける相手も、必要がないのに増やしたいとは思わなかった。

　そうとも、自分はそういう連中が気に食わない。特に後者が。

　小玉が恐ろしいほど人たらしなのは、今に始まったことではない。彼女が人を惹ひきつけることを、文林はよく知っていた。それは自分こそが誰よりも知っていると思っている……いやむしろ、誰よりも知っているのは自分でなくてはならないとすら思っている。自分こそが最も彼女にたらし込まれている人間だと。

　そんなふうに彼女にのめり込んだのはなぜだろうと、自分でも思うことはある。

　生い立ちのせいで変に欠けたところがあったせいだろうか。もしそうだとしたら、我ながら安直極まると笑えるが、同時にそういうものではないかとも思う。人間なんて安直で、くだらなくて……いつも渇いているものなのだ。それを潤すものを無条件に飲み干したいと思う気持ちは、いっそ本能といってもいい。そして、文林の前に現れた潤すものが小玉だったのだ。







　文林は四代前の皇帝の息子として生を受けた。文林の母は富豪の家の出身とはいえ身分自体は低い一介の宮女で、人員整理で後宮から出された後、実家で文林を産んだ。そのまま実家で文林を育てたのは、取りも直さず彼が必要のない皇子だったからだ。

　したがって帝室は文林の母である周しゆう氏からの届け出は受理したものの、とりたてて援助するでもなく文林を放置していたのだった。まさか後に彼が皇帝になるとは、誰一人思いもしなかったに違いない。

　母である周氏は文林が幼い頃に病没した。精神はそれよりもっと前に死んでいたから、彼は母の生前から祖父母に育てられていた。祖父母は半ば娘を殺したような孫にも優しかった。だが、それは彼ら自身にも負い目があったからだろう。皇帝の寵ちよう愛あいを得られるかもしれないという望みを抱いて娘を送り出したら、腹に皇帝の子を抱え、憔しよう悴すいして帰ってきたのだから。そんなことを幼い頃から察してしまう程度に、文林は利発な子どもであった。

　生来あまり潑はつ剌らつとした性質ではなかったのもあってか、そういう出生と環境は彼の精神にどこか影を落とした。それでも肉体的には健康に成長した文林は、民間人として軍に入った。帝室に近づこうという意図はあまりなかったのだが、そうするほうが文林にとって都合がよかったのだ。

　文官のほうが向いている自覚はあったが、そちらの道は最初から諦あきらめていた。いくら重んじられていない皇子といっても、政治に関わる仕事をして警戒されずにすむとは思えないし、出世できるとも思えない。だから武官を選んだ。伝統的に文官より武官のほうの地位が低いこの国では、自分はかえってそちらのほうが出世できると文林は見込んだ。

　そしてそこで小玉に出会った。もう十五年も前の話だ。

　彼女は兵卒からの叩たたき上げとしては驚異的な出世株として、すでに名の知られた存在だった。そしてその名に恥じない希代の天才だった。運命を信じない文林でさえ、彼女はなるべくして武官になったのだと思うほどだった。

　しかし、そんなふうに彼女のことを認めるのは少し後のことだ。文林は当初、彼女を嫌っていた。彼女もなぜか自分のことを嫌っていた。あるいは自分は、そのことに無意識に傷ついていたのかもしれない。

　だが実のところそれは特別な扱いだったと思う。小玉はあまり人に対して好き嫌いがない、どこか泰然とした人間だ。よほどのことがない限り自分から人を嫌うようなことはなく、誰かに嫌われてもあまり気にしないというのも、寛大というより冷めているといったほうが正しい。

　そういう面を後に知り、なぜか気分が高揚した。自分はあの女の特別な存在だと思った。その事実に心躍らせるのはなぜかということを、よく考えてはいなかったことを、今でも悔やむ。

　思えば自分たちは、男女関係に至るまでの転機という転機をことごとく踏み外した結果、今の、ある意味どうしようもない関係に落ち着いてしまった。そして、その踏み外した原因の大半は、この時期の文林の無自覚と、この時期に限らず一貫して有り続けた小玉の無む頓とん着ちやくさにあった。

　せめてお互いのどちらかの要素がなければ、もっと違った形で……というのは儚はかない願望だ。それに外部的な要因もあった。

　出会ってから数年後、小玉が地方に左遷された。文林をかばって。

　そのとき初めて文林は自分が小玉に守られていたことを知った。衝撃的だった。守られたことに屈辱を感じるのではなく、自分が彼女の前途を閉ざしたことについて、憤りを感じた。その感情しか抱かない自分に愕がく然ぜんとしたものの、動かなくてはならないと思った。

　彼女を追いやった者を失脚させ、彼女を元の場所に戻すのだ。それは恩返しなどではない。そうしなくてはならないという焦燥があった。

　そのためには権力者に取り入る必要があった。当時、文林の甥おいが即位し、その息子が立太子した直後であった。文林は当時もうほとんど意識していなかった自分の血筋を利用して、彼につなぎをとった。そして助力を仰ぎ、自分の望みを叶かなえた。後に支払ったその代償は、あまりにも大きかったが。

　年の近い甥孫とは意外に気が合い、その後もちょくちょく会った。友人と呼ぶには血が近すぎるものの、彼は文林にとって最も親しい友人だった。彼が即位した後も、諸もろ々もろ意見を交わした。だが、そこを彼に見込まれるとは思いもしなかった。

「私の後を継いでほしい」

　先帝にそう言われたとき、文林はなぜそんなことを言われるのかわからなかった。文林はその頃には自分の適性を熟知していた。自分は新しいことをすることはできない。なにかを支えることと、そのための方法を考え出すことしかできない。根っからの補佐向きの性質だった。そしてそれをなすことが……小玉という柱を支えることがやりがいだった。

　しかし、むしろそれが先帝の眼鏡にかなったのだった。なぜ、と問う文林に彼が言ったことをよく覚えている。

「この国は長くない」

　病んでやつれた彼のほうが確実に長くないというのに、そのことは気にしていないようだった。生来蒲ほ柳りゆうの質だった彼は、皇帝という激務に体をすり減らして早々に命を失おうとしていた。その体質は彼の父親から受け継いだもので、先々帝も、無能な前二代のつけを支払うために様々なものをすり減らし、在位数年で崩御していた。

「お前はきっと、理想的な世襲の皇帝になれる」

　いっそ羨せん望ぼうともいえる光を目に宿して、先帝は言った。それまでに確立した国の機構をおろそかにせず、それをむしばむ事態や不慮の出来事に適切に対処すること……つまり支える力に特化していること。それが世襲で続く国の君主にとって最も大事なことだと彼は言った。それは文林の父や兄が持ち合わせていなかったもので、文林の甥や甥孫が文林ほどではないにせよ持ち合わせていたものである。しかし、後の二人は二番目に大事なものを持っていなかった……健康な体を。

「代替わりは国を疲弊させる。次の皇帝はできるだけ長持ちさせたい」

　先帝は、まるでなにかの部品のように皇帝のことを言った。つまり自分自身のこともこの国のための部品だと考えていた。しかし、その部品の交換──即位の大典にまつわる金銭的な負担は、年単位の時間をかけてようやく回復されるものだ。ここしばらく矢継ぎ早に代替わりするせいで、財政はかなり逼ひつ迫ぱくしていた。

「お前は、素質があって……健康だ」

　確かに文林は健康だった。補佐的な仕事が主ではあるものの、武官として戦場で戦えるほどに健康だった。その健康な手に、枯れ木のようになった手を重ねて先帝は言った。

「お願いだ」

　すぐに嫌だと言えない程度には、彼の哀願に胸を打たれている自分を感じた。それでも承諾できない自分もいた。逡しゆん巡じゆんする間に、色々なことが頭をよぎった。そのほとんどが小玉のことだった。十七歳で彼女に会った。二十六歳でいつか自分たちは一緒になるだろうという共通認識を持つ関係にまでなった。この手を取れば、これまでに築いたすべてを捨てることになる。

　それでも、先帝が弱々しく……彼にとっては満身の力を込めて言ったのだ。

「この国の寿命をあと百年、伸ばしてほしい。百年でいいから」

　百年。

　それはつまり、文林がここで即位しなければ、この国はあと百年保もたないということだ。もしかしたら小玉が生きている間に、この国が滅びるかもしれないのだ。

「……わかった」

　こんなに口を開くのがおっくうだったのは、後にも先にもない。

「ありがとう」

　先帝が顔をほころばせる。文林は笑いもせず言った。

「ただ、棣てい。俺は一つだけやりたいことがある」

「なんだ？」

　それを伝えると彼は目を閉じて言った。

「そうすればいい。それはこの国のためにもなるだろうから……文林、私も一つ頼みがある。とても個人的な頼みだ」

　そうして彼は彼の望みを言った。文林はそれを叶えることを約束した。それですべてが決まった。

　その後、ほどなくして傍系皇族の大規模な粛清が行われた。国の財政を立て直すなど複数の口実があったが、つきつめていえば文林をすんなりと即位させるためのものである。そしてこれが先帝の最後の仕事だった。そして翌年、文林が即位した。

　自分の即位のために多くの命が失われた。そのことに胸が痛み……やがて少しずつその痛みが消えていくのを感じた。そういうことがその後も何度も繰り返されて、心の痛みを感じなくなりつつある自分になっていった。

　それでも、思い出すたびに痛みを伴う光景が文林の記憶の中にある。その痛みだけは一生手放さない。







　──十五年前、自分の初陣のとき。

　二十歳の小玉が馬上で首こうべを巡らせる。短く切りそろえられた髪が、肩口でふわりと広がる。つられて辺りを見回すと、全体の形勢は自軍が圧倒的有利となっていた。その状況の発端を作ったのは小玉だった。「うちの軍の勝ちよ」という声に、小玉のほうを向くと、彼女はふっと口の端をつり上げる。







　自慢ではないが、記憶力には自信がある。その文林にとっても、ひときわ鮮やかに脳裏に焼き付いている光景だ。一切美化はされておらず、それなのに思い返すたびに文林の胸をしめつける。

　あの瞬間、無自覚に自分の運命を決めた。そして十年後に自覚的にその運命を捨てた。それでもなお捨てられないものがあって、それは一つの夢と、一つの思いだ。その思いを小玉の耳に、声なき声で呟つぶやく。




　──本当は俺がお前に使われたかったんだ。




　　　　※




　数ヶ月。

　それを長いというべきか短いというべきかは、事態によるだろうが、今回の場合はとても短かった。

　度重なる審問に伴い、芋づる式に羅義龍の人脈は掘り返された。そして彼の処刑は異例の早さで決定され、皇帝臨席のもと執行された。




　起こった事件の重さ、その裏にうずまいていた様々な思惑がまるでなかったかのように、すんなりと終わってしまった。その光景をつぶさに眺めながら、小玉はそんな印象を抱いた。

　皇后としてではなく、武官の一人として彼の処刑を見届けてから、小玉は自分の宮に戻った。

　本当にあっけないくらいあっさりと終わったが、一つの物事が常に激しく盛り上がっているということはめったにないものだ。山場を過ぎれば後は終わるだけである。

　今回、色々な物事が白日の下にさらされた。特に羅義龍の旻即位計画のあたりがものすごかった。

　先々帝、そして先帝に仕えていた彼は、その血筋に帝位を戻すことにやっきになっていた。仮にうまくいったとしても、性別を偽っていたら旻の発育に伴っていつかは発覚するだろうに、馬鹿じゃないのとずっと思っていたのだが、吐き気をもよおす思惑があったことが判明した。

　旻を即位させてから適当な男をあてがい、こっそり男児を出産させてから旻を殺し、その男児を次代の皇帝にするという……もう、思考の方向性が自分と異なりすぎていて、気持ち悪い。

　なんのために誰を帝位につけたいのか、まったくわからない。そこまで血が大事なのか。それだったらもう、旻からちょっと血でも抜き取って、瓶詰めにして玉座に転がしとけばいいのに。それだと駄目なんだろうが、彼のやろうとしたことを考えると、むしろ「それで駄目な理由を五十字以内で答えよ」という出題をしたくなる。もう解答者が死んでるので無理だが。

「あ、お帰りなさい、娘じよう子し」

　出迎える清喜に声をかける。

「清喜、予定どおり出るわよ」

「はいはい、今準備しますね」

　いそいそと退出する清喜に、ご機嫌が直ってよかったと、小玉は胸をなで下ろす。帰ってきたときの彼はもう、ふくれてふくれて仕方がなかったのだ。







　今回、結果的に一番役に立たず、損な役回りだったのは彼である。明慧にぎたぎたに伸のされた後、故郷に一時的に帰るという名目で、小玉が逃げたときの隠れ家を用意しにいったのだが、帰ってきたら、

「あ、もう色々終わったから」

　という小玉に出迎えられたのだから。

「僕、小しよう寧ねいに家買っちゃったんですけど！」

「あたしの金だからいいじゃない。もしかしたら将来隠居するかもしれないし」

「皇后が、隠れ家用の小さな家に隠居するわけないじゃないですか！」

　そんなやりとりを、冗談交じりでする。

　ひとしきりぶつくさと文句をたれると、清喜は半分ほど諦あきらめたように、ため息を一つつく。

「……まあ、兄の墓参りにも行けたんでいいんですけどね。あ、お言葉に甘えて行ってきました」

「あー、去きよ塵じんね。一回くらいはあたしも墓参りに行きたいんだけど」

　しんみりと言う小玉に、清喜はなぜか哀れむような顔で、片手をぱたぱた振った。

「いやいやいやいや娘子。元彼の墓参りとか、大家が許すわけないじゃないですか」

「えー？　文林そんな心の狭い男じゃないでしょ」

　自分のことをどう思っているかはともかく、昔の仕事ぶりからして、そういう点で公私混同しない男だと思ってるんだが。

「いやあの人めっちゃ心狭いですよ。特定のことっていうか、人物に関してはもう、猫の額より狭いです」

「そうかなあ……」

　まあ確かに、昔関わりを持っていた男の墓参りのために皇后がわざわざ出かけるのは、外聞としてあれでそれなのだろう。

「んー、でもほら、行啓のついでとかさー」

　これから先、皇后として各地を巡視することもあるはずである。そのついでを狙えないだろうか。

「どうでしょうねえ。まあでも、兄のこと、そこまで覚えていてくれて、弟としては嬉うれしいですが」

「やっぱほら、思い入れ強いんだよね。あたしのつきあった男の中で、唯一浮気しなかった人だから」

　清喜が顔をひきつらせる。

「そういう覚え方なんですか!?　そこぐらいしか取り柄ないみたいじゃないですか！　故人のもっとましなとこ覚えててください！」

「……大酒飲みで、いくら飲んでも酔わなかったところとか？」

「そこだけ抜き出すと、更に取り柄ない人にしか思えないです！」

「そうかなあ」

　そこはすごくいいところだった。後に文林と酒に酔って一夜のあやまちをしでかしてしまった上、双方覚えていないという失態を招いてしまった小玉としては。







　……と、帰ってきた清喜とはそんな感じでやりとりをした。

　なお、わりとどうでもいい話だが、小玉に警告された甥おいの丙も夜逃げの準備をばっちり整え、なぜか遺書まで書いていたのに無駄になった。本人はそのことについてはまったく気にしていなかったが、庭に植えた大根を、どうせ無駄になるよりはと芽のうちに食べ尽くしてしまったことを悔やんでいるらしい。近々新しい種を差し入れてやろう。

「お待たせしました、準備できましたー」

　外出する準備を整えて清喜がやってくる。

「おし行こう」

　そして二人、連れだって宮城の外に出た。馬を並べてぽっくりぽっくり進む。今日は暑すぎもせず寒すぎもしないいい天気なせいか、白夫人はご機嫌である。

　とりとめもなく話しながらのんびり進んでいると、ふと清喜が「そうだ」となにかを思い出した。

「娘子、僕がいない間に、宦かん官がんたちの間でなんか変な噂が流れてたんですよね」

「へえ、なに？」

「夜中、後宮を高速で走る、白い服着た女の幽霊が」

「そっかあ、それはとーってもこわいねえ。そんなこわーいうわさがあるんだあ」

「あっ、正体は娘子なんですね。諒りよう解かいしました」

　しらを切る小玉に、清喜はこともなげに頷うなずく。

「なんでわかるの!?」

「なんでって娘子」

　そんな会話を交わしているうちに一軒の家についた。門番に取り次いでもらうと、この家の娘が現れた。

「娘子、よくお越しくださいました」

　白い麻の喪服を身につけた綵が一礼する。

「綵、お久しぶり。喪中に失礼するわ」

「いえいえ、お気になさらず」

　綵の先導で家の中に通される。彼女の案内の後についていきながら、小玉は綵に質問した。

「その後、どう過ごしていた？」

「そうですね……」

　綵は少し考えると、どこか読み上げているような口調で言った。

「私の父にどうやら隠し子がいたらしくて。本人が死んでいるので本当に父の子か確かめようもないのですが、これもなにかの縁なので引き取ることになりました」

　小玉も清喜もまったく同じ口調で返す。

「あらそう」

「それはそれは」

　しかし、それに続く綵の言葉とそれに対する小玉と清喜の返事は、どこか笑みを含んでいた。

「母は自分の娘が可愛げのかけらもないので、新しくできた娘をそれは可愛がっています。父が亡くなった悲しみもそれで和らいでいるようで」

「あらそう」

「それはそれは」

　そうして小玉は、通された先で、喪服を着た少女を見て目を細める。彼女が喪服を着ている理由は、綵が着ている理由とは違うということを、小玉は知っていた。

　きれいな筆を持って手習いをしている彼女に話しかけていた綵の母、蘭英が顔を上げて小玉に挨あい拶さつする。

「娘子、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「久しぶり。まだ喪が明けるまでけっこうあるのに、兵部の人たちがだいぶあなたのこと恋しがってる」

「まあ。亡くなった夫にやきもちをやかれてしまったら、どういたしましょう」

　ころころと蘭英が笑う。夫の死から立ち直りつつあるようでよかった。時間はやはり偉大なものだ。

「その子が、新しく迎えた子ね」

　小玉も笑みを返し、先ほどまで蘭英が話しかけていた少女に目を向ける。蘭英はにっこり笑った。

「ええ、そうです。さ、娘子にご挨拶を」

　促され、少女が一歩前に出る。彼女は泣きそうで笑いそうな顔で一礼した。




「お初にお目にかかります、皇后さま……娘子」

「ええ、初めまして」




　　　　※




　小玉が綵の家に行っているちょうどその頃、文林は自分の宮で馮王家の王太妃と対面していた。

「ずいぶんと甘い処分を下されましたこと」

　王太妃は不満げに言い放つ。彼女は先々帝である自分の兄に無理矢や理り嫁がされたことを恨んでおり、その血に連なる者にも好感を抱いていない。政略結婚のわりに夫婦関係は意外に円満だったらしいが、それはそれ、これはこれということらしい。

　羅義龍とは真逆だなと文林はおかしく思う。ただ、彼よりましだと思った。彼女の好悪の念にはわかりやすい理由がある。だが彼の理由は理由ではなく、ただの狂信だった。

　もっとも、そちらの感情を理解できないこともないのだが。彼を嫌うのは同族嫌悪に似ていたのかもしれない。

　更になにか言いたそうな王太妃に、文林は彼女の不満を封じる一言を発する。

「皇后の望みだ」

　それで確かに王太妃は口をつぐんだ。

「前に、余の次男を死なせたこと、皇后は気に病んでいるようでな。これ以上気苦労を増やしたくはない」

　王太妃はどこか悔しそうに口を開いた。

「……さようでございますか。では、娘子がご存命な限りはあの子どもは安泰なのですね。確かにまだ年端もいかぬ子どもを殺すのは哀れなことですわ。よいことをなさいましたわね」

「そうだな」

　言外に、旻が成人した後──小玉の死後は彼女を殺すつもりであることを、お互い確認し合う。

　小玉との約束を無下にするつもりは文林にはない。だが順当に考えれば、三歳年上の小玉のほうが文林より早く死ぬ。そうしたら遠慮なく旻の息の根を止めるつもりだった。







　なお、このとき二人は小玉に先立たれる想定をしていたが、実際のところ小玉はこの二人よりも長生きをする。したがって旻もまた天寿をまっとうするのであるが、それは二人にはわからないことである。







「……そういえば雯凰、そろそろ娘の嫁入り先は決めたか？」

「わたくしの娘の嫁入り先は、わたくしと娘で決めますわ。お気遣いなく……では失礼いたします」

　小玉が留守にしていて会えなかったせいもあってか、なにやらつんけんと王太妃は帰っていった。彼女が退出した後、文林は椅子に深く腰掛け、満足そうに笑った。ここしばらくおおむね機嫌がいい自覚がある。

　大きな事を終えた。

　それは皇帝としての仕事と、友人であった先帝との約束事の両方を兼ねていた。それが嬉しくて一人、くつくつと笑う。

　笑ったまま、窓の外を見る。真っ青な空が広がっている。

「風通しがよくなったな」

　呟つぶやく。それは言葉どおりの意味も、言外の意味も含んでいる。

　羅義龍一派を──あるいは一派と目した連中を一掃したおかげで、膿うみをかなり取り除くことができた。即位して五年を越えつつある今、朝廷はだいぶ文林の思い通りに動くようになってきている。ある程度の危険は覚悟していたものの、大がかりなことをしてよかった。

　義龍の処刑を効果的に使うためにわざと謀反を起こさせたり、後宮に侵入させたりしたことは、実施した文林にしてみても若干どころではなく冒険だった。しかし、彼から彼以外の膿の情報が出なかった場合、最悪でっちあげるためにそういう事実を作っておきたかったのだ。大概自分も悪あく辣らつである。

　とはいえ、今回はこれでおしまいだな、と文林はまだ残る膿の処理については行動をしばらく凍結することにした。膿は膿でも、それまで土台の大部分を埋めていたものだ。これ以上一気にやると、上にあるものごと倒壊する。彼らも義龍の処刑で危機感は抱いただろうから、ここしばらくはおとなしくしているだろう。

　ただしある程度は急ぐ必要もあるだろう。最近、隣国の動きがややきな臭い。数年以内に戦になる可能性がある。それまでにはなんとかしなくてはいけない。時機の見極めを慎重に行う必要がある、と自分に言い聞かせる。

　ゆっくりと、それでいて確実に土台を補強する。そういうことは得意だし、自分に求められているのはまさしくそれだ。

　それにしても土台といえば、だ。

　──最後にあいつの足下を崩してやったのは、我ながら胸がすくことだった。







　あの日、捕らえられた義龍に文林はささやいた。

「なあ、一ついいことを教えてやる、義龍」

　反抗的な目で見てくる彼に、会心の一撃を叩たたき込んでやろうと思いながら、一言一句に至るまで丁寧に言った。

「あいつはな、棣はな、お前のことを恨んでいた。自分の父親と自分を無理矢理帝位につけて早死にさせて、それでいてなんの役にも立たなかったお前たちのことをな。だからあいつは死ぬ前に俺に言ったんだ。羅義龍を殺してくれと。それも大逆の罪を着せて殺してほしいと……あんなに国のために生きて死んでいった男の、唯一私情にまみれた望みがそれだった」

　その瞬間の彼の目が浮かべた呆ぼう然ぜんとした光は、彼の首が胴から離れるまでずっと消えなかった。







　俺もお前のことを恨んでいる、とあの日続けたくて、それでも飲み込んだ言葉を文林は心の中で呟いた。もし彼が先々帝を擁立しなければ、文林は先帝に近づくことはなく、帝位につくこともなかっただろう。

　だが、とも思う。彼のおかげで自分は夢を一つ抱えていられる。それについては感謝している。

　百年……この国は百年保もてばいい。自分の仕事はそれだけだ。

　それでも百年で終わらせたくないものがある。それが彼女のことなのだと自分が考えていることは、誰に知られなくてもいい。だが、彼女のことは誰にでも知っていてほしい。百年を飛び越え、千年先まで。それは途方もない夢だ。

　おそらくその夢は、義龍が一つの血筋にこだわり、それが続くことを願ったものと非常に似ている。そう、自分たちは似ている。言うなれば彼は拒否された狂信者で、自分は受け止められた狂信者だ。

　もっとも、だからといって自分が幸せだとは思いもしない。こんなに苦しいのに、それでもそうせずにはいられない。

　なにをせずにいられないのかというと、それは歴史を作ることだ。過去というものに実をいうと意味はなく、それに意味づけをするのは常に人間で、意味づけをされた過去を歴史と呼ぶ。彼女の通り過ぎた過去を、歴史にしたかった。皇帝として自分が個人的に行いたいこと、先帝に許可を取ったことはそれだった──彼女の才能を思う存分生かせる場につけたい。

　その過程で、彼女を皇后にできたのは思わぬ巡り合わせであった。もっとも、仮にそうでなかったとしても、自分は武将としての彼女の名を残そうと、力を尽くそうとしただろう。

　途中、彼女の活躍の場がないからと、昔の夢を見て……再び捨てたのは苦い記憶であるが、今、彼女は着々と名を残しつつある。去年の謀反の鎮圧、今回の政変の阻止。彼女が今着手している、士官の育成事業。これから起こるであろう出征。それらすべてが彼女の名のもとに、脈々と語り継がれる。その内容は多分に美化されるだろうが、そうであったとしてもかまわない。

　きっと自分自身は凡庸な君主として記録にのみ名を残すだろう。もしかしたら、「あの皇后の夫か」と呼ばれる程度の。

　文林はにやりと笑った。

　──本望だ。




　　　　※




　その翌日。

　明慧は久しぶりに見る顔に、やあと片手をあげた。彼がしばらく前に帰ってきたことは知っていたが、生活の本拠を後宮に移した彼とは、なかなか会う機会がなかった。したがって明慧が前回会ったときの彼の姿は、明慧によってあちこちが若干変形したものだったのだが、すっかり元の姿に戻っている。手加減が足りなかったのではと思って、少し心配していたのだが、よかったよかった。

「あっ、明慧さん、お久しぶりです」

「元気にしてたかい？」

「ええと……出ていったときは、全然元気じゃなかったんですが……はい、元気になって戻ってきました」

　なんともいえない顔の清喜は、若干なにかを含んだ物言いをしたが、明慧はそれを完全に無視してはっはっと笑った。

「そりゃあよかった。実家ではのんびり過ごせたかい？」

「いえ、全然。宦かん官がんになったって言ったら、両親が卒倒しました」

「むしろ今まで、家族に言ってなかったお前さんにびっくりだよ」

　彼が宦官になってから、もうすぐ三年目が終わろうとしている。そういう一大事を家族に知らせていないという発想自体が明慧にはなかったので、「ちゃんと家族に言ったのかい」などと聞くことすらしていなかった。

　そんなとんでもない男は、明るく笑っている。気にした様子も見せない。

「早く嫁もらえってうるさかったんですよねー」

「お前さん、両親の孫の夢を叩きつぶしたのか……」

　清喜の両親がなんとも不ふ憫びんである。ちょっと責めるような目を向ける明慧に、清喜はえへへと言いながら頭をかいた。

「まあ、うちの血とか別に後世に残すほどの価値もないですし。これで娘子が兄のお嫁さんになってたらまた違ったんですけど」

　事情を知る者からするととんでもない問題発言を吐く清喜に、細かいことを気にしない明慧もさすがにたしなめた。

「文林に殺されるから、そういうこと言わない」

　しかし清喜はその言葉にたじろぐことはなく、それどころかやや笑っていない目で返してくる。

「だって僕、大家のことわりと嫌いですもん」

「……あっ、嫌いなのかい」

　きっぱりと言い放つ清喜の顔を見ると、彼は大まじめに言い放った。

「ええ、そうですよ。僕、娘じよう子しのことを大事にしている人しか好きじゃないです」

「……お前さんが言うと、信しん憑ぴよう性あるね」

　清喜の今は亡き恋人は、小玉のことを大事にしていたという点では、文字どおり忠犬みたいな人間だった。

「文林は小玉のこと、大事にしてないからねえ」

「そうですよねえ。娘子のことが大好きっていう点では、僕のあの人をもしのぐんですけど」

「でも、小玉がそれでいいみたいだからねえ」

　明慧がそう言うと、清喜はどこか遠い目をした。

「最近わかってきたんですが、娘子って鈍いっていうより、大家のことについて部分的に現実見てないんですね。っていうか許してるんですかね。むしろそれでいいぐらいなんですかね。愛なんですかね」

　それは明慧も思うところである。小玉は文林のことをよく理解しているが、部分的に「なんでだ？」と思うようなところで、彼を過大評価している面がある。

「面倒くさい奴らだね」

「ですねー」

　二人、なんとなくかがみ込んで、夕日が照らす丘で蟻の行列を眺めた。




　　　　※




　その面倒くさい奴らは、ちょうどその頃、二人で囲碁を打っていた。

「あんた今日はずいぶん早かったわね」

　ぱちん。

「今日は思いの外、仕事が片付いてな」

　ぱちん。

「そりゃあよかった。そんなのほとんど初めてなんじゃない？　いつも仕事溜たまってるでしょ」

　ぱちん。

「最近はだいぶやりやすくなってきたんだ」

　ぱちん。

「そう、ならよかった。無理しないでね」

　ぱちん。

「ああ」

　ぱちん。

「ありゃ……ありません」

　文林の一手に、小玉が投了を宣言する。次の石を手に取ろうとしていた文林が、意表を突かれた顔をする。文林自身は今のが決め手だという自覚がないようだった。

「もうか？　まだ少し粘れるだろ」

「いや、これは勝ち目ないわ。負けました」

　さらっと自分の敗北を宣言し、小玉は立ち上がる。文林は盤面をじっと眺めて……ややあってから軽く息を吐き出した。

「確かにそうだな。お前、本当にこういうことは恐ろしいくらいに先まで読むな。引き際もいいし」

「まあ、そこは職業的な取り柄ですよね」

　一ヶ所での戦局が不利になったら、そこから遠慮なく離脱して別のところで戦うほうがいいと小玉は思っている。だから自分の部下たちの訓練も、退却時の動きを特に重視している。

　片付けるために碁盤を持ち上げようとして、横に控えていた梅花に止められる。曰いわく、そういう仕事を自分でやるなと。手持ちぶさたになった小玉は、頭をかいてから、なにげなく文林を誘った。

「ねえ、鴻の様子見に行かない？　だいぶおしゃべりできるようになったの」

「まあ、いいが」

　文林は特に熱心というわけでもないが、特に嫌がる様子もない。そして梅花の先導で二人して鴻の部屋へ行き……約一年前にわからなかった謎の暗号「あっちゃっちゃーなの」をついに解読した。

　文林の姿を見た鴻が、むきーと叫ぶ。

「あっちって、やーなの！」

「あっ……」

「ほう」

　期せずして二人の脳裏には、同じ内容が浮かんだ。




　その一、「あっちゃっちゃーなの」

　その二、「あっちって、やーなの」

　その三、「あっち行って、嫌なの」




　猛烈な拒否である。以前小玉に言われたとき、鴻が大泣きした理由もこれでしっかり説明できる。小玉はおそるおそる文林のほうを見た。ここまで拒否された彼の心情をおもんぱかったのであるが……彼はなにやらすっきりした顔でうんうんと頷うなずいていた。ちょっとひっかかっていたことを解消できたことが嬉うれしくて、拒否されていることはまったく気にしていないようだった。よかったよかった……。

「……って、よくないよ、駄目じゃん！」

　色々と残念な事実に、小玉の声がむなしく響く。

「もうなんなの、この悲しみ……」

「父親への反発は自立の第一歩だ。喜んでやれ」

　言ってやっている本人は、息子の「自立の第一歩」とやらを特に喜んでもいないようだったが。

「喜べないわよ！　だいたいあれを自立っていったら、あんたがそうとう前にあの子のことつねったときから自立してたからね！　一歳未満で自立されてたまるか！」

　結局、鴻が激しく嫌がったため、文林と小玉はひとまず鴻の部屋から出た。鴻は文林が出ていくことは大歓迎だが、小玉が出ていくのは嫌だったらしく大泣きを始めたが、後でご本読んであげるから、ちょっと待っててくれ。

「もー……」

「なあ小玉」

　不意に彼が、頭を抱える小玉に話しかけてきた。

「なに？」

「昨日、行ってきたんだろ？」

　小玉は顔を上げ、文林を見つめた。いつもどおりの顔、いつもどおりの声。

「……うん」

「元気だったか？」

「うん」

　誰がということを明確にしない文林の問いを、正しく受け止める。

「そうか」

「正直、あんたがほんとに善処してくれるって思ってなかった」

「そこ言うのか。実は俺も自分がそうするとは、最初思ってなかったが」

「それこそ、そこ認めちゃうんだ」

　どっちもどっちな夫婦である。

「俺が善処しなかったら、お前どうするつもりだったんだ？」

「んー……まあ色々」

　言葉を濁す小玉に、文林は呆あきれたように言った。

「梅花から聞いたぞ。お前あいつのこと連れて逃げるつもりだったろ」

「なんで知ってんの梅花!?」

　がばっと横に控える梅花のほうを向く。旻のことをかくまうときに一部事情は説明したが、そういうつもりであることまでは言っていない。薄々なにかは察しているだろうとは思っていたが、まさかそこまで筒抜けであるとは思いもよらなかった。

　小玉の驚きよう愕がくを向けられた彼女は平然とした顔で言った。

「娘子の性格からして、絶対そうなるだろうと思っておりました。準備なさっているところを押さえてはおりませんが、動きが不規則だったため、おそらくそうとう進めていらっしゃるのであろうとも」

　絶句する小玉に、梅花は淡々ととどめを刺す。

「今度お逃げになるときは一言お伝えくださいましね。わたくしたちもお供する準備はしておりますから」

　まるで幼児に向かって火を使って料理をするときは、大人と一緒にやりましょうねというような言いぶりに、小玉は啞あ然ぜんとした。文林が噴き出す。

「お前が夜逃げしたら、後宮の半分くらいが引っ越しするようなことになりそうだな」

「いや、それはさすがに……」

　まあでも確かに、真桂あたりはくっついてきそうな気がする……あ、そうだ。

　真桂で思い出したことがある。羅義龍の件も終わったことだし、そろそろ「文林に新たな出会いをあげよう計画」を発動してもいい頃だろう。

「ねえねえ文林。突然だけど、頭よくって顔よくって性格もいい子って、あんた好みじゃない？」

　好みだと答えられたのならば、李昭儀はどう？　とそのまま続けたかったのだが、

「好みだな。犬とか猫とか馬なら」

「あ、そう……」

　なんか先手を打たれた気分である……いやしかし！

「り、李昭儀って好みじゃない!?」

　小玉は無理矢や理り話を進めた。文林がさすがに突っ込む。

「お前、今の俺の言葉聞いてたのか!?　李昭儀は犬でも猫でも馬でもないだろ！」

「だってほら、胎生っていう点では、人間と同じだし！」

「どうしてそこでつなげた!?　あとあの小娘は性格よくない！」

「そんなことないよ！　ちょっと不思議ちゃんだけど、いい子だよ！　すごくいい子だよ！」

　小玉は文林にしがみついて主張する。彼女は今、この世で最も攻撃的なお見合いばばあだった。







　ややあって、

「……やっぱ駄目か」

　小玉は消沈しながら文林から離れた。

「むしろなぜいけると思った」

　小玉に乱された着衣を整えながら、文林が不機嫌そうに吐き捨てる。

「だってさあ、あんたさあ……」

　言葉に詰まる。




　──このまま、あたしのことずっと好きでいるつもりなの？




　聞きたいことはそういうことだが、さすがにそこまで直接的に聞けない。というか、小玉が文林の気持ちに気づいていることを知られるのが嫌なので、すごく迂う遠えんな表現でしか言えない。

「……あんたは、運命の出会いって信じないの？」

　その問いに、文林の瞳ひとみが揺れた。

「運命の出会いね……」

「うん」

　彼は一瞬目を閉じると、どこか遠くを見るような眼まな差ざしになった。

「信じているが、くそったれだなあれは。一度出会ったら、人生がめちゃくちゃになる代物だ」

「あ、そ、そう……」

　なんか嫌なことでもあったのだろうかと思って、文林の表情をじっくりうかがうと、彼は言っている内容のわりに穏やかな表情をしていた。

　文林が口を開く。

「それで、そのめちゃくちゃになった人生で満足するんだ。恐ろしいだろ？」

　妙に満足げに、どこか幸せそうに言った。







　　　あとがき







　先に、言い訳を一つ。

　前作を書き上げたとき、続きが出せるといいなという気持ちはありました。同時に、これで終わったとしても悔いはない、国立国会図書館に自分の著作が所蔵されたことを生涯の喜びにしていこうという思いもありました。

　その思いの狭はざ間まで生まれた一言が、前作のあとがきの「腹八分」です。仮に続きが出た場合、二巻の後書きでこう書こうと思っていました──腹八分ですませても、腹はまた減る。

　詭き弁べんにもほどがあるということを自覚しつつ、今回も空すきっ腹に腹八分まで詰め込みました。

　さて、今回は書きたかったことが三つありました。まずはロクデナシ夫妻のある種いびつな関係。皇帝より皇后のほうが人望を集めそう……というよりも、実は皇帝が一番皇后にくっついていきたかったというあたりです。言うなれば天才に魅せられた凡人の悲哀といったところでしょうか。

　ですから特に夫のほうに焦点を当てました。前作では下手をすれば外道にしか見えなかったであろう彼について、「こいつはただの外道じゃないんだ、不ふ憫びんな外道なんだ」ということをアピールしたい思いで取りかかりました。

　そして書き上げた結果、「こいつは不憫でドＭな外道だな」という結論に至りました。あと面倒くさい男。この報われない境遇に妙に満足しているのがなんともいえません。あんたほんとにそれでいいのと思っていますが、彼の場合、小しよう玉ぎよくの人間的な欠点も網羅した上でああいう姿勢なので、手の施しようがありません。

　とはいえ、そんなところはもはや彼の個性だとも思っていて、そこを書けて満足しているのも事実です。あと文ぶん林りんの父親が外道通り越してゲス野郎であることが書けて、個人的にこれも満足です。

　もし小玉に出会わなかったら、文林はそこそこ優秀な軍人として一生を終えたでしょう。そして多分ずっと独身だと思います。どちらが彼にとって幸せだったのでしょうね。私にもわかりません。そんな幸薄いんだかそうでないんだかわからない彼を、愛してくれる方がいらっしゃれば幸いです。

　さて、書きたかったこと二つ目。

　小玉たちが生きている国の背景について、ちらちら出せたのが嬉うれしかったです。この国のことは学生時代からずっと構想を練っておりまして、このタイミングで一度滅んで、ここでこういう皇帝が……ということを考えて青春時代を過ごしていました。ところで文林は五十一代目の皇帝です。

　なお作中、政治機関の部署名は唐代のものを採用しておりますが、かなりの部分は武ぶ則そく天てんが実権を握っていたころに、改名したものを使っております。日本では則天武后でおなじみのあのおばさまです。いろいろとやらかした方ではありますが、有能でしたし、特に文字に対するセンスは素晴らしい人だったなあと思っています。

　ただ、一部しか取り入れていませんので、妙にちぐはぐなところがあります。具体的には六りく部ぶの名前……おばさまは周という国ラブな人だったので、そのときの名前を復活させていました。私も最初はそれを使用していたのですが、文林父と兄の駄目エピソードの一つを作成するために変えました。

　そのくだりは本作で記述しています。その際、「吏部」を一時改称されたときの「文部」、「戸部」を古称の「民部」にしました。

　その結果、政治機関のあたりの名称は見事にごちゃまぜになりました。だからなんらかのテストで出くわしたとき、作中に出たものの名前を書いたら、五割以上の確率で誤答になります。ご注意ください。

　ほとんど手をつけていないのは後宮くらいです。妃ひ嬪ひんたちの名前はほぼそのまま使っています。だからこちらはテストで解答しても大丈夫です。

　ただ数百年後には後宮の規模を縮小させたいと考えているので、そのときにはだいぶ変わる予定です。うん、この情報、考えてみれば本作にはまるで関わりませんね。

　しかしこういうことを考えながら、設定を練るのは楽しいです。いやあ、本当に楽しくてしかたがありません。正直言って、ここまで混ぜてしまうと自分自身が大変だということはわかっていますが、実際にやっているときはわくわくしながらやっているので、我ながらこういうことを考えるのが好きなんだな、と思っています。

　中国の歴史を参考にしているのは事実ですが、まったく違う国で、まったく違う歴史的経緯をたどっているわけですから、必要に応じてフレキシブルに変えていいのではないかなと思っています。むしろ何百年も続く国なので、同じ制度だけでずっと政治が維持されるほうがおかしいのではないかとも。本家の中国もちょこちょこ変わっていますしね。ですから、私が辛つらくならない程度にやっていこうと思います。

　で、三つ目。

　今回、小玉にあるもので戦わせることができて、これが一番嬉しいです。あれです、あれ。西さい遊ゆう記きで猪ちよ八はつ戒かいが使っていたあの武器です。

　中国の武器について調べていたころ、たまたま見つけて「あの武器ってちゃんと名前あるんだ！」という感動と、原型が原型なので農家出身の小玉にぴったりだという確信のもと、いつか小玉に持ってもらいたいという夢を持ちました。それが達成できてとても幸せです。今回小玉が持ったのは原型の道具のほうではありましたが。

　これをきっかけに、世の中の人に猪八戒のことをもっと好きになってほしいと強く願っています。彼はほんとうにいい男です。あるアンケートでは九十八人中七十四人が、結婚するなら猪八戒と選んだくらいの好漢です。

　このアンケート、なぜ百人から取らなかったのかいつも不思議ですが、とにかく圧倒的です……他の選択肢が三さん蔵ぞう法師と孫そん悟ご空くうと沙さ悟ご浄じようしかいなかったので、無理もない気もしますが。特に三蔵法師は妻帯できないですしね。ちなみに彼を選んだ人はだれもいませんでした。僧そう侶りよとしては理想的な結果です。

　とにかくそんな魅力的な男性なので、みなさんにも猪八戒をぜひ応援してほしいです。要するに、私が猪八戒を熱烈に好きというだけです。

　ところで今回、意図していなかったのですが、作中ではけっこうな数の「母親」が出てきました。実際に登場しなかったのも含めて六人くらいでしょうか。それぞれ子に与える影響っていうのは大きいものだよなあ……と、母親の影響力についてなんだか考えてしまいました。

　ちなみに、前作で赤ちゃんだった鴻こうは今回ちょっと大きくなりましたが、義母の影響を多大に受けています。彼は着実にマザコンになりつつあります。今はまだほほえましい……。

　さて今回も様々な方にお世話になって、この本が世に出ました。担当さんをはじめ、前作に引き続き表紙をお描きくださった桐きり矢や隆たかしさんや、お力添えくださった方々、また前作と本作をお手にとってくださった方々に感謝申し上げます。




　　　　　二〇一五年九月一日


雪ゆき村むら花か菜な
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